
762 小川r・結核患者家庭 ノー面 【第14巻

社會醫 學竝 統 計

結核患者家庭 ノー面

京都市立字多野療養所(所長 三戸時雄)

小 川 吾 七 郎

節

イ

ロ

ハ

節

節

節

甲

一

一

二

三

四

五

二

一

二

三

四

三

一

二

三

四

一

序

第

第

第

第

患 者

料金別患者数

性別患者数

年齢別患者数

婚姻二關スル事項

婚姻別患者数

料金別婚姻別患者数及男女数

婚姻別年齢

職 業

患者ノ家族

家族員数

患者ノ同胞数

子女数

患者ノ子ノ死亡率

感染關係

家族中ノ結核患者数

夫嬬間ノ關係

親子間ノ關係

甲、乙、丙、丁

生計状態

所 得

人 員

イ 概 要

ロ 所得別患者

ノ・ 性別患者倣

二 料金別患者鍛

ホ

1所 得有無別

2

族 員ヲ有スル世帯数

1一匪

患者外有所得家族員ノ有無別世帯数

患者ノ性別二從ヘル患者外有所得家

i欠

第五節

第六節

第七節

へ 患者蛇ピニ共家族員が共 二所得ヲ有ス

ノレ世帯鍛

ト 患者が唯一 ノ所得者タ'レ世帯歎

チ 無所得患者

乙 所得額

リ 総患者ノ所得額

ヌ 有所得患者 ノ所得額

1性 別

2料 金別

ル 総世帯鍛及家族員ノZF均所得額

オ 料金別世帯所得額

ワ 有所得患者 ノ所得額 ト共世帯所得額 ト

ノ比

力 患者以外 ノ家族員ノ所得額

ヨ 患者が唯一ノ有所得者タル世帯 ノ所得

額

タ 患者虹ビニ家族員ザ共 二所得 ヲ有スル

世帯ノ所得額

レ 無所得患者 ノ世帯

ソ 年齢別患者所得状態

1人 数

a十 七歳未満 ノ患者

b十 入歳乃至二十一歳 ノ患者

c二 十二歳乃至五十九歳 ノ患者

d六 十歳以上ノ患者

2所 得額

畳 数

患者ノ縛節

参考諸表

要 綱

序

國民 ノ大多撒テ占ムル無産階級二於ケル結核状 態ハ、國民保健 ノ観劉iヨリス レバ肚會構成上極



第8號 】 小川=結 核患者家庭ノー面 ● 763

メテ危瞼 ナルー断層 卜断 ゼザル テ得 ズ。蓋 シ長

期 ノ安静療 養 テ必要 トスル結核 二封 シテ彼等 ハ

自療 ノ資 テ有 セザ ルニ拘 ラズ救療亦普及 セザル

テ以 テ、此階級 二於 ケル多数患者 ガ数年間生産

無能力者 トシテ徒 食 シ、 且其 ノ死前約2ケ 年牛

(BrEunih9)開 放 性患者 トシテ 國民 ノ間 二互 ス

ルハ、國家産 業上拉 二次代國民 ノ膿質問題 トシ

テ重要 ナル研 究題 目タルベ キ者 ナ リ。加之彼等

ガ結核 二封 スルー般智識 ト、僅少 ニテ足 ルベ キ

治療資 材テ有 セザル爲 二恰適 ノ治療時機 テ失 ス

ル不幸 ハ人道1ニ ヨリ見 テ遺憾 一一一ecヘ ザ ル者 ア

リ。本邦 ニハ不 幸 ニ シテ結核家族 ノ ミテ封 照 ト

シテ調査 セル信頼 スベキ世帯調査 ナキテ以 テ、

余f・大正9年6月 ヨリ昭和10年6月 二至 ル15

年間 二京都市立宇 多野療養所 へ入所 セル患者 中

ノ申告 ノ信愚 スベキ 者2815名 テ選 ピテ其家庭

状態 テ統計的 二調査 シー ノ参 考資料 ト爲 スー足

ルベ キ者 テ得 タル テ以 テ、弦 二其一端 ラ報 告セ

ントスル者 ナ リ.

本療養所ハ法律 「結核 豫防法」二準檬 シテ設置 セ

ラレタル者 ニ シテ、大 正9年6月 ヨ リ患者牧 容

ラ開始 シ昭和2年 迄 ハ入所 申込者 中 ヨリ療養 ノ

途 ナキ者100名 テ選 ビテ無料牧容 セルモ、後年

内務省 ハ結核 豫防法第一條 テ廣義 二解繹 シ、「有

産者 ト錐 モ自宅 二於 テ療養 二必要 ナル施設 テ有

セザル者 ハ之 テ牧容 シ得」トセル テ以 テ、當所 モ

亦昭和3年4月 病舎 テ増 築 シ牧容定員 テ200名

トセル際 二其 内30名 ノ有料患者 テ牧容 スルー

至 レリ。余 ガ本市 ノ各階級 ノ市民 二封 シテ當市

二存 スル唯 ・ノ國家施設 テ利川 シ得ベ キ機會 ラ

與 ヘタルノ・機宜 ラ得 タル方法 卜i主フベ シ、篇 一

本篇 中偶然 ニ モ有産者 ト無産者 トテ比較 スル機

會 テ得 タル テ悦 ブ者 ナ リ.猜 本統 計表中へ年齢

ハ通俗的 ノ槻念 ラ人 二與 へ易 キテ以 テ日本流 ノ

呼構 二從 ツテ1-10、11-20、21-30等 トセル

モ、之 ・・満年月 二從 ヘバ殆 ド0-9、10-19,20

-29等 二相常 スル ラ以 テ統 計專 門家等 二向 ツテ

モ實 際的 ニハ不便 ナ カルベ キラ信 ズル者 ナ リ。

又年齢、所得額、在所 日激等 二關 スル統計 中撒値

テ数學的 二算 出 スベキハ勿論 ナ レドモ、一般 二

理解 セラ レ易 キ事 テ期 スル ト共 二余 ノ目的 モ亦

之 ニテ充分達 ぜラル ・ラ以 テ、弦 ニハ簡 軍ナル

奮來 ノ方法 ニ ヨ リテZF均 値及比率 テ基 ゲ タリ。

第 一節 患 者

一一
、料金別患者数。(第1表)

調 査材料 タル患者繕撒2815名 中有料患者 ハ288

名10%、 無 料患 者 ハ2527名90%ナ リ。 當所規

定 一=ヨル有料制度 ハ昭和3年 以降 ニ シテ其 以前

ハ無料患者 ノミナル テ以 テ統計材料 トセル有料

患者数 ハ當所 ノ規定 トー致 セズ。

二、性別患者撒。(第1表)1

線 患 者2815名 ハ男1762名63%、 女1053名37

%ニ シテ 雨者 ノ比 ハ約3:2ナ リ。男 女 ノ各 テ

有料無料別 トス レバ、 男患者 中有料 ノ88名 ノ

11%(線 患 者 ノ7%、 有 料全患者 ノ65%)無 料

1574名89%(総 患 者 ノ56%、 無 料全患者 ノ62

%)、 女 患者中有料100名9%(縮 患 者 ノ4%、

有 料全患者 ノ35%)、 無 料953名91%(線 患 者

第1表 料金別及性別患者鍛

料 金 別 有 料 無 料 合 計

性 男 隊i計 男1列 計 男1女i計
患 者 籔 188 100 288 1574 953 2527 1762 11053 2815

料金別患者数二封スル% 65.28 34.72 100.00 62.29 37.71 100.00

性別患 者数 二封スル% 10.67 9.491 89.33 90.51 100.00 100.00

」蜜」患者 数 二封 ス ル% 6.6813.55 10.23 55.91 33.86 89.77 62.59 37.41100.00

ノ34%、 無 料全患者 ノ38%)ナ リ。

三 、年齢別患者撒。

縮 患者2815名 ノ卒均年齢 ハ27歳 ニ シテ、男 ノ

U762名 ノZF均 年 齢 ハ27歳 、女 ノE1053名 ノ
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第2表 婚姻別患κ撒及 ビ些等患者 ノ7F均年齢

婚 姻 別
一.歩 婚

男 「女1計

既 婚

男μ

合 計

房1女1言 ヤ性 ∫計
有
料

数
一}一 噛 一_

李 均 年 齢

155 44 199 33 56

32

1力

坦
483

33

89
一 一

34

188

26
齢 一

157L
-}

27

100

27

吾53
-一 一}

26
}貯}

1053
㎝ 一 一

288
一 一一 一

2623 21 22 39

無
料
_亟 二
干 均 年 齢
一 一一,甲 一 曹一

数

1109 526 1635 465
-`曙 一

38

4i簸

892 2527
一

23 20 22 36 暫

2謡5一

曾
、汁

1264 570 1834

}

981 1762

27
　一 　 一

'卜 均 年 齢 23 20 22 38 35 261

第3表 子女ノイ∫無別航婚患者倣及 ビ共筈患者 ノ李均年齢

子 女 ノ イ∫ 無 イ∫ 無 合 計
__一 一一 一一,

性 一剃 女 同 男1列 計 川 女 計

有
料

無
料

計

25

4均 年 齢40

_.亟
ZF均 年 齢

数323

不 均 年 齢37

348

38

39

32

310

32
奮

648

3536

633142

3539

697150

3539

17

30
了

33

134

33

2533

3239

259465

3738

284498

3638

56

　32

427

483

89

892

981

第4表 年齢別患者数

性別及計

年齢別

男 女 計
百 分 比

男1列 計
10歳 以 下 1 3 4

-

737
-

1378

0・0610・28 0.14

11歳 一20歳 421
}

875
-

297

316
-

503

23.8930.01 26.18

21歳 一30歳 49.66 47.77 48.95

31歳 一40歳 147 444 16.85 13.96 15.77

41歳 一50歳 121 56 177 6.87 5.32 6.29

51歳 一60歳 37

10『
1762

26
-

2

63 2.10 2.47 2.24

61歳 以 上 12 0.57 0.19 0.43

種 別合 計 1053 2815 100.00 100.00 joO.00

ZF均 年齢 ハ26歳 ナ リ(第2表)
。 男 ノ最高年齢

ハ68歳 、最低 ハ10歳 、女 ノ最高68歳 、最低9

歳 ナ リ.縮 患者 二付 イテハ21歳 乃至30歳 ノ者

最 モ多 クシテ約49%テ 占 メ次 イデ11・-20歳 ノ

者26%二 達 シ、最 モ少 キハ10歳 以下 ノ0.1%

ニ シテ30歳 以 上ニテハ年齢 ノ増加 ト共 二患者

撒 テ漸減 ス(第4表)。 之 テ曲線 ラ以 テ示 セバ第

1囲 ノ如 久 又男 女 ノ患者撒 ハ異 ナルテ以 テ其

各 ラ各年齢界 ニテ百分 比 二換算 シ曲線 テ作 レバ

第2圖 ノ如 シ。即 チ雨曲線 ハ殆 ドー致 シテ、年

齢別 二見 タル男女 ノ罹 患卒 ハ全 ク相 同 ジク,共

第1圖

二20歳 前後 二於テ最高テ示 シ、11歳 乃至20歳

間ニテハ女ハ男 二比 シテ罹患卒稻 ㌃高 シ。之 ラ

統計局 ノ全國統計(昭和8年)(1⊃、簡易保瞼局嚢

表ニヨル簡易保瞼加入者〔2)及ピ京都市昭和9年
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第 2 ー置ー

零

ノ年齢別結核 死亡者表151等 二比 ス レバ嘗所 患者

ノ年齢別 ノモ ノ ト大差 ナ シ。

四,婚 姻 二關 スル事 項

(イ)婚 姻別 患者撒(第5表)

線患者2815名 中 未婚者1834名65%、 既 婚者

981名35%、 即 雨者 ノ比 ・・約2:1ナ リ。 之 ラ

男女別 トス レバ未婚者1834名 ノ中男1264名69

%、 女570名31%、 雨者 ♂比 ハ約2:1ナ レ ド

モ既婚者 ニテ・・、其絃撒981名 中男 ハ498名51

第5表

%、 女483名49%ニ シテ其 比ハ約1:1ナ リ。

即 チ未婚者 中 ノ男 ハ女 ノ倍数 ナ レ ドモ既婚者 ニ

テハ男女殆 ド同敷 ナ リ。

,,.一或 ハ 総患者 中 ノ男1762名 中未婚者1264名72

%、 既婚者498名28%、 雨 者 ノ比5:2一 シテ、

女患者1053名 中未 婚者570名54%、 既 婚者483

名46%、 雨 者 ノ比ハ2.3:2ナ リ。 帥 チ男 ノ未

婚者甚多 シ。

(司 料金別婚姻別患者敷及男女撒(第6表)

婚姻別性別患者数

婚 姻 別 未 婚 既 婚 合 計

性 剃 女1計 男1女1計 男1列 計
撒 1264

-一 畠一一一

68.92

5170 1834 498 483 981 1762 1053 2815一 一 一

婚姻 別 計 二i封ス7レ%

　

31.08 100.00 50.76『-
28.26

49.24 100.00
巴 曹}一 一

100.00各合計 二樹 ス ル% 71.74 5413 65.15

65.15

45.87 34.85 100.00 100.00
一

総患者数二封スル%

一}

44.90 20.25

『 一一i

17.69 17.16 34.85 62.59 37.41 100.00

第6表 料金別婚姻別患者数

料 金 別 有 料 無 料 合 計

婚 姻 別 未 婚1既 婚1計 未 婚1既 矧 計 未 婚 睡 婚1計

数 199 89 288 1635 892 2527 1834 981 2815

料金別計二封ス7レ% 69.10 30.90 100.00 64.70 35.30 100.00

各合計 二封ス ル% 10.85 9.07
一㎜

3.16

10.23 89.15 90.93 89.77 100.00 1100.00
100.00

総患者数二勤スル% 7.07 10.23

一 一

58.08

皿

31.69 89.77 65.15134.85 100.00

総 患者2815名 テ料金 別 トス レバ 既記 ノ如 ク有 テ未既婚者 二分 ツ時 ・・有 料患者 中未婚者199名

料288名10%、 無 料2527名90%ナ リ。 其各69%、 既 婚者89名31%、 無 料患者 中未婚者
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1635名65%、 憧死女樗孝子892名35%ニ シテ、酉己f偶J

者 ノ有無 二闇 シナハ有料無料患者 ノ間 二於 ア殆

ド相 近 キ比率 テ示 シ、有料無料共 二未婚者 ノ数

ガ既婚者 二約2倍 スル テ兄ル。

然 ルニ此各 テ史 轟男女別 ニスル時 ハ(第7表)、

有料未婚者199名 中男155名78%(有 料 全患者

ノ54%,女44名22%(有 料 全患者 ノ15%)、 有

第7表

料既婚者89名 中男33名37%(有 料 全患者 ノ11

%)女56名63%(有 料 全患者 ノ19%)ニ シ テ、

無料 未婚者1635名111男1109名68%(無 料 全患

者 ノ44%)女526名32%(無 料 全患者 ノ21%),

無 料 既婚者892名 中 男465名52%(無 料 全患者

ノ18%)b女427名48%(無 料 全患者 ノ17%)・

ナ リ。

料金別婚姻別性別患者倣

料金別婚姻別 有 料 未 婚 イ∫ 料 既 婚 無 料 未 婚 無 料 既 婚

性 男 隊1計 男1女1計 男1剥 計 剃 女1計

数 155 44 199 33 56 89 1109 526 1635 465i427 892

各 計 二封 ス'レ% 77.89 22.11 100.00 37.08 62.92 100.00 67.83 32.17 100.00

1
52.13147.87 100.00

一一 一

料金別患者数(第
6表)二 封ス,レ%

53.82 15.28 69.10 11.46 19.44 30.90 43.88 20.82 64.70 ・8.4・1・6.90 35.30

線患者数(第6
表)二 封ス,レ%

5.51 1.56 7.07 1.17 1.99 3.16 39.40 18.68 58.08 ・a521・ 翫17 31.69

患者 ノ料金別婚姻別性別的二比較スレバ、有料

未婚男 ノ撒高率ナルハ多撒 ノ青年學生生徒ガ勉

學又ハ蓮動等 ノ爲一、又未婚女ニテ無料 ノ卒ガ

有料 ヨリ高キハ無料階級 ノ女ハ勢役 二從 フ者多

キガ爲一、此雨者 二螢病 ノ機會多キ事 テ示 ス。

(ハ)婚姻別年齢(第2表)

縮患者中未婚者1834名 ノZF均年齢ハ22歳 、其

中男1264名 ノZF均年齢ハ23歳 、女570名 ノZF

均年齢 ハ20歳 ナ リ。 次 二 匿婚者981名 ノZF埼

年 齢 ハ35歳 ニ シテ、 其 中男498名 ノ 李均 年齢

ハ38歳 、女483名 ノ李均年 齢 ハ33歳 ナ リ。

既婚者981名 中子 テ 有 スル者697名71%ニ シ

テ其 中男348名 ノ弔均年齢 ハ38歳 、女349名 ノ

夫 ハ32歳 ナ リ.有 料 ト無料患者 トノ間 二本項

二關 シテハ表 二明 カナル ガ如 久 何 等 ノ差建 テ

認 メズ。

第8表 職業別患者数
～ 性

職業(中 分類)

人 数 百 分 比

男1女1計 男 女{計

農 耕 二 從 事 ス ル 者 11 21 0.62
-『r_

0.19、0.46
一一

一 {___

漁 業 一 從 事 ス ル 者 1
-『-

36
-}一 一__

54

-『 　

12

0 0.06
　

一
i-

0 0.04
一,_

窯 業、土 石 加工 二從 事 ス ノレ者一

一 一_

0.28冒『_ }

金鳳 工巣 機械 器具製造、造
船、運搬用具製造 二從事スル者

3
-,,一__

4

13
-一}一 一

1
　 一 一一

トi彗L

堅に
12

11

皇墨1

3・06}

0.68

0,061

1-一

～ 巴 堅F -一

1.38
-一

2.06

0.43
　

精 巧 工 業 二 從 事 ス ル 者
一 一

〇
,『 一_}

化學製 品 ノ製造 二從事 スル者
一

1 0
一一_一 」 一

}0 0.04一 一 一

紡 織 工 業 二 從 事 ス ル 者 281 ・55匡436 15.95 14・72i・5・49

被服、均装品製造 二從事 ス ル=者 93 50 143 5.28 4.7515.08

紙 工 業 印 刷 二 從 事 ス ル 者 64 6 70 3,630,572.49
噛

皮革、骨、羽毛品類製造二從事スル者 4 0 4 0.230!0.14
木竹草蔓類二關スル製造二從事ス1-

35ル者! 3i38 1.9S}0.28h.35ii
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一 『}　 一 } A-『 ▼
}『

飲食料品、嗜好品製造二從事スル者 25
一 一一 一 一

7
-}

.鉾 1.42
-,一

0.67
一

1.14
噌

土 木 建 築 二 從 事 ス ル 者 37
-一}一 　

〇
一 3ヱ. 2.10 0

一育

1.31
『}}一

瓦斯、電氣、水道業 二從事スル者 24 0 墨 1.36
『 皇 0.85

　『 一 一　一 一 帰 一

共 他 ノ 工 業 的 職 業一 10
}辱 一

1
}一

11
"一 噂

0.57
一 一 冒}

0.10
}『}一 一 一

0.39
}一,一

商 業 的 職 業 352 40 392. 19.98 3.80 13.92
一}一 }一} 一} ,▼ 嘱 一 一一 一 一 一一 一_r-一 一一

金 融 保 瞼 二 從 事 ス'レ 者
一

23
_一 一 一

0 23 1.30 0 (1。82

接 客 業 二 從 事 ス ル 者 49 50 99 2.78 4.75 3.52

蓮 輸 二 從 事 ス ル 者

,一 一噂 『-

77
塾.

80

一一

4.37
一

0.28 2.84
卿

通 信 二 從 事 ス ル 者
一 曹

一,

31
-　 一

15 46一 1.76
-一 幽

1.42
-,一

1.63
　 "一 一

官 吏 公 真 雇 傭n .5旦
6 64 3.29

一

0.57 2.27
一一 一

陸 海 軍 現 役 軍 人 1 0 1 0.06 0 0.04
一 一一} ← 』} 一 一 一 〕 占 ▼一 一一一 一 一 畠 一 円伽 一 ,一},}雫

敢 育 二 從 事 ス ル 者 19 11 30 1.08 1.05 1.07
}一 }一 一 一一__一 一 _一 一 一 下一一}一 一 一 一

宗 敏 家
一 一}『

7 3 10 0.40 0.28 0.35
一一 鼻一 一 ,一 一一 一 ,一 亨一}}一

聲 療 二 從 事 ス,レ 者 10 29 39 0.57 2.75 1.38
一一}一 一 一 一 一

書 記 的 職 業 95 18 113 5.39 1.71 4.01
一 一}一一 一 一 』r一

記者、 著述家、 藝術氣 遊藝家 66 2 68 3.74 0.19 2.42
一 一} 一 一 一 層}

其 ノ 他 ノ 自 由 業 4 1 5 0.23 0.10 0.18
一

家 事 使 用 人 13 88 101 0.74 8.36 3.59
一 一一 一 一 一一 一}

共 ノ 他 ノ 有 業 者 31 3 34 1.76 0.28 1.21
一 一一} 一 一 一 マ 曾,} 一一一

共 ノ 他 ノ 無 業 238 553 791 13.51 52.52 28.10
一一 一一_

合 計 1762 1053 2815 100.00 100.00 100.00

五、職業。(第8表)

統計局制 定 ノ中分類職業別 二從 ヘ バ縮患者 ノ

2815名 ノ職業 ハ第8表 ニアルガ如 久 無業者最

モ多 ク751名28%、 次 イデ紡織工業 二從事 スル

者436名15%、 商 業的職 業392名14%等 ニ シ

テ、其他 ノ自由業 ハ甚 ダ少 ク僅 二5名0.2%、

第9表

更 二漁業、化學製品從事者、陸海軍現役軍人ハ

最モ少 ク各1名 ナ リ。而 シテ畜産、林業、探炭、

探鑛、石油鑛業、土石探取、製盤等 ノ從事者ハ

地理的關係上全 ク無 シ。

第 二節 患者 ノ家 族
一、家族員数(第9表)

患者ノ家族員数

料 金 別 有 料 無 料 合 計

性 男1女i計 男1女1計 男1女1計

世帯敷(患 者鍛二同ジ)1176 90 266 1290 769
--

3162

2059 1466 859 2325

患者ヲ含ム家族員総籔 937 484 1421
一 噂

5167 8329 6104 3646 9750

一 戸 當 リ家族 員劉 5.33 5.38 5.34 4.oo 4.11 4.05 4.16 4.24 4.19

糖 患 者2815名 中本項 ノ ミー 關 シ詳細 ナル 申告

テ徴 シ得 タル者2325名 テ選 ピテ調査 スルニ、其

等 ノ家族員線敷 ハ患者 ラ加 ヘテ7950名 、即 チー

世帯當 リ ノ家族敷 ハ李均4.19名 ナ リ。 此撒 ハ

戸籍面 ノ撒 ニ シテ使用人 ラ含 マズ。京 都市人 ロ

バ昭和7年10月1日 現 在 ニテ1001700名 、其世

帯数213309戸 ニ シテー世帯 李均人 ロ撒(此 場合

"ハ 眞 ノ家族撒 以外 二雇人等 テ包含 ス14 .69名

ナ ルテ以 テ、當所患者 ノ李均家族員敷 ハ市民 ノ

ー戸李均人員撒 ヨ リ牛人少 シ
。

之 ラ患者 ノ料金別 トス レバ、有料266世 帯1421

名 、無料2059世 帯8329名aシ テ、一世帯 ノ李

均家族 数 ハ前者5・34名 、 後者4.05名 ナ リ。此

テ ヒ記 ノ京都 市 ノZF均 撒4.69人 、 昭和5年10

月1日 國勢 調査 二依ル内地一 世帯ZF均5・1名 、

昭和2年 東京市 ノ特定匠域 二關 スル調査 ニヨル
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4・24名{61、 人 正10{卜10月 内 務 省'1止ll・f局ノ細 民

生 活 状 態 調 査 一・・於 ケ ル4.34名(7)及 ヒ。京 都 府 墨

務 部 肚 會 課 調 査 一 ヨ ルllt{和7年6月1011現 イll

ノ少 額 生 活K・ ノ ・戸 ・ト均 人 口4.3名181警 二比 人

隔、1`)表

レへ 常所郁 穂 者11胸 家族twwハ 是 等諸種

凋査 ∴ヨル・ド均敷 ヨリ多ク、無料患者 ノ・ト均家

族敷 ハ ヒ祀諸調査 ・ヨルント均激 ヨ リ粕 ヒ少 シ。

二、患 者 ノ同胞敷(第10表)

懲 者・同胞数

別 イ∫

男 女

繋1謬

料

"1

288

1511

5.2

無

男 女

1571953

7746461(,

A,91.8

、ll9

2524,

12356

4。9

料 行一』 計

女
97
φ4

17621`,532815

8739512813867

5.04.94.9

練 患 者2815名 ノ 同胞撒合計 ハ 患者 テ 合 ンi'リ 少 シ。此#.=-1シ 有 料 ト無料 トノ間 二特別 ノ

13867名 、 即 チ人 李均4.9約5名 ナ レ ドモ、此 差 ラ見ズ。

中一ハ死亡 セル同胞 ラ含 ムテ以 テ現存数 ハ此 ヨ モ、子女敷(第11表 、 第12表)

第11表 有 子既婚患者数

性 男
一 一一{

料 金 別 有料1繍

数
一 一 一 一 『 一}一}一 一

性 別 計 二 封 ス ル%

25
-一 一一 　

7.18

β塾
92.82

『 一}

各 合 計 二i野 ス ル% 39.06 51.03
一 一 ■一昌

有 子 患 者 数697二 封 ス'レ%
一 『一『 一 一 　　 　 一 一 一 一

既婚患者鍛981(第5表)二 封ス〃 ・

3.59
一 一}一 一

2.54

46.34一
32.93

一_一 『 一 一 一一 一一 『 一 轟

」縫 、者 倣2815(第5表)二i断 ス,レ% 0.89 11.17

348

100.00

49,93

49.93

35.47

12.36

料

9

有

3

11.17

60.94

5.59

3.98

1。39

女 合

無翻 計 有刷 繍
31013491
88・83i1～P』璽

__1

計

†言
簡

餅鵬

31.6035.58:
　　 　一五 万

11歪 「範

塑 劃 至9辺}100・99100・00ii_.・
1100 .90.82算.48150.079.18

__ド_;

71.06.5264.53

2.28i22.48 24.7

第12表 患者ノf女 倣
1

料 金 別
-一 一 一

有 料 無 料 合 計

性 到 女 計 男1女1計
Il

男1女 計

子 ヲ 有 ス ル 患 者 数 25 39 641323 310 633 郡 349 697

患 者 ノ 子 女 総 数 60 97 157 772 715 1487 朧 812 1644

子 ヲ有ス,レ患者一人當子女卒均数 2.4 2.4 2.4 2.4 2.3 2.3 2.4 2.3 2.4

既 婚 者 激(子 ノ無 キ 者 ア リ) 33 56 89 465 427 892 498 ㈹ 981

既 婚 者 一 人 當 子 女 卒 均 倣 1.8 1.7 1.8 1.7 1.6 1.7 1.7 1.7 1.7

既婚患者981名 中697名71%ハ 現 存死亡 テ合 シ

テ合計1644名 ノ子女 テ有 セ リ。之 ラ線 既婚者 二

付 イテZF均 スレバー人 ノ有 るル李均子 女撒 ハ1・

7名 ナ レ ドモ、實際 二子供 ラ有 シ又 ハ有 シタル

コ トアル上記697名 二付 イテ李均 ス レバー人當

リノ子 女数 ハ2.4名 ナ リ。當所 へ夫婦 ニ シテ同

時 二入所 セル者 バー 同 ノ ミナルラ以 テ上記 ノ子

女激 ハ重複 セル者 ナ シ。猶是等子女 ハ殆 ド全部

未丁年者 ナ リ。

四、患者 ノ子 ノ死 亡率(第13表)

前 項子女 ノ練激1644名 中263名16%ハ 死 亡者

ナ リ。 結核疾 患 ニ ヨル 死 亡率 ハ総員1644名 二

封 シテ90名5.5%、 練 死 亡者263名 二 就 テ實

二34.2%ナ リ。 昭和9年 京都市 ノ総死 亡者 ノ

6847名 中結核 テ死 因 トスル者ハ2449名 、 即 チ

14.5%ナ ル テ以 テ上記34%ハ 恐 ルベ キ高李 ト
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第13表 患者ノ干女 ノ死亡傘

料 金 別 有料1鮒i合 計

患 者 ノ 子 女 線 数15714871644

子 女 ノー死 亡 者 数12251263一一一一

子 女 線 数 二i封 ス,レg67.6416.8716.00
一 一一 　一 一一 一

結核性疾患ニヨル子女'48690
死亡者数

子女ノ死亡緻 樹 ス'レ劉33・3334・333L22

子 女 線 倣 二 封 ス1レ9。i2.555.785.4マ一
＼

第ll表

言 ハザルベ カラズ。 叉料 倫別 トヒル患者 ノチ ノ

偲 死亡率 ハ有料 患者 一テ7.(;y,;、 無 料患者Sテ

16.9%、 結 核疾患 ∴ ヨル死 亡率ハ前者・一一テ2.6

%、 後 者 ∴テ辱8ナ リ。 即 刃!麟 憾 者=テ ハ

其子 女 ノ結核 死亡 ハ 正 一 イ∫料患者 ノk=2倍

人o

第三 節 戚染 關係
一・、家族巾 ノ結核患者敷(第14表)

近親者(親子、兄弟、夫婦)ノ結核患者数

1料
別 イ,' 料 無 料 合 、言1'

患 者 数
__一_一,-　 一 一一 　 }　 }『 一 一

近親 舌二結核患者ヲ有スル患者数
及共等ノ種別全患者数二封スル比

288 2527 2815

-_一 一

1151(40.9%)

一}-

101(35.1%)

　　 　 一 一一.

1050(41.6%)
}一 冒一

近 親 者 中 ノ結 核 患 者総 数
一 一 一P

1』5

1.5

一一,

1654

-　 一,-

1・1

0.7

一 一 一一

1809

近親者二結核患者ヲ有 スル患搾 ・
人當 リ近親者ノ結核患者数

曽 ヤー 一 一 一

1.6

-一 一 一 一

〇.6

一 一 一 一 一 一一

各種別全患者一人當 リ近親者ノ結
核患者数

0.5

患者 ト同一家 庭内 二居住 スル者 ノ範園 子親子兄

弟夫婦 二限定 シテ、患者 ガ嘗 テ自己 ノ周園 二結

核患者 テ有 セシカ、又 ハ現在有 スル カラ入所時

ノ患者 ノ陳述 二基 キテ調査 スル ニ、患者2815名

中近親者 二結核 テ有 セ シ者ハ1151名41%ナ ル

テ以 テ患者 ノ四割 ハ 家庭 内感染者 ト認 メ得 ベ

シ。嘗 テLangr6ze及 ピOrlowitsch`9}ハ 同一

事項 ラ調査 シテ35%ト 報 告 セルニ 比7.レ バ余

ノ例 ハ梢 篭高率 ナ リ ト言 フベ シ。 是等1151名

ノ患者 ノ家庭 内一テ 是等1151名 以 外 二結 核患

者 タ リシ糸劇激ハ1809名 ナル テ以 テ、 是等1151

名 ハ7人 當 リ漠 周園 二1・6名 ノ賭 テ有 セ シ

ナ リ。

若 シ患者 テ料 金別 トスレバ有料288名 中101名

35%、 無 料2527名 中1050名42%ノ 患 者 ハ其

家 庭内 二自分以外 ノ結核患者 テ有 セシ者 ニ シ

テ、有無料雨者間 二約7%ノ 差 テ見 ル。

二.夫 婦間 ノ關係(第15表1

第15表 配 偶者ノ結核患者

料 金 別 有 料 無 料 合 計

性 男 女 計 男 女 計 男1女 1計

既 婚 患 者 鍛 33 56 89

-一 　　

4

465 427 892 498

-一}一 ■

30

　

忌1
一 一 一一一 一

6.41

4831g81

"
一一
6.22

配偶者ノ結核患者籔 1 3 29 28

}

57

既婚患者数二封スル配
偶者ノ結核患者籔ノ%

3.03 5.36 4.49 6.24

一

6.56

一

6.39 6.02
1

配偶者間 ノ結核感染問題ハ既二論議 テ壷サレタ

ル如キ観 アルモ所論ハ未グ鋸一一セズ。多 クノ學

者ハ夫婦間 ノ結核感染 テ以テ今 日迄 二想像 セラ

レ タ ル ヨ リハ 遙 カ ー 少 キ 者 ナ リ ト 認 ム ル ガ 如

シ。 例 之Koopmann(10)ハ7.7%、Keller11)

ハ3%、Arnould(12)ハ1%、Schaefer(13)ハ
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10%ト 報 告 レリ。余 ノ統 計 ニテハ既婚男498名

中其婁 ガ結核 ナル 者 ハ30名6%、 既 婚 な483

名 巾其夫 ガ結核 患者 ナル者 ハ31名6.4%… シ

テ、総既婚患者981名 中 其配偶者 ガ結核 ナル者
　

ハ61名2Pチ6.2%ナ リ。 次 二 有 料 患 者 ト無 料

f患者 ト ラ上ヒi"121'人ノレ・二盈銅「者 ノ、4.5%、 後 者 ノ、6.4

%ナ リ。

三 、 親 子 間 ノ1鍋係

3店16盛 と 患 者 ノ了・女 ノ鯖核 患M・ma

料 金 別
{『 　 』 一 一4ら一

有 料 無 料
幽 一 『 一}-

6登3
1487
冒一}

104
-,一 一 一〒

6.99

合 計

69ブ

16↓4

、08
一 一 一 一

6.57

子 ヲ有 スル患者数
一64-一

一『 一一__

子 女 線 倣
一一

157
　 }　 _

結 核f女 数
一 一 曹　 一 「一

4

子女総数二封ス'レ結
核子女倣 ノ%

2.55

lll、(第16表)親 子聞 ノ感染 關係 テ見 ル楊合 一・

家庭 内 ∴ ナ親 ガ患者 ナル場合 託 其子 ノ感藁 若

クハ搬病 ガ必 ズ シモ親 二原因 セズ シテ或 ハ同胞

川 得 ル贈 アルコけ 否牢スルテ得ザ レド

t、 常所 へ入所 入ルガ如 キ家族員少 キ家庭 ニテ

バ カ ・ルイ∫リ得べ 七凡 テ疑 ハ シキ場合 テ考慮 セ

ズ シテ、 躍 ∴親 子間 ニテ感 染 λル者 ト見倣 シテ

雨者 ノ關係 テ論 ズル モ不 常 ナ ラザル事 テ信 ズ。

今患者 ノ陳述 バ ー基 キ ア親 ガ結 核 ナル場合子

供 二縄何 ノ結核患者 テ生 ゼ シヤテ見ル へ 子女

テ有 人ル患者697名 ガ常初 へ入所 スル以前 二有

セ シ子女 ノ纏 敷ハ1644名=シ テ、 其 中108名

6.6%が 結 核磯病 セリ。 或 ハ有 料患者 三テ2・6

%'b無i半}患 、者 ニテ7.0タ6ナ リ。

第17表 結核親 ヲ有スル患者数
卜

料 金 別1有 料 陳 判 合 計

線 患 者 数 「2陶L2527)」2815)

結

核

親

ヲ

有

ス

ル

患

者

数 37:4101曼7

料 金 別 患 者 数 及 ビ 合 計 二 封 ス ル%

一『-

12.85116.22
「

　15
.88

父 親 が 結 核 ナ'レ 患 者 数 141195 ㎜

結核親ヲ有スル料金別患者轍及 ビ合計二封ス'レ%

一,　

37.84i47.56 46.76

料 金 別 患 者 倣 及 ビ 合 計 二 封 ス ル% 4.86、7.72 7.42
}

母 親 が 結 核 ナ己 ル 患 者 数

一
2111781199

1

1結 核親ヲ有スル料金別患者藪及ビ合計二封 スル% 』6・76L」3・4["・52
7.29

州 料 金 別 患 者 数 及 ビ 合 計 一 封 ス,レ%
7.04 7.07

酬 雨 親 ガ 結 核 ナ ・レ 患 者 数
」

2 37 39

結核親 ヲ有スル料金別患者数及 ビ合計二封 スル% 5・401

一 一

9,03θ 8.72
一 一 一 一

1.39料 金 別 患 者 徽 及 ビ 合 計 二 野 ス,レ 引(}.69!、.46
1

乙、(第17表)前 項 二反 シテ子 ヨリ親 テ 見ルニ

即 チ當所 へ 入所 セル 総患者2815名 中其親 ガ結

核 患者若 クハ患者 タリシ事 テ謹 明 シ得 タル者 ハ

447名 即 チ15.9%ナ レ ドモ、患者 ノ親 ハ父母 ノ

2人 ナル テ以 テ 此卒 ハ 牛減 セラ レテ8%ト ナ

ル。次 二患者 テ有料無料 二分 テバ此關係ハ有 料

患者 ニテ6.5%、 無 料患者 ニテ8.1%ナ リ。是

等 ノ数字 ハ凡テ前項 ノ鍬字 二近 クシテ、共 二其

撒 ノ意外 島小ナル ニ驚 クモ之ハ唯素人 タル患者

等 ガ認 メ得 タル程度 ノ少年少女等 ノ重症結核登

病者 ノ撒 テ示 ス者 ト言 フベ ク、或 ハ又當 所 へ入

所 スルガ如 キ家 庭 ニテ若 シ親 ガ患者 ナ レバ其等

ノ子 ノ6・6%乃 至8%ハ 必 ズ結 核褒病 スル者 ト

言 ヒ得 ベ シ。故 二既記 ノ如 ク家 庭内 ノ感染 ト認

ムベキ者 ハ約4割 ナル故、親 ヨリスル感染 ト認

ムベキ此1割 弱 テ除 キタル残鹸 ノ3割 彊 ハ同胞

夫婦關 ノ感染 ナ リ ト認 メ得 ベ キガ如 シ。

丙、(第18表)今 若 シ前 項(乙)二 基 ゲタル447

名 ノ當所 へ入所 セル確實 ナル肺結核患者 タル者

等 ガ有 スル同胞 テ算 スルー;・、患者 ラ加 ヘテ2038

名 ナ リ。 患者 ノ陳述 二 從 ヘ バ是等2038名 中 ヨ

リ當所 へ入所 セル447名 ノ患者 テ加 ヘ テ747名
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第18表 結核親 ヲ有 スル患各 ・同胞数及 ビ共同胞中 ・結核患指撒

麟
患

一
結
核
親

ヲ
有

ス

患

者

ノ
同
胞

結

核

親

ヲ

有

ス

ル

患

者

ノ

同

胞

中

ノ

結

核

患

者

金料
}

一
数

患(数胞同

ヲ患(数

ノ其ビ及数胞同全患別金料

父 親 が 結 核'

結 核 親 ヲ有 ス,レ料 金 別 患 者 全 同胞 敬 及 其 ・合 計 擁封 λ,レ・。

料 金 別 患 者 全 同 胞 数 及 ビ 共 ノ 合 計 二 封 ス ル%

母 親 が 結 核

結核 親 ヲ有 スIV料 翁別 患 者全 同胞 数 及 共 ノf}計 二封 ス,レ%

料 金 別 患 者 全 同 胞 数 及 ビ!1:・

雨 親 が 結 核

結 核 親 ヲ有 ス'レ料 金 別 患 者 全 同胞 数 及 共 ノ合 計 二封 ス ル%

料 金 別 患 者 全 同 胞 数 及 ビ 共

数(患 者 ヲ

結 核 親 ヲ有 ス ル料 金 別 患 者 全 同胞 数 及 共 ノ合 計 二封 ス ル%

料 金 別 患 者 全 同 胞 数 及 ビ 其 ノ

父 親 が 嘉 核

父 親 ガ結 核 ナ ル料 金 別 患 者 全 同 胞数 及 其 ノ合 計 一劉'ス ル%

結核親 ヲ有スル料金別及ビ其 ノ合計患者同胞中ノ結核患者数二封スル%

結 核 親 ヲ有 ス ル料 金 別 患 者 全 同 胞倣 及 其 ノ合 計 一i封 ス ル%

料 金 別 患 者 全 同 胞 鍛 及 ビ 其

母 親 ガ 結 核

母 親 ガ結 核 ナ ル料 金 別 患 者 全 同胞 数 及共 ノ合 計 二封 ス,レ96

結核親ヲ有スル料金別及 ビ其 ノ合計患者同胞中ノ結核患者数二封スァレ%

結 核 親 ヲ有 ス ル料 金別 患 者 全 同胞 数 及 共 ノ合 計 二封 ス ル%

料 金 別 患 者 全 同 胞 鍛 及 ビ 其 ノ 合 計 一 封 ス ル%

雨 親 ガ 結 核

雨 親 が結 核 ナ ル料 金 別 患 者 全 同 胞 数及 其 ノ合 計 二封 ス ル%

結核親ヲ有スル料金別及 ビ共 ノ合計患者同胞中ノ結核患者数二封ス,レ%

結 核 親 ヲ有 ス ノレ料 金 別 患 者 全 同胞 数及 其 ノ合 計 二i封 ス ル%

料 金 別 患 者 全 同 胞 倣 及 ビ 其 ノ

別 イ∫ 料 無 料 合 計
一 一一 一

(288)
隔

(1511)

禦

12.04

59

32.42
一　,

3.90

fi2

(2527)
一"

(12356)

1856

15.02

84ザ

45.26
-¶

6.80

脚
44.13

』

6.63

197

r2815)

丸13867)
暫一P

2038
一一

14.70

ヲ 含 ム)

含 ム)

合 計 二 封 ス,レ%

ナ,レ 者
一

其 ・合 計 擁 封 勺 レo。
一

899

44.11
-　

6」8

931

45.68
一一 一一一 一}

6.71

合 計 二 封 ス ル%
}

ナ ル 者一一

共 ノ 含 計 二 封 ス,レ%

冒一}

61.54
-一 一

7jl合 計 二 封 ス ル%

ナ ル 者 二血 2081
10.21共 ノ合 計 二i封 ス ル% 6.04

_-一 一 一-r一 一一

〇.72

10.61

1.59
-}一 　一一 　

681
曽}一 一

36.69
,}

5.51

30唇

合 計 二 封 ス ル%

一'

1.49
}一 一,-

747含 ム)

一一 　 一 一 一一

共 ノ合 計 二封 ス ル%

『一 一 一一F

3665
一 喜

39合 計 二 封 ス ル96

66

36.26
一 一}

4.37
-一 一

21ナ ル 者 329
F一 皿 一 一 一 一

36.60其 ノ 合 計 一i封 ス ル%一
ノ結核患者数二封スル%

35.69
_一 一 一 　

36.67
一 一 一 　 一}　

45.23
　-

16.59
一一 　 　

2.49

299

一一

其 ノ 合 計 一i封 ス ル96

31.82

鼻三5千一
1.39
　 　 一 　 一

望
37.50

41.04
_一 一 一 　}

16.14
　 一

2.37

341

合 計 二 封 ス'レ%

ナ ル 晋

共 ノ 合 計 二 封 ス,レ96 36.51
　 一 皿 　

一}7一 『　

36.63
-一 一 曹

ノ結核患者数二封スル%
一

63.64 43.89
一 一一 丁,-

16.11

45.66

共 ノ 合 計 二i封 ス ル96一

合 計 一 封 ス ル%

}-

23.08
-一 一 『

2.78
曾一

3
一一 一 一 一

27.27

一 一

2.42

毎
37.56

一}　 一一

16.73
-一 一一

2.46
一一

77
一一一 一

36.73
-一 一一

10.31
一 一一

3.78

ナ ル 者

其 ノ合 計 二封 ス ル%

ノ結核患者数二封ス,レ% 4.55
　 一一 　 -

1.65
一 暫一 　一「

0.20

10.87
-一 一一 一

3.99其 ノ 合 計 二i封 ス ル%

合 計 二 封 ス,レ%

一一

〇.60

,

{}.56

36.7%ノ 結 核死亡者若 クハ結核患者 テ算 シ得 タ

ル ラ以 テ、子 ノ3割7分 ハ其親(及 同胞)ヨ リ感

染 シテ登病 セリ ト言 ヒ得 ベ シ。

唯舷 二注意 スベ キハ子 ガ親 ヨリ感染 シテ獲病 ス

ルニハ親 ノ疾患経過期間、子 ノ年齢 、接鰯状態

等 ニテ大 ナル相違 テ生 ズルテ以 テ、前項 ト本項

トノ歎字 ヨリ重大 ナル結論 二達 スル事 テ避 ケテ

余ハ唯親 ガ結核患者 ナル場合其子等 ノ7分 乃 至

3割7分 ハ登病 シ得 ル程度 二其親(及 同胞)ヨ リ

感染 シ得 トノ感染概念 テ得 タル者 トシテ満 足 セ

ントλル者 ナ リ。

次 二結核親 テ 有 ス'レ上記747名1内447名 ハ常

所 へ入所 セ リ)ノ 結核叢病 セル子女 テ、父母 ノ何

レカガ患者 タル場合及 ビ雨親共 二患者 ナ ル場合

二分 ツ時 ハ.夫 々329名44.0%、341名45.7

%、77名10.3%ナ リa

Koranyi(141ハ 嘗 テ 結核患者 ラ 有 セ シ578家 庭

二就 イテ其 等家庭 内 ノ13歳 以下 ノ子 供1273名

ノ診 察 テ 行 ヒ實 二603名47.4%二 上 ル結核 見

テ詮明 セ シガ、 其 中440名73%ハ 實 二親 ラ傳
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染源 トヒ'しK・・;ン声更 ∴之 一1糸m別Aレ ハ、偲染

源 ラ父親 ト認 ムベ ・1-f供152名34%,tiJ:親 卜認

ムベ キ者224名151%、1雨 親 ノ場合64名15%,

,L'SII-・1報lti一セ リ。

本項=關 シi・yesK'ノ料k)3iSヨ リ兄 レハf'供 ノ結

核磯 生率 二就{テ ハ其間何等差異 テ磯 兄 ヒ1♪ル

c-、 皆 シ,二ニラ更 二才見ノ・1生別 トノ・レパイ∫場斗66名

中 父尉己ラf專、染湯1ト ヘル者21名321J、t:J:13Lテ{專

染源BltK`427,641,,J、 雨 親共二結核 ナル者

3名5%ニ シテ1":親 テ傅染源 卜人ル者 ハ父親 ノ

JkF42倍 入 ルモ,無 料681名 ∴ テハ順次 一=k1,

308名45劣 、299名44%、74名11%ニ シテ、

傳染源 トシ5-f'"一封 スル危瞼程度 ハ無料 一テハ

父母・共 一 殆 ド同一 ナ ・しハ 有料 ト異 ル鮎 ナ リ ト

人。 唯材料 トナ シ得 タル有料患者 ノ少 キテ遺憾

`ス 。

丁、(第18表)前 項(丙)二 記 セ シ結核 テ有 シ若

シクハ有 セ シ子 供2038名 中,結 核父親 テ有 シi若

シクハ 有 セ シ者899名44%、 結 核母親 テ有 シ

若 シクハ 有 セ シ者931名46%、 雨 親共 二結核

ナル者若 シクハナ リ シ者208名10%ナ リ。是等

各群 ノチ供 中 ヨ リ結核壷病 セル者 ハ順次 二夫 々

329名36.6%、341名36.6%、77名36.7%一

シテ三者 トモ同一 ナル ラ以 テ、 下層階級 ニテハ

子 二封 スル親 ノ危瞼程度 ハ親 ノ性 二無 關係 ナル

事 テ知 リ得ベ シ。之 ハ本邦人 ノ佐居及 生活様式

一テへ 父 ト母 トニ ヨリ子 二接燭 スル頻度 ノ相

違 ハ結核登病 ニハ無關係 一 シテ、父 母 ノ何 レカ

ガ患者 ナ レハ其子 ハ容 易二叢病 シ得 ル程度 二感

染 セ シメ ラル ・事 テ示 ス者 ト言 フベ シ。然 レド

モ疾 患経過 ハ感染濃度 一、感染濃度 ハ接燭 ノ頻

度 二關係 シ、頻度 ハ親 ノ性 二依 ツテ異 ルベ キ事

勿論 ナル ガ故 二、登病 セル子供 ノ轄蹄 ハ親 ノ性

二從 ツテ異 ナル 者 アラ ン事 テ想像 シ得 ル テ以

テ、若 シ轄蹄別 ヨリ此關係 テ観察 スレバ異 ル結

論 二到達 スル事 ナキテ保 セザ ルモ、不幸 ニシテ

余 ハ其調査 ラ逡 グルヲ得 ザ リシラ遺憾 トス。

本項 二關 シテハ料金別 ヨ リ見ル モ殆 ド差違 テ認

メズ。

● 第

四 節 生 計 状 態

一一一
b所 得

lll、人 員

(イ)概 要、糖 患 者2815名 中所 得 申11ナ;關 ン幾

分 ノ疑鮎 ア有 人ル者 テ省 キ ノ1652名 テ選 ピ.其

惇 ノ所 得 二16彫 ル必 要統 計 テ試 け リ.病 所得

額 ハ患 者猛病前 ∴於 ケル本人若 ンクハー家 ノ縮

所 得額 テ基礎 トセ リ。

邦人 多敷階級 者 ノ生活、教養等 ノ現状 ヨリ見 レ

ハ、結 核 ノ感染及 ピ破 病等 二關 シテ少許 ノ資産

差違 ハ無關係 ナ リ ト考ヘ ラル ・モ、治癒 ノー鮎

一二至 リアハ或 ハ雨階級 ノ間 二多少 ノ差違 ナキテ

保 シ難 キラ以 テ.舷 二少鍬 ナ レ ドモ常所 ノ有 料

患 者 ラ封照 トシテ観察 ラ下 λコ ト・セ リ。

當所 ノ有 料患者 ハ入所料 ラ6ケ 月間以上縫績納

入 シ得ル者 テ資格標準 トシ、 其定員29名 ハ1

圓14名 、2圓7名 、3圓8名 一 シテ、無料患者

定員171名 ノ資格標準 ハ 「不動産 テ有 セザ ル者

ニ シテ月牧100圓 以下 ノ者jト セ リ。 故 二無料

患者 ノ間 ニモ其所得 二關 シテハ相 當 ノ階段 ラ存

シ叉之 ガ爲 二有 料無 料間 ノ分界鮎 ハ急激 ナル段

落 ラ成 サザル ガ如 キ観 アル モ、當所 ニテハ僅少

ノ入所 料 子納 入 シテ入所 シタル者 ガ直 二無料患

者 二慶格 テ申出 デ、 長期待機 中 ノ正 直 ナル眞 ノ

無料 申込患者 テ越 ヘテ無料 ノ優先権 テ獲 得 セ シ

メザ ランガ爲 一、一旦有 料患者 トシテ入所 セル

者 ラ無料患者 二鍵格 セザルガ故 二、最 下級 ノ有

料患者 ト難 モ資産 トシテ ノ弾力性 ハ無料患者 二

遙 二優越 セル事明 カナル 易以 テ、雨者 ラ塵別 シ

テ観 察 テ下 スモ不當 ノ結論 二到達 セザルベ キテ

信 ズ。

未 丁年 ノ有 料患者 ニ シテ牧 入 ラ有 スル者 ハ極 メ

テ少 キモ、 無料患者 ニテハ 未 丁年者 ノ64%ハ

若 干 ノ牧 入 テ有 スルハ奉 公人 タルガ爲 ナ リ。又

無料患者 ニテハー家 ノ主長 トシテ相當 ノ牧 入 テ

有 セ シ者 モ登病 セルガ爲 ニー家 ハ忽 チ無牧 入歌

態 トナ レル者多 シ。之 一反 シ往 々 一 シテ、家長

ノ牧 入ハ大 ナ ラザル モ家族 内二勢働力 テ訣 ク老

幼者 テ有 セズ シテ青肚年者 ノミー テ家 テ成 スガ
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如 キ者 ニテハ世帯 トシテ ノ所得合計 ハ相當 ノ額

二達 スベ シ ト認 メ得ベ キガ如 キ者 ア レ ドモ、 カ

カル所得 ハ當所 ノ調査 員 一申 告セラ レザルロド多

ク、叉斯 カル家 庭 ニテハ主長 ガ糞病 スルモー家

ノ牧入ガ杜超 スル ガ如 キ事 ナ シ。猴殆 ド全部 ノ

患者 ハ褒病 スレバ先 ヅ開業腎 ノ下 ニテ治療 テ蒙

ル テ常 トシ、施療機關等 テ第一 二訪問 λルが如

キ者無 キモ其 生計漸 ク難澁 トナ ルニ至 リ始 メテ

● 第19表

種 々 ノ施療機關 テ訪 ヒ叉ハ常所 へ人所 テ巾込 ム

ラ以 テ、入所 巾込後 人所 二至 ル迄 ノ3ク 月乃至

6ケ 月間 ニハ其 生計ハ愈 々窮迫 シ腎療 テ慶 セル

者 アリ。 又屡 々其生計 ハ窮迫 ヒズ ンテ陽療 テ履

セル者 モ亦 多 ク、其等 ノ者 ・・通俗療養 需父ハ廣

1㌣ニヨル藥剤等 チ信 ジテ自己 ノ病期=不 適合 ナ

ル自療 テ綴績 セル ガ爲 一二病勢 ラ塒 悪leシ メタリ

ト想像 セ ラル ・者多 シ。

所得別性別患者数

所

性

藪

得 有

男

餅

所 -
ρ「

'
f

所得別計二封スル%

各合 計二封 ス ル%

総患者籔二野スル%

女1計

2241111

79.841

87.21!

3瓦 厩 「

120.16璽 ～g二〇〇

35.27

i13.5667.25

無

男

函
24.03

67・25階'

所

女1

9,'17

難}

得1合 計

計 男1女 計

54111017

i一 一　　1

1d6=6b-
1_一__-

161,561

6351652
-一 一　一一 一

100.00

32.ラ5
-　 -

32.75

一l

l
一而

。.。。}1。 。.。。

3ゑ.44』 ㏄loo
冨

第20表 性別所得別患者籔

性

所 得

男

有所得 睡 所得 計

887

女

有鴨 無所矧 計

111饗
35.27

合 計

性別計二_1 87.21 レ諜 一巨認ll。1
各 合計 二封 ス]レ%7984

総 患瀦 二封 ス,レ%153.6gI

21ill一卜嵜illl

64.73'

75.97レ38."

63511111
　 　 へ

100.00[
-1

100.00

郁 斤捌 無所得i計
9

5411652

20.16

13.561 24.8838.4467.25

100.00100.00

32.75100.00

(ロ)所 得患者薮(第19表)1652名 ノ患者 中自 ラ

所得 テ有 スル者 ハ1111名67タ6、 之無 キ者 ハ541

名33%ナ リ。EPチ 患 者 ノ3分 ノ2ハ 所得 テ有

シ、3分 ノ1ハ 無所 得 ナ リ。更 二之 テ男女別 ト

ス レバ有所得者中男887名80%、 女224名20

%、 無 牧 入者 中男130名24%、 女411名76%

ナ リ。

(ハ)性 別患者嶽(第20表)糖 患者1652名 ラ男 女

二分 テバ、 男1017名62%、 女635名38%ナ

第21表

リ。 男1017名 中所 得有 ル者 ハ887名87%(繕

薮1652二 封 シ54%)、 無 キ者 ハ130名13タ ∫・穂

数 二 封 シ8%)、 女635名 中有所得者 ハ224名

35%(縮 数 ノ14%)、 無 所得者 ハ411名65%1練

数 ノ25%)ナ リ。本項 テ前項 ト合 シテ考 フ レハ、

男 ノ8割7分 、女 ノ3割5分 ハ有所 得者 一 シテ、

是等 ノ家 計 テ支持 スル者 ノ8割 ハ男、2割 ハ女

ナル事 ラ知 リ得 ベ シ。

(二)料 金別患者撒(第21表)1652名 ノ患者 中有

料金別所得別患者籔

料 金 別 有 料 無 料
7}合 計

所 得 】有鵬1無 所矧 計 1有鵬 擁 所得1計 有所得睡所捌 計

婁交!66 133119910454081453ト11115411652
　

料 金別 計 二封 ス7レ%33.16
「

66.841100.0071.9228.08・100.001

各 合 計 二 封 ス,レ%5.94
1--1

卜24圃12調94砺75'捉87茄1100側00加10飢00纏 患者 籔 二野 ス ル%,4.00 8.05・12.0563.2524.7()87.9♂67.2532.75100.00
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*斗199名12fノ,」 、」!K・*:11453名88ニ ノ,」)'リ^イ∫肇B』臣

者 中 所 得 ラ有7・ ル 者 ハ66名33%㈱ 患 κ1652

名 二封 シ テ4g,∫)、 ゴ】煕キ 者 ハ133名67鈴 づ(赤慰ノ島

者 ノ8'粉 、無 料 患 者 一=シ テ 所 得 テ有7・ ル 者1045

名72%(爺 慰患 者 ノ63X∫)、 づ!臆キ者408名283∫

第22表

(糖患 者 ノ25%)ナ リ。 即 チ有料 患者1大 多敷

ガ無所得者 ナルハ家族 員 ナル事 テ示 シ、無料患

K'ノ 大多敷 ガイt所得者 ナルハ家族 中 ノ戸 主叉 ハ

re7i)等 ノF.ナ ル所得者 タル事 ヲ語 ル者 ナ リ。

之 チ更 二男 女別7・ レハ(第22表),(1》 有 料有

料金別所得別性別患者轍
1

料 金 別 所 得
-一 一 一　 一_

性

イ」 料 イ∫所 得 イ」料 無 所 得 無 料 有 所 得 無 料 無 所 得
一

男 女 甫

一 嘲 一 岬層

男 女

r_一 一

811' 男 女 計 男 女1.計

饗セ 61 5

7

66 63 70 133 826 219 1045167
1

[341408

各 計 二封 スル% 92.42 7.58 100.00 47.37
}

52.63 100.00
._.]

「薄
.。4 20.96 100.00}16。42

}
183.58100.00

料金別患者数(第
21表)二 封スル%

30.65 2.51 33.1631.66 35.18 66.84
156 .85 15.07

}
71.9214.61123.4728.08

」1
:

線 患 苦数(第21表)
二i封ス ル% 3.69 0.30 3.991 3.81 1..24 8.05

1
50.00:13.26
1,

63韻 澗 20.(辺124.70
1

所得者 中男61名92%(全 有 料患者撒199名 ノ

31%、 絡 患者撒1652名 二封 シ3.7%)、 女5

名8%(全 有 料患者 ノ3%、 絵 患者 ノ0.3%)。

(2)有 料 無所得者 中男63名47%(全 有 料患者

ノ32%、 縮 患者 ノ3・8%)、 女70名53%(全

有 料患者 ノ35%、 練 患者 ノ4.2%。(3)無 料有

第23表

所 得者 中男826名79%(全 無 料患 者1453名 二

封 シ57%、 絶 患 者 ノ50%)、 女219名21%(全

無 料患者 ノ15%b線 患 者 ノ13%)。(4)無 料

無所得者中男67名16%(全 無 料患者 ノ5%、 絡

患者 ノ4負 ∫)、女341名84%(全 無 料患者 ノ23

%、 線 患者 ノ21%)ナ リ。

患者外 ・有所得家族員 ノ有無別世帯数

所
雪
.」
」

'
～

料 金 別

有 所 得

有料1無粘 計

無 所 得

有料1無判 計

含 計1

有料 無料1

墨1器 膿;糞gli轟199所 得 別 計 二 封 ス ノレ%

76.3864.4265.86i23.62135.58134.14100.00100.001100.00各 合 計 二i封 ス ル%

世 撒1652二 野,レ%19.20、56.66・65.96i-2.8513痂34.14112.05、87.95110。.00

(ホ)患者外有所得家族員 ノ有無別世帯撒。

1.所 得有無別(第23表)。 患者1652名 ノ世帯

ニテ患者以外 二所得テ有 スル家族員 アル世帯ハ

1088世 帯66%ニ シテ、 其中有料患者ハ152世

帯14%(有 料全世帯数199二 封 シテ76%、 縮世

帯数1652二 封 シテ9%)、 無料患者ハ936世 帯

86%(無 料患者全世帯撒1453二 封 シテ64%、

縮世帯撒 二封 シテ57%)ナ リ。又家族員ガ所得

ラ有 セザル564世 帯中有料患者 ハ47世 帯8%

《有料患者全世樽数 二封 シテ24%、 絡世帯撒二

封 シテ3%)無 料患者ハ517世 帯92%(無 料患

計1

脇解i

『

`

者全 世帯数 二封 シテ36%、 総 世帯薮 二 封 シテ

31%)ナ リ。 之 テ以 テ見 レバ有 産階級 ヨ リハ家

族 中 ノ無所得者 タル妻、子女等 ガ多 ク入所 シ無

産 階級 ヨリハ家族 中 ノ主 ナル所得者 ガ入所 セル

テ推知 シ得 ベ シ。

2・ 患者 ノ性別 二從 ヘル患者外有所得家族員 テ

有 スル世帯数(第24表)。 全患者1652名 中男患

者1017名 ノ家族 員 ニ シテ 所得 テ有 スル者 アル

世帯数 ハ522戸51%(総 世 帯数1652二 封 シ32

%)、 所 得 者無 キハ495戸49%(絡 世 帯数 ノ30

%)ニ シテ 雨者殆 ド同撒 ナ リ。 女患者635名 中
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第2↓ 表 患昔ノ性別 二從へ'レ患者外家族風ノ所得イ」無別世耀,数

性 1男 }一}一

計

女 含
・} _,_

でと所遡 晦勉所 得 有㈱1漸 矧 イ」所 得 漸 州 計
倣 522 495 1017 566 69

曹6

35 1088
-一 一,一 馴性別 計 二封 スルg6 51.33 48.67 100.00 89.13 10.87 100.00

各合 計 二封 スル%

皿
47.98 87.77

層

61.56 52.02 12.23 38.44
-

38.41

100.00
『 一 一 一

165.86

100.00
1

}
線 世 帯 数 二i封ス ルg6131.60 29.96 61.56 34.26 4.18 34.1劃

司

2

「

民
U

ーー

ρ
U
1

100.00

100.00

第25表 有所得患者 ノ家族員中二有所得者ア'レ世帯倣

料 金 別 有 料 無 料 合 計
一}　…

計性 男i列 計 男1女 計 男1女

数 16 3 19 376 152 528 392 155 1547

料 金 別 計 二 封 ス ル96 84.21 15.79 100.00 71.21 28.79 100.00

各 合 計 二 封 ス'レ% 4.08i1.94
`

3.47 95.92 98.06 96.53 100.00 100.00

際
__一 『

100.00

-一

(1652)
-

33.11
一一 一一一 一

総 世 帯 籔1652二 封 ス ル ∫。 0.97 0.18 1.15 22.76 9.20 31.96 23.73 9.38

患者及其家族員ガ共二有所得
ナ'レ全世帯鍛547二 封スル%

2.92 ・0.55 3.47 68.74 27.79 96。5371.661 28.34

種 別 患 者 全 世 帯 敷 ～1測 て75ノ (199ノ tS93) (560ノ (1453,・(1017) (635)
種別患者全世帯鍛二封スル%

　12
.90

8,041
4.oo 9.54 48.73 27.14 36.3438.54

2
24.41

料 金 別 患 者 ノ全 世 帯 数 二封 ス'レク6 1.5〔1 9.54 25.88 10.46 36.3婁1

前者566世 帯89%(全 世 帯激 ノ34%)、 後 者69

世帯11%(全 世 帯撒 ノ4%1ニ シテ 雨者 ノ間 二

甚 シキ差 テ見 ル。 即 チ男 子ガ褒病 スレバ其家族

ガ牧 入テ有 スル ト否 トニ拘 ラズ其 男子 ハ療 養 二

就キ易 ク、 女子 ガ登病 ス レバ其一家生計 ハ其女

患者以外 ノ家族員 ノ所得 ニ ヨリテ支持 セ ラル ・

家庭 ナ ラザ レバ容 易二療養 二就 キ難 キテ語 ル者

ト言 フベ シ。

(へ)患 者拉 ピニ其家族員 ガ共 二所得 テ有 スル世

帯数(第25表)。 患者1652名 中患者及 ビ其家族

員中ニモ所得 テ 有 スル 者 アルハ547世 帯33%

一 シテ、是等 ノ殆 ド全部 ハ無料患者 ナルテ以 テ

無料患者世帯 ニテハ 共稼 ラ絵儀 ナ クセラル ・

者、全数 ノ3分 ノ1二 達 スル ラ見 ル。今試 二此

等547世 帯 テ料金別 トスル 時ハ、 有料患者19

世 帯3%(有 料 全患者199名 二封 シ10%、 絃 患

者1652名 二封 シ1%)、 無 料患者528世 帯97%

(無料 全患者1453名 二封 シ36%、 縮 患者1652

名 ノ32%)一 シテ、 此料金別撒 テ更 一男 女別 ト

セバ 上記有料 患者19名 中男16名84%(上 記

547世 帯 二封 シ3%)女3名16%(547世 帯 ∴封

シ1%)、 無 料患者528名 中男376名71%(547

名 二封 シ69%)、 女152名29%(547名 一=封シ

28%)ナ リ。

(ト)患 者 ガ唯一 ノ所得者 タル世 帯数(第26表)n

線 患 者1652名 ノ世 帯中、 患 者 ガ其 家族 中唯 一一

ノ所 得者 タル者 ハ564世 帯44%ニ シテ、之 ラ料

金別 トセバ有料患者47世 帯896(有 料 全世帯撒

199/24%、 縮 世帯数1652二 封 シ3%1,無 料

患者517世 帯92%(無 料 全世帯敷1453二 封 シ

36%、 絵 世帯撒 二封 シ31%)ナ リfi此 各 テ性別

トス レバ、(1)有 料 患者47名 中男45名96%

(上記564世 帯 ノ8%、 有 料男 全世帯敷124_

封 シ36%、 有 料全世帯数199二 封 シ23%♪ 有

料女2名4%(564世 帯 ノ0.4%、 有 料女全世帯

数75二 封 シ3%、 有 料全世帯数199/1%)ニ

シテ、(2)無 料 患者517名 中 男450名87%(564

世 帯ワ80%、 無 料男全世帯数893二 封 シ50%、

無 料患者全世帯数1453二 封 シ31%)、 無 料女

67名13%(564世 帯 ノ12%、 無 料女全世帯 敷
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第26ノ 乏 寡 族IP患 者 が1雅・・ノイ∫所 得 指 ナ ル歴 帯 数

料 訟 別

性

敬

料 金 別r汁 二 封9勺 しク。

各 合 計 二 剴 ス ル%

患K一 力●111(ノfJ'JiJi・i!1・X,ナ

ル 世 帯 敬 含 計 二 剴 ス ノレ・。

料 金 別 患 者 ・全 世 帯 数

(第25表)二3『'ス ノレg6

種 別 患 者 ノ 全 世 帯 数

(第25表)二 」'Yl1一ス'レ ク6

糸慰董lt覗}数1652二 封 ・ス
ル%

で∫

男

45

95.74

9.09

7.98

22.61

36.29

2.72

女

2

1.26

2.90

035

1.01

2.67

0.12

L

l計
47

1(,O.0《)

8.33

8.33

23.62

Z3.62

2.84

女1

4506ラ …

87、0412.961

無

男 」

90.91

79.79

30.97

50.39

27.21

97.1・ig1.67

料 イ↑

計 男

叫495
100.c〔,i

t

11.8891.67

4・6il35・58

1(N).oo

87.77

　

11.S6135.58剛,67
　

1.・6131.3・!29.96

女

計

計

S61

100.oo

560二 封 シ12%、 無 料患者全世帝数 二封 シ5495世 帯88Z∫(全 男患者1017名!49%、 総 患

%)ナ リ。 者1652名 ノ30/61,女 患 者 二ns■・ル者 ハ69世

又此564世 帯 ラ先 ヅ患者 ノ性 別 二從 ツテ分 ・ソ時 帯12%(全 女 患者635名 ノ11%、 糖 患者1652

ハ第26表 二 見 ルガ如 久 男患者 二属 λル者 ハ 名 ノ4%)ナ リ。

第27表 有 所 得 孤 濁 者

料 金

性

別

料 金 別 計 二 封^'レ%

各 合 計 二i封 ス ル%

種 別 患 者 ノ ミガ有 所 得 者 ナ ノレ
世 帯 数(第26表)=・:Sgitス アレ%

種 別 患 者 全 世 帯 薮(第25表)二

i封ス ルク。

料金別患者 ノミが有所得者ナ
ル世帯数(第26表)二 封スル%

料金別患者倣計(第25表)二 封
スル%

有所得孤掲者数193二i封 スJレ%

患者ノミガ有所得者ナル世帯
数564(第26表)二 封 スル%

線 世 帯 数1652二 封 スル%

有 料

男1女1計

無 料

男 女1計

合 計

8

88.89

5。26

17.78

6.45

17.02

4.02

1。15

1.42

0.48

1

11.11

2.44

50.00

1.33

2.13

0.50

0.52

0.18

0.06

9144i40

-一一一._L_一__

100.0078。26㌧1.74

男1女 計

4届94氣197.561

i-V:一 一i

ILM
l100 .00

ヨ
152141193

1-一 一1

19・1『32・0059・70

_一_1__一

4.52i16.137.14

19.、5「烈 寓17.74
1

__1
95.34ilOO.OOtlOO.00100.00

35.57

12.66

35.591

1.52

4.67

1.60

0.54

9.912.75

1-一 一一

74.61i20.73

25.53i7.09

十
8・7212・42

12.66

95.3478.76
1

32.6226.95

11.149.20

21.24100.0

7.2734.2

第27表 二示 スガ如 ク患者 ガ唯一 ノ所得者 タル

上記564世 帯 中193即 チ34%(縮 患 者1652名

ノ12%)ハ 實 二患者一人 ノ世帯 ナ リ。 是等193

2.4811.6

名 ノ掲 身世帯 中有料男8名4%(有 料 男全患者

124名 ノ6%、 有 料全 患者199名 ノ4%) 、有 料

女1名0・5%(有 料 女全患者75名 ノ1.3%、 有
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料 全患者199名 ノ0.5%)、 無 料男144名74.61453名 ノ1(1%)、 無 料 な40名21%(1!麟'1女 全

%(無 料男全患者893名 ノ16劣 、 無料全患者 患 者560名 ノ7%、 無 料全患 者 ノ3%)ナ リ。

第28表 無 所 得 患K'敬

料 金 別 有 料 無 料 合 計

性 男 女1計1 i男 女 計 男 女

■

計

徽 63 70 …13量t
52.63100.001

6Z 341 408
-一 一 一

100.00

「130 411
r-一 叩

54
-～

料 金 別 計 二 封 ス ㍉ジ% 47.37 16.42

一

83.58

一,一 一

無 所 得 全 患 者数 二封 スルg6

料金別全患者数第25表 ・二封スル96

性 別全 患 者 数(第25表)二 封 スルク6

患 者 敬1652名 二 封'1.'し ク6

11・6512・9424・5912・3寧1製375・4124・0375・97100・0

31.6635.1866.844.61i23.4728.08
　　 　 　　 　

鑑llll8.。 　一器1器lll葡 。螺 欄32.,

(チ)無 所得患者撒(第28表)。 線患者1652名 中

ノ無所得者ハ541名33%ニ シテ、其 中有料133

名25%〔 有 料全患者199名 ノ67%♪ 、 無料408

名75ノ 只無料全患者1453名 ノ28/6)ナ リ。此各

テ更二性別 トス レバ、有料無所得 者133名 中男

63名47%(無 所 得全患者541名 ノ12%、 有 料

全患者199名 ノ32%)、 女70名53%(541名!

13%、199名 ノ35%)ニ シテ 無料無所得者408

名中 ノ男 ハ67名16%(無 所 得全患者541名 ノ

12%、 無 料全患者1453名 ノ5%)、 女341名 ノ

84%(541名 ノ63%、1453名 ノ23ク6)ナ リ。

うく無所得者541名 テ性別 トス レバ(第28表)、 男

130名24%(男 全 患者撒 ノ13%1、 女411名76

%(女 全 患者撒 ノ65%)ナ リ。 即 チ線患者 ノ三

分 ノー ハ無所 得者 ニ シテ、此等無所得者 ノ四分

ノ三ハ女 ナ ・レ事 テ知 リ得 ベ シ。

第29表 線 患 者 ノ所 得 額

料 金 別

性

有 料 無 料 合 計

男 女1計 男 女 1計 男 女 計

患 者 籔 12475199 893i56011453 1017」 聯 　!戯
40480,5q505転00:45534,50

3瓢1一 応80レ『…輻

所 得 総 月 額(圓)
,一 　 一_

8842,00330,009172,00
1

31638,504724,0036362,50

一人不均所得月額「圓) 71,314,40弼,09 3訊42卜&44 25.02

乙、 所得額

(の 線患者 ノ所得額(第29表)。 男女及 ビ所得 ノ

有無 テ論 ゼズ、唯線 患者 テ合 シテ求 メ タル卒均

所得額等 ハ吾人 二與 フル意義極 メテ乏 シキモ、

試二之 テ暴 グレバ申告 セ ラレタル患者 ノ所得組

月額 ハ45534圓50銭 ニ シテ絡患者1652名 二卒

均 ス レ・;一人 ノ所得月額 ハ27圓56鏡 ナ リ.有

料患者 ノミニテハ199名 ノ所得 月額合計9172

圓、 一一人 卒均額 ハ46圓09銭 ニ シテ、無料患者

ノ453名 ノ所得月額 合計ハ36362圓50銭 、一人

卒均 ハ25圓02銭 ナ リ。其各 テ男女別 トフレ・・

有料男71圓31隻 、 有料女4圓40銭 、 無料男

35圓42銭 、無料女8圓44鏡 ナ リ。之 テ略言 ス

レベ當所患者中有 料男 ノ所得 ハ無 料男 ノ夫 二二

倍 シ、有料女 ノ所得 ハ無 料女 ノ夫 ノ牛額 ナ リ。

弦 二基 ゲタル数字 二就fテ ハ以下 各項 二記 ス所

ノ分類 セル患者 ノ所 得額 ラ藤照 スル必要 アリ、

(ヌ1有 所 得患者 ノ所得額

1・ 性別(第30表)、 患者1652名 中所得 子有1・

ル者合計1111名67%!所 得 月額合計 ・・45:334

圓5(1喪 、 一人 ノZF均 月牧額 ・・40圓99銭 ナ リ。

此 中男887名80劣(男 全敷1017名 ノ87/)・

所 得 月額合計 ハ40480圓50袋 ニ シテ ー人 卒均

45圓64銭 、 女224名20%(女 全 数635名 ノ35

%)ノ 所 得月額合計 ハ5054圓 ニ シテー人 不均22

圓56鍾 ナ ・レラ以 テ、 有 所得者 ノ八割 ハ男、 二
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第30表 でヨ所得患蕎数及共所得額

料 金 別 有 料
_一 一

〇ll'

無 料 合 計
__一 一 一一一,一一一

男1女i計性 男1女1 男1女1計

患 舌 数
一 一 一 一 一一 一

所 得 線 月 額(圓)
,一}o曽 一 層r__

一人亭均所得刀額(圓)

61
一 巨

8842.00
,}一}

144,茄

5

330.00
幽一 一}

66.00

66

9172,(,〔

138.97

826
-

31638.50

38,301

L瑚 」一璽1鰐
4器 鵬竃:騨糊 5。1麺轟6

・2956140.99

割 ハ女、或 ハ男患者 ノ約八割 七分、 女患者 ノ 三

割五分 ハ所得 ラ有 シ,男 ノ所得 ハ給 モ女 ノノこ・

二倍 スル ラ見ル。此等男女 ノ各 テ有料無料別 ト

ス レバ、 男 ニテハ 有料患者61名 所得月額合。ll

8842圓 、 一人卒均144圓95銭 、 無料患者826

名 ノ所得月額合計31638圓50銭 、一人ZF均 月牧

額38圓30銭=シ テ、女 ニテハ有料患者5名 ノ

所 得月額合計330圓 、 一人不均月牧額 ハ66圓 、

無 料患者219名 ノ所得月額合計4724圓 、一人李

均21圓57銭 ナ リ。而 シテ患者 中最大 ノ所得月

額 ハ有料 ニテハ男患者 ノ500圓 、 女1200圓 。無

料;テ ハ男 ノ130圓 、 女 ノ53圓 ナ リ。

2.料 金別(第30表)、 次 二有所得者1111名 ラ

料金別 トセバ、有料患者66名6%(有 料 全患者

199名 ノ33%)ノ 糖 所得月額 ハ9172圓 、一人李

均1脇 圓97鐘 、 無料患者1045名94%(無 肇栓

」患者1453名 ノ72%)ノ 縮 所得 月額 ハ36362圓

50銭 、 一人 卒均34圓79銭 ニ シテ,有 料患者 ノ

所得 ハ無料患 者二恰 モ四倍 スル テ見 ル。 又上記

括弧 内 ノ患者数 テ見 レパ有料患 者 ニテハ其 三割

三分、無料患者 ニテハ其七割 二分 ガ有所得者 ナ

リ。

第31表 線世帯及家族員ノ卒均所得額

料 金 別隔5料 睡 料 吟 計1
3

性 男1女1言 ■ 男1女 ,計1男1女 謡+

世 帯 数 124

」5-199い93
560

,一 一 一

30565.00

--

54.58

-一 一 一 『

2279

1453i1017〔 違51652

1

患者家族 ノ線
所得刀額(圓)

27123.00 20250.00

『 一 噌　

270.00
}-

403

『 『一一一

50.25

1「
4733001504禦

}

,

一 一 一 一

55.74

8099540775534050815.001ご ろ)略,茎り

一 一 印

,

,

一 … 一一 一・

蚤
一世帯當 リ李

均月取額(圓)一

一

218.73 238.06

『-

995

-一 一 一

47.61

56.49 76.26 ε0,2径77,70
夢

患者ヲ含メ,レ
家 族 員 倣

592 3318

『

5597

一 一 一

3910

一 一一 『
「

268216592

家族一人當 リ準
均 月攻額(圓)

一一

45.81

一一

15.20 13.41

一

14.47

1

、鰯 「 、&95!、a47
1

(ル)絡 世帯及 ピ家族 員 ノ李均所得額(第31表1。

所 得調 査二選揮 セル1652名 即 チ1652世 帯 ノ総

所得 月額 ハ128368圓40銭 一 シ テ ・世帯常 リ

77圓70銭 ナ リ。 其絡家族員 ハ 患者 テ 合 シテ

6592名 ナル テ以 テー人 當 リ所得月額 ハ19圓47

銭 ナ リ。此 中一世 帯最大 ノ所得月額 ハ有 料患者

家 庭 ニテ1000圓,無 料患者家庭 ニテ180圓(登

病 前 ノ所得額 一 シテ患者入所時 ニハ 此所得 ナ

シ)、 最低 ノ所 得ハ有料患者 ニテ5圓(他 人 ヨリ

入所料 ノ支給 テ 受 クル者 ナ リ)、 無料患者 ニテ

3圓 ナ リ。 又患者個人 ノ最高 所得 月額 ハ有 料患

者 ニテ500圓 、 無料患者 ニテ130圓 、 最低 所得

ハ有 料無料共 二無所得者 ナ リ
。

(e)料 金 別世帯所得額(第31表)

有 料患者199名 ノ全家族纏 所得 月額 ハ47373圓

一世 帯當 リ238圓06銭i
、 又無 料患者1453世 喬

ノ縮 所得月額 ハ80995圓40鍾 、 一世 帯ZF均55

圓74銭 ニ シテ、 前者 ハ正 二後 者 二四倍 ス。 此

等 ノ世帯 テ患者 ノ性別 二從 ツテ分 テバ、有料男

124名 ノー一世帯李均所得 ハ218圓73銭 、有料女
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75名 ノ夫 ハ270圓 トナ リ、雨者 ノ間 二梢 篭著 シ

キ差 テ見ルハ奇 ナ リ ト言 フベ シ。恐 ラクハ女 ガ

家 庭外 ニテ療養 シ得ル鳥 ニハ牧 入上可 ナ リノ腺

裕 ラ有 セザルベ カ ラザル モ、男 ノ場合 ニハ入所

費 テ緋 ジ得 ル最低限度 ノ所 得 テ有 人ル家庭 ヨリ

モ、猶患者 ラ入所 セ シムル者 ト解 スベ 久 即 チ

男子算重 ノ意義 ラ有 スルガ如 シ、之 二反 シ無料

患者 ニテハ男患者893名 ノ ーllt帯李均所 得ハ56

圓49銭 、 女560名 ノ夫 ハ54圓58銭 ニ シテ、患

者 ノ性別 トセル雨世 帯 ノ所得 ガ殆 ド同 ジキハ上

記有料患者 二於 ケル雨者 ノ差 ノ著 シキニ比 シテ

甚 シク相違 スル虎 ナ リ。

.第32表

以 上 ノ如 キ世柚牧 入上 ノ差 ハ之 テ亦家族 ・人常

リh二 見 ルテ得 ベ ク、 有料患者 ノ糖家族 員995

名 バー人 當 リ約47圓61銭 、 無料患者 ノ纏家族

員5597名 ノ ー人當 リ所得額 ハ14圓47銭 トナ

リ、前 者ハ後者 ノ三倍弧 ナ リ。前述 ノ如 ク世帯

所得 トシテハ有料患者 ハ無料患者 二四倍 λレ ド

モ家族 一人當 リトシテハ.三倍 二Il・.マルハ、-r.

有 料 患者 ノ家族 員 ガ無料患者 ノ家族 員敏 ヨ リ大

ナルガ爲 ニ シテ、其原因 ハ出産 敷 ヨリモ死 亡敷

二因 スルテ以 テ有料患者家庭 ノ躰編 テ想ハザル

テ得 ズ。

(ワ)有 所得患者 ノ所得額 ト其世帯所 得額 トノ比

有所得患者ノ所得額 ト共世帯所得額 トノ比

料 金 別 有 料 無 料 合 計

性 男1列 計 男1女1計 男1女1計

有 所 得 者 数 615
166

826 219
一 一一 一

4724.00

1045
}}-

36362.50

　一　一}

34.79

一 一 『-

57168.40

!

887
　　 }-

40480.50

-一 一}一 一}

45.64

-一 一

57404.40

224

-一 一一

5054.00

1111

有所得者 ノ所得
月額合計(圓)

諏 面1師6-
66.00

9172.00

-7T　 一 一 一

138.97

31638.50

一一

45534.50

㎝ 一一

40.99有所得者一人卒
均所得額(圓)

144.95 38.30 21.57

-一 『 一

10822.00

22.56

一

上記有所得者 ノ世

帯総所得額(圓)

1-一
阻058,00 845.00 11903.00

一

46346.40 11667.00 69071.40

一世帯雫均所得

額(圓)
181.28 169.00

-一 一

39.05

180.35 55.11 54.71

一㎝

63.58

64972
-}-

70.52

52.08 62.17

世帯所得額二i野
スル有所得患者
ノ所得額ノ%

79.96

一

77.06

一

68.27

49.42

一一一 　

34.65 43.32 65.92

(第32表)。 上記有所得患者1111名 ノ絡所得月

額45534圓50銭 ハ,其 世 帯所得 月額合計69071
e圓40銭

ノ66%二 相 當 スル テ以テ、若 シカ ・ル

所得者 ガ登病 ス レバ其世帯 ノ生計 ガ直 二窮迫 ス

ベキハ勿論 ト言 フベ ク、弦 二結核豫防問題 トシ

テ、患者 ノ救療 ハ常 二其家族 ノ生計支持 ラ考慮

セザルベ カラザル必要 テ見ル。

患者所得 ト其世帯所得 トノ關係 二就 テ、男女別

料金別等 ノ詳細 ナル比較 ハ第32表 ニア リ。

(カ〉患者以外 ノ家族 員 ノ所得額(第33表)。 全患

者1652名 中1088名66%ノ 各世帯 ニテハ患者

以外 ノ家族 員 ガ所得 テ有 シ、此等患者以外 ノ有

所得家族員 ノ所得総 月額 ハ82833圓90銭 ニ シ

テ、一戸當 リ76圓13銭 ナ リ。而 シテ此1088世

帯 ノ線家族員 ハ 患者 テ合 シテ4992名 ナル テ以

テ、家族一人 當 リ16圓59銭 ナ リ。

上記一戸李均 ハ 男患者 ノミノ世帯 ニテハ71圓

02銭 、女患者 ノ世帯 ニテハ80圓85銭 ナ リ。又

有料無料別 トセバ有料 患者家庭 ニテハー戸當 リ

所得月額 ハ251圓32銭 、 無料患者家庭 ニテハ

47圓68銭 ナ リ。 此雨者 ラ更 二男女別 二所得月

額 テ見 レバ、有料男患者 二属 スル世帯 ノー戸當

リ231圓41銭 、 有 料女患者 ノ世帯 ニテ272圓

88銭 、 又無 料男患者 ノ世帯 ニテ42圓42銭 、無

料女 患者 ノ世帯 ニテ52圓42銭iニ シテ、有 料無

料共 二女患者 ノ家庭 二於 ケル患者以外 ノ家族 員

ノ所得額大 ナルハ、其等 女患者 ・ガー世帯 内 ノ主

ナル所得者 ナ ラザ ル事 子語 ル者 ナリ。
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第33表 患 者以外 ・家族員ニイ」所得者アル世帯鍛及其所待額

料 金 別 有 料 無 料

性

鯛■■圏幽』r一

男1女1計 男1女1計
一『

数 79

438

18281.00

73

397

19920.00

272.88

50.18

152

835

一軒

4431

2011

493

2n6

25841.00

52.42

12鴨{1聾

47.68

i10
.73

合 計
一 『 一 ▼7一 一 一

男1女 障

936一 厩 了 鶴 繭 …
1

醤571244925434992
1"i{

14↓632
,9037072,9{D45761,0082833,90
1

71,0280,8576,13

;15

,1418,0016,5田
1藤

一r__

共家族絋数(患 者
ヲ含ム)
一 一,冒_

患 者以外 ・家族貸
・所得線月額(圓 ♪ 38201.00

251.32

45.75

18791.90

42,㎎

9.35

■■■一一一噛酔一一酔r一 一■學噛一■卜胴■ロー 一 一 一 一一-一 ■P

一世帯岱 り卒均所

得刀額(圓)

一

窃1,41

11.74

　 「 薗_

家族一人當 ザト均
所得 月額(圓)

第34表 家 族 中患 者 が唯 一一4・イ∫所 得 者 ナ'レ量1を帯 倣 及 ピ 其所 彿 額

料 金 別 有

性 男

料
f
風
噛
知 料 合 愈 計

女
.7
爵 男 女1計 男i女1計

数 45

154

-『}　

8255,(jo

螂 ラ
卑一}　 -

53.60

2

南

417
--

160
-

8460.00

一 雫一

180.00

52.88

450

-　『 『

1307

畠一 雫一 一

,

517495169564
}

一 『 　 一 司

1覗 。146、1、3911㎝

1

168夙・・22・瓦 ・・認57軌 ・・11四2坤 ㏄7繭
一 　

li42

,57157,7327.5554,03

尉 畷 醐 脳

族員線数(患 者含
ム)

得 緻 額(圓)

』 也昌

205.00
-

102.50

　 -

34.17

67

133

11

2032400「}

一　鉱

19欝禰
1

一螂1

族一人當 リ7F均
得額(圓) 15.55 12,681

1

(ヨ)患 者 ガ唯一 ノ有所得者 タル世帯 ノ所得額

(第34表)。 総患者1652名 、即 チ1652世 帯 中患

者 ガ唯 一一ノ有所得者 ナル世帯 ハ564世 帯34%、

其 家族濾激 ハ患者共 一1600名 ニ シテ,其 所得穂

月額 ハ80471圓 ナ リ。 即 チー一・一世帯當 リ54圓03

銭 、 家族一人當 リ19圓04銭 ナ リn之 テ患者 ノ

性別 トス レ バ564世 帯 中男患者495名88%ノ

世 帯所得総月額 ハ28579圓 、縮家族員敷 ハ1461

名 ナ ル テ以 テ、 一世帯當 リ57圓73銭 、 家族 一

人當 リ19圓56銭 ナ リ。又女患者69名12%ノ

其 所得総 月額 ハ1892圓 、其家族員練薮139名 ナ

ルテ以 テ、 一・世帯當 リ27圓55鏡 、 家族一人常

リ13圓61銭 ナ リ。

又 上記564名 テ料金別 二見 レバ、有料患者47名

8%(有 料 全患者199名 ノ24%)ノ 繕 所得額 ハ

8460圓,其 家族 員総数160名 ナ ル テ以 テー 世帯

當 リ180圓 、 家族 一一人當 リ52圓88銭 ニ シテ、

無料患者 ハ517名92%(無 料 全患者1453名 ノ

36%)ノ 所 得纏 月額 ハ22011圓 、 其家族員糖撒

ハ1440名 ナル テ以 テー世帯常 リ42圓57銭i 、家

族一人當 リ15圓28銭 ナ リn

(タ)患 者拉 ピニ家族 員 ガ共 二所得 ラ有 ス・レ世帯

ノ所得額(第35表)(へ)項 二記 セ ・レ547世 帯 二就

テ各世 帯 ノ所 得?見'・ 二、有料患者19世 帯 ノ李

均所得 月額 ハ181圓21銭 、其糖家族 員117名 一

就 テー一人 當 リ29圓42銭 一 シテ、 無料患者528

世帯 ノZF均 所 得 月額 ハ66圓5,SSt、 其糖家族員

2359名 ノ所得 月額 ハ ノ、常 リ14圓92銭 ナ リ。

(レ)無 所得患者 ノ世帯(第36表 》。 全患者1652

名 中541名32%ハ 所 得 テ有 セザ ルモ、其世帯調

査 テ行 ヘ バ次 ノ如 キ所得 ア リ.帥 チー 戸當 リ及

ビ家族員 一人常 リノ卒均所得 月額 ハ、有料 ニテ

た々266圓68銭 及 ピ29圓40銭 ニ シテ、無 料 ニ

テハltlt58圓39鏡 及 ピ13圓25銭 ナ リ
、 之 ラ
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第35表 患蕎蚊二共家族員が共二所得ア'レ1咀1撒及 ビIC・所得額

ー

ヤ

ー,ー、.ゐ監'・曵》

呉.
ユ

窪
「

㌔

"曇

「甲

旨星

'

辱

竜

,

㍉

τ

¢

.

料 金 別 有 料 無

性 男1列 計 男i剰
一 一

数

蒙籏颪織藪1患
者ヲ含ム)
{一 　曹}一

所得総月額個)

16

、b5

2803.00

-一 鮨一

175.19

27.21

3

14.
640.00

-一 一}

213.33

45.71

一 一 一曹}

376

1686
-

26022.40

-一 一一

69.21

一 一 一 層

15.43

152

673

一 髄

9135.00

-一 一一 曹

60.10
-

13.57

19

1鳶
一一 騨0

3443.00

}

181.21

29.42

一・世帯當 リ卒均

所得月額個)
_一 一 　 一 一 一T　

家族一人欝 リZF
均所1朝 額(圓)一

料

計

528

2359

35157,40

66,58

14,92

第36表 無所得患者ノ世帯数及共所そ!;'an

合 計

男1女
}

計

392

1789

28825,40

73,53

16.11

155

687

9775,00

63,06

14,23

547

2476

38600,4

70,

1595

料 金 別
一 一 一一 一

性

有 料 無 料 合 計

男1女1計 男1女1計 男1女1計

63 70
一 一一 一一

383

一 畠

19405.00

277.93

}一 　

56.67

133
-一 一 一}一

71邑

35470.00

一 一,r-一_

266.68

冒

49.40

67 341
}}一}

1473

一 一一 一

19743.00

　『 　-

57.90

『}一 一 一

13.40

408
,-

1798

-一 冒 璽曹

23827.00

-,

58.39
阜『 一一

13.25

130
-一 一 一

660

-一 一 一

20149.00

』

154.99
-

30953

411
-}一 一

1856

-

39148.00

-　

95.25

一 一}

21909

541
『一　一 一

2516

-一 一 一

59297.00

数
一一 一一 一 一

家族員線数(患
各ヲ含ム)
一}一_一

一}

335

一 一 一一

16065.00

　 『 一}　

255.00

-　 }曹

47.96

畠

所得線月額(圓)

325
-一 『-r-

4084.00
　 T

一世帯當 リ李均

所得月額(圓)
　

一一-一 一}

60.96
皿 　一一}}

12.57

一 『

109.61
一 一_

家族一人當 リZF
均所得月額(圓)

一

23957

牲別 トスル時 ハ 有料男 一テ255圓 及 ピ47圓96

銭、 有料女 一テ277圓93銭 及 ピ56圓67銭 ニ

シテ、無料Y3-一 テ60圓96銭 及 ビ12圓57銭 、

無料女57圓90銭 及 ピ 】3圓40銭 ナ リ。

(ソ)年 齢別患者所得状態

1・ 人撒。患者 テ年齢 ニヨ リ高等小學校 卒業 テ

標準 トセル17歳 未満 ノ者129名7.8%、18歳

以上徴兵適齢(女 子 ニテハ 結婚適齢)21歳 迄 ノ

者355名21.5%及 ビ22歳 乃 至59歳 ノ者1161

名70.3%及 ビ60歳 以 上 ノ者7名0.4%ノ 四 階

段 二分 テル患者 ノ所得歌態 ハ第37表 乃至39表

二示 セルガ如 シ。

a(第37表)。17歳 未 満 ノ者129名 中 男45名35

%、 女84名65%ア リテ 線患者1652名 中 男女

比 ト正 二逆 ナ リ。 而 シテ男45名 中有所得者14

名31%、 無 所得者31名69%ニ シテ有 所得者

14名 ハ全部無料患者 ナ レ ドモ 無所得者31名 中

ニハ有料患者8名26%、 無 料患者23名74%ア

リ。次 二女84名 中有所得者27名32%、 無 所得

者57名68%ア リテ、有所得者27名 ハ全部無料

患者 ナルハ男子 ト同 ジ久 無所得者57名 ハ有

料7名12%、 無 料50名88%ナ リ。 之 ヨリ見

レバ此年齢界 貞テハ男女 ノ有所得者卒 ハ殆 ド相

同 ジキ事 テ知 リ得ベ シ。

所得有無 ノ ミニ就 テ言へ ・1(第37表)、 全患者129

名 中有所得者41名32%、 無 所得 者88名68%

ナ ル ガ故 二弱年者 ニテハ無料階級 ニテモ男女共

二僅 二其三分 ノー ガ勢役 スル ノミー シテ三分 ノ

ニ ハ猴勢役 セズ。 又有 料階級 ニテハ此年齢界 ノ

者 ハ努役 シテ所得 テ有 スル者皆無 ナ ル事 子知 リ

得 ベ シ。

b(第38表)。18歳 以 上21歳 迄 ノ者355名 中

男215名61%、 女140名39%ア リテ、此年齢

界 二至 レバ全患者 中 ノ男 女比 ト殆 ド同率 トナル
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鐵ハ17歳 未満 ノ者 ト異 ナル慮 ナ リ。 而 シテ男

215名 中有所得者162名75%、 無 所得者53名

25%ア リテ、 有所得者 ハ 有料3名2%、 無 料

159名98%ニ シテ、無所得者 ハ有料27名51%、

無 料26名49%ナ リ。叉女140名 中有所得者67

名48%、 無 所得 者73名52%ア リテ、 有所得

者 ハ有料1名1%、 無 料66名99%ニ シ テ、無

所得者ハ有料16名22%、 無 料57名78%ナ リ。

即 チ此年齢界 二至 レバ男女雨群中 ノ各有所得 音

ノ比75%及 ピ48%ハ 約3:2ト ナ リテ 男子 ノ

有所得者ハ女子 ヨリ増加 スル ノ こナ ラズ、前年

齢界 二於 ケル男子 ノ有所得者率31%二 封 シテ、

此虎 ニテハ75%テ 示 スニ 至 レルハ 此年齢界 二

於 ケル男子就職卒 ハ急激壇 加テ語ル者 ナ リ。又

有料階級 ニテモ男2%、 女1%ノ 有 所得 者 テ見

ルニ至 ルハ就職者 テ生 ズルガ爲 ナ リ。

所得有無 ノこ二就 イテ言 ヘ バ(第38表)、 全患

者355名 中有所得 者229名65%、 無 所得者126

名35%ト ナ リ、此年齢界 ノ者 ノ三分 ノニ ハ就職

者 トナ レル黙 ハ 前年齢界 ト甚 シク異 ナル鮎 ナ

リ●

c(第39表)。22歳 乃 至59歳 ノ者1161名 ハ男

753名65%、 女408名35%ニ シテb糖 患者中

第40表

ノ男女撒 ノ比 ト甚似 タルモ男 ノ敷梢 蔓多 シ。 男

753名 ハ有所得者708名94%、 無所得者45名

6%ニ シテ、 有所得者 中 ノ有料患者ハ57名8

%、 無 料患者651名92%、 無 所得者 中 ノ有料ハ

28名62%、 無 料17名38%ナ リ。 女408名 ハ

有所得者130名32%、 無 所得者278名68%=

シテ、有所得 者中有料4名3%、 無 料126名97

%、 無所得者 中有料47名17%b無 料231名83

%ナ リ。

所得有無 ノミニ就 テハ(第39表)、 全患者1161

名 中有所 得者838名72%、 無 所得者323名28

%ナ リ。

之 ヨ リ見 レバ當所 ノ患者 ニ シテ丁年以上 ノ者 ノ

中、男子 ノ94%即 チ殆 ド全部 ハ 職業 テ有 シテ

有所得者 タルモ、 女子 ハ32%即 チ三分 ノー ノ

ミガ有所得者 ナ リ。之 ラ丁年以下 ノ患者 二比 ス

レバ甚 シキ相違 ト言 ハザルベ カラズ。叉此等 丁

年以 ヒノ有所得者 ノ大部 分ハ無料患者 ニ シテ有

料患者 ノ敷少 ナ 久 絡患者 中 ノ有料無料患者数

ノ比 ヨリ遙 カニ低 キハ有 料患者中 二多激 ノ男學

生及 ビ妻 タル者 テ含 ムガ爲 ナ リ。

d、60歳 以 上 ノ者 ハ 男3名 女4名7計 名 ニ シ

テ少鍬 ナルテ以 テ弦 二統計的 二言及 セズ。

年齢別有所得患者薮及共所得額

料 金 別 有 料 無 料

性 男1女1計 男1女1計

敷 0 0 0 14 暫 41

歳 其所 得纏 月額(圓) 0 0 0 202.00 327.00 529.00一
一人亭均所得月額(圓) 0 0 0 1缶42 1歌11 12.90

-_

225

17

未

直
118至

一
:22至

1

歎 3 1 4 159 66

歳21其 所 得 纏 月 額(圓) 109.00 30.00 139.00 3073.50 1333.00 4406.50

乃歳一人卒均所得月額(圓) 63.33 30.00 3缶75 19.33 20.19 19.58

"数 評 4 61 651一

1・26
歳59其 所 得 総 月 額(圓) 8718.00300.00 9018,00'

一 『
28263,00・3064,00

乃歳,_人ZF均 所得月額(圓) 15諭7翫oo 、彌14a41[2⊆31

31327.00

41.18
一 ● ●ト●」■暉一-■ ■■■■■「■■

2.所 得 額(第40表)。 上記年齢別 ニヨル 患者

ノ所得額 ハ次 ノ如 シ。

17歳 未蒲 ニシテ所得 テ有 スル 者 ノミノー人 李

均所得月額 ハ12圓90銭 ニ シテ、男 ノミニ テハ

合

男

1A

202,00

14,42

162

3182,50

19,64
『

708

136981,00

52、23,

女

327,00

12,11

67

1363,00

20,34

130

3364,00

25,87i

計

41

529,

12,

229

4545,5

19,

838

40345,0

48,1

14圓42銭 、女 ノミーテハ12圓11銭iナ リ。

又.18歳 乃 至21歳 間 ニテ・・所 得 テ有 スル者 ノミ

ノー人李均所得月額 ハ19圓84銭 ニ シテ男 ノ ミ

ニテハ19圓64銭 、 女 ノミニテハ20圓34銭 ト
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ナ リ、1ぐ ノ所得額 が比較的 一大 ナルハ此年齢界

二於 ケル勤勢 者 トシテハ女子 ノ肚會11勺需 要 ノ∫大

ナ ル1ト チ語 ルK・ナ リ。叉是等患者 チ有料無料

別 二見 レバ有料患 者 ノ所得～ド均 ハ34圓57銭 、

無 料患者 ハ19圓58銭 ナ ルテ以 テ、 有料 階級 ノ

チ 弟 ノ多 クハ中等學校卒業者 ナ リ ト言 フ學歴 ガ

其所 そ!}一 重大 ナル 勝田系ア'レチ察 セザ ルベ カ フ

ズ。

次 二22歳 乃至59歳 ノ者 ノ ・人!卜均所 得月額 ハ

48圓14銭 トナ リ、 男 ノ～ニテハ52圓23銭 、

女 ノミ_テ ハ25圓87銭 トナ リ、此年齢 界 ・一テ

ハ男子 ノ所 得 ガ女 二二倍 スルニ至ルハー家生計

ノ支持者 トシテ常然 ト言 フベ シ。 又患者 ラ有料

無料別 トスレバ有 料患者 一人常 リZF均 所得月額

ハ147圓83銭 、 無料患者 ノ ノ、ハ41圓18銭 一

シテ、前者 ハ正 二後者 二約四倍 スルラ以 テ雨者

生計 ノ間 二著 シキ差異 テ生ズルハ當然 ト言 フベ

シ。

第41表 患者住宅ノ握倣

数

数
一
者
…総

患
蚕

當世一

料 金 別1有 料擁 料

242

家族 員総数
一家族當穐徽

6713

28
　

1騙6『
-

5-;

1781

20695

11.5

7752

2.7

合 計

2023

27408

1言.5

6162
}琶

二、畳撒(第41表)

患 者住宅 ノ探 光通風等 二關 スル問題 モ亦余 ノ興

味 テ引 クモ1ナ レドモ、患者 ノ多 クハ轄 々 トシ

テ借家 テ攣 ズル テ以 テ登病前 ノ住 居調査 ハ容 易

ナ ラザル テ以 テ凡テ之 テ棄 テ、弦 ニハ軍 二入所

申込 時 ノ住居 内畳激 ノ調査 ノミテ塞 グルニiLメ

タ リ。蓋 シ患者 ノ生計調査 トシテー人當 リノ鰹

撒 ハ其家庭 ノ牧入 二封 スル支 出 テ如實 二語 ル者

トシテ 生計調査上極 メテ 重要 ナル 基本資料 ナ

リ。本調査 ノ性質上奉公人 ノ如 キハ略 スベ キモ

ノナル ラ以 テ 線患者2815名 中 ヨリ資料 二適 ス

ル2023名 テ選 ピタリ。

患者2023名 二 件 フ縮家族員撒 ハ 患者 ト共 二

9102名 一 シテ、其 等 ノ有 スル住宅 内 ノ縮畳撒 ハ

27408枚 ナ ル テ以 テ、 一戸常 リ18・5枚 、或 ハ纏

家族 員 ・人常 リ約3枚 ナ リ。之 テ有料患者 卜無

料患K一 トニ臓別 人レバ、前者242名 ノ糖鰹激 ハ

6713枚 ・「・シテー・戸當 リ28枚 、 一人當 リ5枚 ト

ナルz-b後 者1781名 ノ畳 翻傲 ハ20695枚xシ テ

ー・一一t戸常 リ11 .5枚 一 人 常 リ2・7枚 ナ リ。

弦 ・参 考資料 テ穆 ゲ ン満、昭和七年京都府 ノ調

査 慨 一ヨレパ方而 「カー ド」第二種 二準 ズル世僻

即 チ1ケ 月,生 計費451団 以 下 ノ8046世i常 ノ李

均4趣敷 パー・llt帯常 リ8.31枚 一人鴬 リ1・84枚 ニ

シテ、大 正 卜年 内務 省吐會 局 ノ細民 生計状態調

査{7)・一テハー戸宿 リ4.5枚 一人鴬 リ1・0枚 、 又

大 正1イ 年東京府郡部不良住宅地匿調査概 況Lsj

..:.ヨレバー戸當 リ6.4枚 一 人當 リ1.55枚,或 ハ

昭和七年東京ili不 良 住宅地匠調査leノ ー 戸當 リ

7.8枚 一 人當 リ1.66枚 等 ナ リ。是等 二比 ス レパ

當所無料患者 パー般 二其住宅廣 ク且 ツ前述 ノ如

キ所得 ラ有 スル トセバ、當所 ノ患者 テ杜 會 ノ最

下層階級者 ト見倣 シ得 ザルガ如 ク、一面 二於 イ

テハ當然存 スベ キ最下層階級 ヘハ結核教育 が普

及 セザル ガ爲 二此階級者 ニ シテ當所 テ利 用 スル

者少 シト断 ゼザル能 ハズ。 只當所患者 中一モー

人常 リノ畳 撒一枚 二足 ラザル者 モ多 キ事 テ附記

セ!ト ノ・。

第 五節 患 者 ノ縛蹄(第42表 》

舷二患者 ノ轄蹄二關スル事項テ暴 グルニ先グチ

テ入所時 二於ケル病期分類別患者教二言及スル

テ可 トスルモ、之ハ圭 トシテ診療上 ノ必要事項

トナル子以テ弦 ニハ煩テ避 ケ只其概略 テ述ベ ン

ー、通常財界好況ナレ'ぐ入所患者 ノ四分 ノー、

財界不況ナレバ五分 ノーガ眞 ノ輕症者ニシテ、

其他 ハ凡テ重症即チ治癒 ノ見込無 キ者 ト言 ヒ得

ベ シ。此等 ノ中多少趣 テ異 ニスル者 ハ料金高キ

有料患者 ノ大多歎 ハ輕症者若 クハ慢性結核登生

初期 ノ者 ニシテ其等 ノ治癒卒ハ甚 グ高キモ、最

低料金 ノ有料患者 ノ殆 ド全部ハ最重症者 ノミニ

シテ輕症者ハ殆 ド無 シ。如上 ノ入所患者 ノ轄蹄

ハ次 二記 スガ如 シ。

十五年間二亙ル絵患者2614名 ノ轄蹄 ラ簡述ス
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第42表 患 者 ノ 榑 師

ll撒 融 スル%階 難 離 診勢二

全 治

輕 快

『一}皿

事 故

男
一 　 一,一

性 女
一 切}

計

36 70.59
-,}一 一 胃一}

29.41

2.23 1。洲
,

0.57
-『r--r--

1.95
噌一一 一一 『 一 一

■一 曜一 臼 一一

_一 曜界騨

一 一 　 薗

15

一一一 ▼-

1.50

51

一　 }

100.00
一 鳳一 〇一'一.一 一 喝 一__ 一 一

P最 畏
"一 一 一 一

1371

牌}一 一

}

最 短
一 一一 一 ・

45

㎜ 一 『一一 一一 一 ■一

在轍1計
16919

一 一 一 一

_噸 一 邑o一 一 一臨

⊥___

一 嘗■一 一

27.47
-一 一 一}一,一 一一

24.88
r-,一 一一一 一臨

　 一}

331
-一 一 一

443 64.02

一 一一一齢 曜響一噂騨■嘲順,脚 層■曽

16.95
-8-A　

9.53
一 一 一 一 輔

26.48
-一}一 ■一 一 　一

一r-一 一

_一`騨._一 一

}一__一 一一

一
一 人 李 均

一一　 -gr---曹

性t薫
-一 一_　 -一}

・最 長
皿 『 一一一一

最 短枷 数「漏

一}

249 35.98
0一 一

692
-→ 一一

100.00

2638
堵

4

一一一 一 一

273395

… 一

一一一一

395
-一 一 一,一　

男
一 一甲o___一

204

}一}-

63.75 12.65 7.80

性 女一 一
計一

L最_曇 一
＼1最 短

在所晦i…'

116
一 一 一一 一 一 一一

320

36.25 11.58 4.43
-一 一一一

100.00 12.23

1329

一　

一一 一一

1

一 一 印,一 一

一 一 『}一

}一一`ハ ー 一 一 冒

51202

一 一一}

一 一一
計

1、二天奉…耳 160

死 亡

一 甲一一_

男 930 59.96 57.65

一 一一

35.58
-,一 一 一一

23.76性 罎 二 621 40.04 62.04

1551 100.00 59.34
『 ㎜ 一 一 一

2540

1葺叢在轍1
計

1

一}一 一

322143

一

一一

『一 『

206
一 諄一

合 計

…人亭均
一一 一一 一

男
一 一}

1613 61.71 100.00
-一 一一 一

61.71

性 女

計
　『 一 一 一一■-

1最 長

1001 、38.29 100.00 38.29

2614 100.00
一,一 一

皿 一
100.00
曹}一 一 一一一

}一 一 雫 一一

2638一
1最 短在所日巌 一

1計

1

一 一

663659
一串『

一
一人卒均 253

レバ全快51名2%、 輕快692名26%、 事故退

所320名12%、 及 ピ死亡1551名59%ナ リ。

弦 二全治 ト樗 スルハX線 爲眞像上初感染病竈 ノ

ミラ有スル者ガ短期間 ノ療養後全治 セルカ若 ク

ハ片側肺 二活動性病竈 テ有 シタル者 テ人工氣胸

其他 ノ療法ニヨリ治癒セル者 ノミテ言 ヒ其撒極

メテ少 シ。輕快 ト構 スルハ殆 ド全治 二準ズルモ

猶直 二努働 二從事 シ難 キ者 テ言 ヒ、事故退所 ・

大多撒 ハ家庭事情殊 二家庭 ノ悲事若 クハ自家螢

業上 ノ都合二由 リ退所 セル者 ニシテ其殆 ド全部

ノ患者ハ停止期二在 ル者ナリ。

次 二患者 ノ在所 日歎中ノ輕快患者 ノー人 二在所

日撒4日 ノ者一一名テ含 ムへ 其患者 ノ肺所見ガ極

メテ輕微 ニシテ其當時其患者 二適合 スル病床無
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カ リシ爲 ∴退所 ヒシメタル者 ナ リ。 叉事故退所

者中 一・在所n撒 一llナ ル者一名 テ含 ムハ、 一一b大

墨 生 が常所 テー ツ ノ樂園 ト誤解 シ テ入所 シタル

モ重症者 ノ多 キ∴驚 キ テ直 二退所 セル矯 ナ リ。

此等二1ノ 異例 テ合 シテ糖患者 ノ在所n敷 ラ!卜

均 ス レバ ー人253日 ナ リ。 叉死 亡者線 以1551

人 ノ在所7下均 日敷 ガ206日 、 治癒 患者743人 ノ

ノこハ363「 レーシア後 者ハ前者 二二倍 人。 帥 チ此

等 ノ敷字 ヨリ見 レバ重症患者 ト難 で入所後猴 牛

年籐 テ生存 シ得k樫 症者 ト錐 モ治癒 スルi'ハ'i':

均 約 一 ケ年 ノ安静療養 ラ要 スル事 テ語 ・レ者 ト言

フ ベ シo

凡 ソ勢働階級 二於 ケル結核患者 ハ高熱、頻咳、

激痛、喀 血等 ノ自寛的苦痛 ラ感 ジ努働不 可能 ト

ナル ニ至 リ始 メテ當所 へ入所 テ申込 ムモ、 巾込

後数 ケ月 テ縄 ザ レバ牧容 セラ レザ ル テ以 テ其間

二病勢 テ甚 シク檜 悪 セ シムガ故 二、結 核救療 ノ

眞 目的 テ達 セ ンガ爲 ニハ診療以外 二先 ヅ此等無

教 育者階級 二結核 ノ初期症候 二關 スル智識 テ充

分 二與 ヘ テ自戒心 テ養成 スベ キ必要 テ感 ゼザル

能 ハズ。

叉本項 二關 スル参照 事 項 トシテ下記 ハ注 目 スベ

キモ ノナ ランカ。

即 チ昭和八年 二於 ケル 京都市 ノ人 ロバ1026900

名 ニ シテ同年 ノ結核死亡者 ハ2209人 ナ リ。昔時

結核診噺學 ノ猶幼 稚ナ リシ時代 二掲逸 ノ小村 ニ

テ調査 セル塵 ニ ヨレバ、醤治 テ蒙 ル結核患者 ハ

結核死 亡者 ノ約 卜倍 ナ リシ ト言 フ報告 二微 ツテ

今 當市 ノ結核患者 テ上記 ノ結核死亡者撒 ヨ リ推

算 ス レバ約22000人 ナ リ。

第43表

欝 業 ノ實際 ∴於 テハ競治 テ必要 トセザル結核患

者 ガ治療 ヒラル ・ト同時 一一、最 下層級 ニテハ聲

治 ラ必要 トスル患者 ガ競治 ラ蒙 ラザル者 多 キハ

察 ヒ フル ・廊 ナルテ以 テ彼此相殺 シ得 タ リ トシ

ア市内 ノ結核患 者 テ推算 人ル ニ、 京都 市内 ノ開

業競870人 中 内科及 ピ小 見科留 タル者586人 ア

リテ,此 等 ガE:aEノ 推 定患X-22000人 テ診療 ス

ル者 ト假 定 人レパー瞥 牛均37人 ノ患者 ラ治療

セザ ルベ カラズ。此等結核患者 ノt{'i均纒 過 テー

年 ト想定 λ レバ患 者ガー年間隔 日二聲師 テ訪 ヘ

バー競 ハ 悔 日結核患者 ノけ19人 治療 セザル

ベ カ ラズ,或 ハ極 ノテ實 際 二近 キ敷字 ナ ランカ。

第 六 節 盛 考 諸 表

1.昭 和八年 二於 ケル本邦 ノ結核死 亡数 ハ内閣

統計局 ノ調査(1⊃一 ヨ レパ第43表 二 示 スガ如 ク

呼吸器結核93640名 其 他 ノ結核33063名 合 計約

127000人 ナ リ。

2.昭 和 七年 内務 省 ノ調査tln二 依 レパ結核 患者

二使用 セラル ・病床 ハ第44表 二示 スガ如 ク、公

私立合 シテ7557床 ニ シテ 昭和八年全國 ノ結核

死亡者126703名 ノ約6%二 過 ギズ。

3.第45表 ノ如 久 六大 都市 ノ結核死亡者薮

テ人 ロニ封 スル比 李 トシテ五 ケ年 二亙 リテ比較

シ、大 ナル者 ヨリ記 セパ静 戸、大 阪、横濱、京

都.東 京、 名古屋 ノ順 位 トナ リ京都市 ハ第四位

ナ リ。

4.世 界各國 ノ結核死 亡李 ハ第46表 ノ如 ク張

國 中ニ テハ本邦 ガ最高李 ラ示 スハ遺憾 ト言 フベ

シ。是實 二國富 ノ相違 ノ ミニ蹄 スル能 ハザルベ

シo

原因別死亡(昭 和8年)

全

+萬 以上ノ市{

買 倣
國{ 　　　 　 　　 へ 　

各性人口千二付

實 亟

各性人口千二付

京 都{
實 数

各性人口千二付

総 酬 刻 女

呼 吸 器 ノ結 核

1}llll716}1芸1511箋}ill器0騰2
顯i男1女

43418

葡 ・・11璽7[1画4愉

1.9015.1015・3旦璽

遡7567157138146

1.6815.2915.3215.31

2944416401

翌

1.30

13043

1.76

其 ノ 他 ノ結 核

鋤[男1女

33063143811868

0.490.43

95464275
0.6210.53
5871

0.57

蕊
輔
0.71
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第44表 結核患者牧容病院数及病床倣

年 次(昭 和)

公 立 病 院

病

4年1

80
-『 　,}一

40
脚 一 一一一 島

..9
1930
-一 曹r}

51

私 公盆法人纒管

妾 外へ膿.
院 其 ノ 他一 一一

結 核 病 院

纏 計`

一一 一亭

2110

院 数

4ff-1r)年16年17年

8782

38

9

1986

54

2169

82

43

10

2060

61

2256

49

10

2292
-
69

藪567

定 且

4年5年16Sr・17年

牧

208

141

12

1092

4180

5633

睾

223256

146142

fo'一'10

11831276

44124821

59746505

倣

266

240

10
.岬f5

64

5面

7557

第45表 六大都市二於ケ'レ結核死亡(昭 和2年 一6年)

㌧1

市 名
年 次

(昭和)
線死亡藪

肪 結 核 死 亡
一… 一

口 『=

肺結核以外ノ結核死亡
一一 一_

實 剃 解 痔陰 二付 實 姻 響誓痔

東 京

2 30540入 3222 10.55 15.03 1025 3.36

4 31007

一 一

3233 10.34
一 一

10.09
-

16.00

1319

一

4.25

5

一

27350 3312 12.11 1208
一

4.42

6 30576
-一 一 一一

43559

3332
-,一 一 一

4697
『 一一一 一一

4886

10.90
-一一 一 一

10.78

嘘

15.98
-一 一一 一

20.78
-一 一

20.94

一}

1914

曹 一

6.26

大 阪

2 1745
㎝ 一 一 腸

1843

4.01

3 41708

-一 一

11.71
7,一

10.85

4.42

4

一 一一

45954
噛 暉

41041
-一 甲　

46113

4986 20.70

一 ワー

3199

一
6.96

5 4921
-

5235

11.99
_璽,-

11.35

一一一

20.06
-一 一 一 一一 　

20.78
一 一

18.71
}一 一一

16.06

1924
-　

1827

一

4.69

6 3.96

京 都

2 13024
-

12802
-,一 一

12800

1342 10.30

　『 一 一 一

619
　『 一一 一

526

一 一一

4.75

3 1182
一 一,

9.23 4.11
}曹 一 一 一

3.564

一}-

1178 9.20

咽〇-

15.60
一一

456

5 12726

}-

1259 9.89
-一

9.09
-

6.94

16.45 409
『 一一 一

526
-『{

150
-7

244

一}

3.21
--

3.296 15975 1452 14.86

名 古 屋

2 16320 1133 13.56

一 一

〇.92

3 17199 1171 6.81

一 一

13.46

}

1.42

4 16708 1164 6.97 12.87 150
0--

173
9-』

272

0.90

5 14685

一一

1174 7.99 12.94 1.18

6 16463 1225

　

7.44 13.11

一 響 一 一

1.65
一 一一

4.62

神 戸

2 12923

一 一一

1487 11.51 22.56 597

3 12988 1454 11.19 21.81 543

一 一

4.18

4 13124

一

1676

一一一 一

12.77 22.19

一 一 曽

5 14212 1724 12.13 21.89 622

一

4.28

6 13313 1797 13.50 22.36 617

『『

↓.63

横 濱

2 9494 942 9.92 17.80 285

一 一 一

3.00

3 10119 982 9.70 18.30 280

一

2.56

4

一

12117 1162 9.59 21.36

一一

326 2.69

5 ,9986 1055 10.56 17.01

一一

↓18

,一 一 一

4.18

6 10993 1082 9.84 16.89

}　一一

婁65 4.23
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簗46表 各國二於ケル紹核死亡巾

劇ー 名

弼 逸
ノ イ ン ラ'ド

佛 蘭 四

英 .國

伊 太 利

智 利

04s

亜来利加合衆國

,凋査
年耽

1932

1930

1931

1932

1931

】933

1931

1931

人 ロー・萬 二剴 ス

」 ヒ堕i立坐____11聯㌦糖 総

107.6.3

20,1

13.2

6.8

8.0

23.1

13.6

6.1

rTl
'訓謡:T

-万万

ユ ・6

一蚤8

_雛

5,0

下

1:S1.2

164.0

122.

11、7.

269.

189,8

110.8

第 七 節 要 綱

大正9年6月 ヨ リ昭和10年6月 二至 ル15年 間

二京都市立宇 多野療養所 へ入所 セル患者中申 告

ノ信 悪 スベ キ者2815名 二就 キ種 々 ノ項 目ラ統

計 的 二調査 シタル結果 ハ次 ノ如 シ。

1.線 患者2815名 ハ男1762名63%、 女1053

名37%ナ リ。又総 患者 テ 料 金別 ト ス レ バ有

料患者288名10%、 無 料 患者2527名90%ナ

リ。

2.総 患者 中 ノ最高年齢 ハ男女共 二63歳 、最低

年齢 ハ男10歳 、 女9歳 ニ シテ 其等 ノ李均年齢

ハ男27歳 、女26歳 ナ リ.

3.縮 患 者 テ10歳 毎 ノ年齢界 一 分 ツ時ハ、21

歳 乃至30歳 ノ者最 モ多 クシテ患者 ノ49%、 次

イデ11-20歳 ノ者26%ニ シテ、最 モ少 キハ10

歳 以下0.1%ナ リ。30歳 以 上ニテハ年齢 ノ増 加

ト共 二患者数 テ漸減 ス。

4.性 別及 ピ年齢別 トセル患者撒 テ百分比 ノ曲

線 トシテ罹 患率 テ比較 スルニ、男女共 二20歳 前

後 二最 モ多 ク、其前後 二少 ク男女 ノ曲線 ハ殆 ド

同一 ナ リ。

5.縮 患者 ハ未婚者65%、 既 婚者35%ニ シ テ、

各 テ更 二性別 トスル 時ハ 未婚者 中男69%、 女

31%皇Pチ 約2:1ノ 比 ナルモ、 既婚者 ニテ・・男

51%、 女49%ニ シ テ其比 ハ約1:1ナ リ。而 シ

テ此等 ノ李均年齢 ハ未婚男23歳 、未婚女23歳 、

既婚男38歳 、 既婚女33歳 ニ シテ・既婚者 中子

ラ有 スル者 ノ李均年齢 ハ男38歳 、女32歳 ナ リ。

6.患 者 ラ料錫 昧 鰍 昏別棚1駒 二分 チテ比拳

卜人ル_、 イ∫料未婚男 ノ最高 ナルハ多数 ノ學徒

ガ含 ノ.橘一 シテ、赦 散 一 テ鮒 斗ノ摩 ガ有料 ヨ

リ高 キ・・若年 ナル彼等 ノ中 嚇 ぞ鎚 從 フ者多 キ

ノ∫嬬 ブ リ。

7.職 業分類的 ・二患 者 ラ兄 レバ「其他 ノ無業者J

最c多 ク28%テ 算 スルハ、 常所 ノ患者 中家庭

ノ1{婦 及 ピ未J'年 ノ家族 員多キガ猛 ニ シテ、次

イデ 紡織r業 二御 ドスル者」約16%及 ピ「商業

的1職業」14%ナ リ。 只「接 客業者」4%「 教育 二

從事 入ルK-」1%ナ ル ハ梢 篭意外 トスル;足 ル。

8.家 族 員傲 バー 世帯 常 リ李均4・2名 ニ シテ、

之 テ料金別 トス レパ有 料 患者 ノkハ5・3名 、無

料・患者 ノノこハ4.1名 ナ リ。

9.患 者 ノ同胞撒 ハ患者 テ合 シテー人常 リ李均

約5名 一 シテ有料 ト無料 トノ間 二差 テ見 ズ。

10.既 婚 者 ノ71%ハ 子 女 テ有 シ、一人 李均2.4

名 ノ子 女ラ有 ス。有無料雨者 ノ間 二殆 ド差 ラ認

メズ。

11.患 者 ノ子女 ノ縮死 亡卒 ハ16%ニ シテ、結

核性疾患 二由ル者 ハ5.5%ナ リ。然 レドモ死 亡

者 中 ノ結核性疾患撒 ハ34%ノ 高 李 テ示 ス。 料

金別 ニ ヨル患者 ノ子女 ノ樒死亡牽 ハ有料患者 ニ

テ7.6%、 無 料患者 ニテ16.9%ニ シテ、結核性

疾患 一ヨル死亡率 ハ前者 ニテ2.6%、 後 者 ニテ

5.9%ナ リ。即 チ無料患者 ノ子女 ノ結核 死亡卒

ハ有 料患者 ノ夫 二正 二二倍 ス.

12.親 子 、兄 弟姉妹、夫婦 子範 園 トセル患者

ノ近親者 中二結核患者 テ謹 明 シ得 タル者 ハ41%

ナ ル 子以 テ之 テ換 言 ス レバ、患者 ノ四割 ハ家庭

内 ニテ感染 セリ ト認 メ得 ベ シ。此 等 ノ患者 バー

人當 リ其 同居家族 中 二ZF均1.6人 ノ結核 患者 ラ

有 セ リ。

13.既 婚 者 中其配偶者 ガ結核 ナル者 ハ約6%

ナ リ。

14・ 患 者 ノ子女 二結核 テ謹 明 セルハ其子女数

ノ6.6%ニ シテ、 之 テ料金 別 トス レバ有 料患者

一テ2・6% 、 無 料 患者 ニテ7%ナ リ。

15・ 患 者 ノ親 ガ結核患者若 クハ 患者 タ リシ事
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ラ読 明 シ得 タル者 ハ8%ナ リ。既記 ノ如 ク家庭

内 ノ感染 ト認 ムベ キ者 ハ約 四割 ナル故、親 ヨリ

感染 スル ト認 ムベ キー割弱 テ除 キタル残絵 ノ三

割 ハ同胞又 ハ夫婦 間 ノ感染 ナ リト認 ムル事 ラ得

ベ シ。

16.現 在結核患者 ナル カ 又ハ 嘗 テ患者 タリシ

親 テ有 スル患者 ノ線 同胞 中(結 核死亡 セル者 テ

含 ミテ)結 核 子駿病 セル者 ハ患者 テ合 シテ37%

ナ ル ハ驚異 スベ キ数字 ナ リ。之 テ患者 ノ料金別

ヨリ見ルモ大差 テ認 メザル テ以 テ、資産 ノ有 無

ハ子 ガ家庭 ニテ患者 タル親 ヨ リ感染 セ シメラ・レ

ル危瞼度 二關 シテハ何等影響無 キ者 ト認 メ得。

17.患 者 ノ父母 ノ何 ヒカ又 ハ 雨親共 二結核患

者 ナル場合 二其子即 チ患者 ノ同胞 中 二幾何 ノ結

核患者 ラ生 ズル カテ見 ルー=、夫 々36.6%、36.6

%、36.7%ナ ル テ以 テ、傳 染源 トシテノ親 ガ子

供 二封 スル危瞼度 ハ父 母共 二同一 ナル事 ラ示 入。

18.所 得 調査 二選揮 セル患者1652名 中有所得

者ハ67%、 無 所得者 ハ33%即 チ患者 ノ三分 ノ

ニハ所得 テ有 シ、三分 ノー ハ所得 テ有 セズ。之

テ更二男女別 トスル時 ハ有所得者中男80%、 女

20%ナ リ。又全患者 テ軍 二性別 トス レバ男 ノ87

%、 女 ノ35%ハ 有 所 得者 ナ リ。 上記 号綜合 シ

テ家計 ラ支持 スル者 ノ八割 ハ男、 二割 ・・女 ナ リ

ト略言 シ得 ベ シ。

19.患 者 テ料金別所得有無別 トスル時 ハ有 料

患者中 ノ有所得者33%、 無 料患者 中 ノ72%ハ

有所得者 ナ リ.之 ハ有料 患者 ニハ少青年若 クハ

妻等 ノ無所得者多 キモ、無料患者 ニ テハ年齢 二

拘 ラズ所得 テ有 スル者多 キテ語ル。

20.患 者拉 ビニ其家族員 ガ 共 一 所得 テ有 スル

世帯 ハ33%ニ シテ、料金別 トセバ有料患者 ニテ

ハ10%、 無 料患者 ニテハ36%ナ ル テ以 テ、無

料世帯 ノ三分 ノーハ共稼 殖 余儀 ナ クセラル ・者

ト認 メ得 ベ シ。

21.患 者 ガ唯一 ノ所得者 タル 世帯 ハ 全患者 ノ

34%ニ シテ、之 テ料金別 トセバ有 料患者 ニテ34

%、 無 料患者 ニテ36%ナ リ.

22・ 所得調査 一選揮 セル1652名 自ロチ1652世

帯 ノー11ヒ帯'ド均所 得月額 ハ77圓70銭 一。シノ、

之'チ米斗金1弓ljトセ ノi'イf*:卜患 者 ノノkノ、238圓06鏡 、

無料患者 ノノこハ55圓74鰻 ナ リ。即 チイ∫料 患者

ノー 世帯所 得額 ハ無料患 者 ノk刊E二 四倍 人。

各 テ更 ∴性別 トセ・レーllを帯ZF均 所 得月額 ハ有料

男218圓73銭 、 有料1ぐ270圓'tシ テ、雨者 ノ間

一・差 テ兄ルハ有料 階級 ニテモ家庭 内 ノ女 ラ家庭

外 ニテ療獲 セ シムル1忌 ・ハ牧 入上相常 ノ除硲 テ

有 セザルベ カラザルt、 男 ノ場合 ∴ハ人所 費 テ

僻 ジ得 ル最低限度 ノ牧 入 ラ有 スル家庭 ヨリモ猫

患者 テ入所 セ シムル者 ト解 シ得くごキガ如 シ。次

二無 料階級 ニテハ男患者 ノー世帯'卜均所得 月額

ハ56圓49銭 、 女 ノ夫 ハ54圓58銭 一一シテ雨者

ノ間 二大差 テ認 メズシテ男女共 二其llt帯 ノカ テ

以 テ シテハ療養 ノ手殺 テ有 セザ ル事 子知 リ得 ペ

シ 。

23.既 記 ノ世帯所得額 テ家族 一人常 リト ヘレ

バ全患者家族 ・人當 リ・ド均 所得額 ハ19圓47鏡

一 シテ、 有 料患者 ノ世帯 ニ テハ 家族 一人當 リ

47圓61銭 、 無料患者 ノ夫ハ14圓47鏡 トナ リ

前者 ノ所得 ハ後者 二約 三倍 ス。

24.患 者 自身所 得 テ有 スル者 ノこノ李均月額 ハ

40圓99銭 一 シテ、料金別 トス レバ有 料患者138

圓97銭 、無料患者34圓79銭 ナ リ。此等患者 ノ

所得額 ハ有 料無料 テ 李均 シテlltas所 得 ノ66%

二相 常 シ、更 二之e細 別 ス レバ有 料患者 一 テ77

%、 無 料患者 一:・一テ60%ナ ル テ以 テ、患者 及 ピ其

家族 モ共 二所得 テ有 スルガ如 キ世帯 ∴テモ患者

ノ所得 ハ世帯所得 ノ大 牛 テ占 ムル ガ故 ニカ ・・レ

所得者 ガ登 病 ス レバ其世帯 ノ生計 ガ窮迫 ヘベ キ

ハ勿論 ナ リ。

25.全 患 者 ノ世帯 ノ66%ハ 患 者以 外 ノ家族員

ガ所 得 テ有 シ、 其等家族 員 ノミ ノ ー世帯2ド均所

得月額 ハ、 男患者 ノ世帯 ニテ71圓02銭 、 女患

者 ノ世 帯 ニテ80圓86銭 ナ リ。之 一?・lf:除別 トセ

バ有料患者 ニテ251圓32銭 、 無料患者 ニテ47

圓68銭 ナ リ.

26.全 患 者 中患者 ガ唯一 ノ所得者 ナル 世帯 ハ

34%ニ シテ、其 患者 ノ所得 月額 ・・一世帯常 リ54
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圓03銭 、 家族 ・人常 リ19圓04銭 ナ リ。

27.無 所 得 患者 ノllを帯 及 ピ其等家族 ・人當 リ

ノzド均所得月額 ハ、夫々有料男255圓 及 ピ47圓

96銭 、 有 料女277圓93銭 及 ピ56圓67銭 ∴ シ

テb無 料Yi}..テ60圓96銭 及 ピ12圓57鰻b無

料 女 ニテ57圓90鰻 及 ピ13圓40鋤 ナ リ。

28.患 一K・1652■r,ラ高 等小學校 卒業程度17歳

迄、其以L微 兵適齢(t"i'クハ縞婚適齢)21歳 迄,

22歳 以L59歳 迄 及 ピ60歳 以 」:ノ 四階級 二分

テバ次 ノ如 シ。17歳 未満 ノ者129名(7.8%)一 ・一・

シテ、 此中男45名35%、 女84名65%ナ リ。

又18歳 乃 至21歳 ノ者355名121.4%}ハ 男215

名61%、 女140名39%ニ シテ、22歳 乃 至59

歳 ノ者1161名(70%)ハ 男753名65%、 女408

名35%ナ リ。即 チ17歳 未満 ニテハ男子 ハ女子

ノ牛数 ナ レ ドモ、18歳 以上 ニテハ男子 ノ数ハ女

子 二倍 ス。60歳 以hノ 者 ハ総数僅 カー7名(0・4

%)二 過 ギズ。
'29
.17歳 未満 ニ シテ 所得 ラ有 ヘル 者 ハ41名

32%ニ シテ此等 ハ全部無料患者 ナ ル故、無料階

級 ニ テモ弱年 ニ シテ努役 スル者 ハ三分 ノー 二過

ギズ。而 シテ性別bセ ル有所得者卒 ハ男31%、

女32%ナ リ。

30.18-21歳 ノ者 ノ内有所得 者ハ65%即 チ約

三分 ノニ ガ就職者 ナ リ。而 シテ男女別 トセル有

所 得者率 ハ男75%、 女48%ナ ル テ以 テ此年齢

界 二至 レバ男子就職者 ノ急激 ナル檜加 ラ察知 シ

得ベ シ。

31.22歳 一一59歳 間 ニテハ 有所得者 ハ72%ニ

シテ前年齢界 ヨ リ更 二其数 テ檜 スラ見 ・レ。叉性

別 トセル有所得 者卒 ハY)94%b女32%ナ ル故

此年齢界 ノ男rハ 殆 ド就職 有所得者 トナ リb女

f'ノ有 所得者敷.一 三倍 スル ニ至 ル。女子 ノ有所

得者率 ガ此年齢界 ∴入 リテ減 ズルハ結婚 ニヨリ

テ1職業 ヲ離 ル ・者 ラ生 ズル ガ爲 ナ リ。

32,1二 祀 年齢界 轟 ヨル患者 ノ李均所得 月額 テ

9ク'レ パ,17歳 未満 ノ男14圓42銭 、 女12圓

11銭 、18歳 一21歳 ニ テハ男19圓64銭,女20

圓34SU・`シ テ女 ノ所 得額 ガ 男子以 上ナルハ此

年齢界 二於 ケル勤努者 トシテ女子 ノ杜倉的需要

ガ大 ナル事 ヲ語 リ、又此等患者 ラ料金 別 トス レ

バ有料患者 ノ李均所得月額 ハ34圓75銭 、 無料

患者 ハ19圓58銭 一 シテ雨者 ノ間 二大差 ラ見ル

ハ、 ・二有料階級子 弟ガ中等學校卒業者 ナル學

歴 テ有 スル者 ト解 セザル能 ハズ。 次 二22誉 一

59歳 ノ者 ニテハ男52固23銭 、女25圓87銭 ト

ナ リ、男 ノ所得 ガ 女二二倍 シ、之 テ料金 別 トス

レバ有 料患者 ノ李均所得月額 ・・147圓83銭 、無

料患者 ノ夫 ハ41圓18銭 ニ シテ前者 ハ正 二後者

二四倍 スル所得額 テ有 ス。

33.患 者 ノ住宅 内畳 数 ハ 全患者 二就 テー世帯

常 リ13.5枚 、 家族一人當 リ3枚 ニシテ、之 テ料

金別 トセバ有 料患者 ニテ夫 々28枚 及 ピ5枚 、無

料患者 ニテ11.5枚 及 ピ2.7枚 ナ リ。

34.當 療 養所 へ牧 容 セル患者 ノ59%ハ 死 亡 シ

其李均 在所 日激 ハ206日 ニ シテ、治 癒 セル者 ハ

28%ニ シテ其在所 日数 ハ363日 ナ リ。

欄 筆 スルニ臨 ミ懇篤 ナル御 指導 ト御校閲 テ賜 リ

タル所長 三戸博士拉 二種 々 ノ便宜 ラ與 ヘ ラレタ

ル京大経 濟學部汐 見教授 二感謝 ノ意 テ表 ス。
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H.7.S.107.(1929>12)Amould,E,Zeitschr.

f・Tbk・,Bd・67.S.117.〈1933).13)Schaefer,

Zeitschr.f.Tbk.,Bd.68.S.267.(1933).14)

Koranyi,Zeitschr.f,Tbk.,Bd.68 .S.267.(1933)e

15♪ 東 京府 郡 部 不 良 佳宅 地 匠 調 査概 況.(大 正 十 五

年)・ 東 京府 肚 會課 ・16)不 良 住 宅 地 匠 改 良 後 二

於 ケ,レ地 匠 内居 住 者.生 計 調 査 報 告 書.(昭 和 入年).

財 團 法 人 同潤 會 ・17)大 日本 帝 國 内 務 省 第 四 十

六 同統 計 報告(昭 和 九年 刊行).内 務 大 臣 官房 丈 書

課.18)京 都 市衛 生 年 報.昭 和 二 年乃 至 昭 和 六

年.
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結 核 專 門 雑 誌

Zeitschrift価rTuberkuloseBd.70.H3.1935

流血 中結 核 菌 ノ培 養槍 出 二就 テ ノ レー ウエ ン

ス タ イ ン氏 法 二劃 ス ル批 割 報 告

E.Kasteru.S.Olbrich:BeitragzurKritikder

L5wensteinscheMethodederKultureUenNachwe

issesvonTuberkelhacillenausdemstr5menden

Blut.

レー ウエ ンス タ イ ン氏 法 二 依'レ 流 血 中 力 ラ ノ結 核 菌

検出 ・・結 核 性疾 患 ノ ミナ ラズ、原 菌 不 明 ナ疾 患例 ヘ バ

Schizophrenie人 格 分裂 症 、 「ロ イマ チ ス」性 多號 性 關

節炎、 多登 性 硬 化症 、 等 ノ場 合 デ モ50%モ 流 血 中 カ

ラ結核菌 ヲ詮 明 ンテ居'レ、 而 シテ、ど 氏 ・・從 來 ノ理 學

的見解 トハ 反封 二是 等 ノ疾 患 二封 シテ、結 核 菌 が大 キ

ナ基 ヲナ シテ居 ル ト信 ジテ居 ル。

著 者ハ之 二封 シテ批1判 フ」ペ ク1931カ ラ1933年 ノ間 二

各地 ノ學 者 カ ラ 皮 膚 及 眼 ノ結 核性 疾 患 及 ビ 共 他 ノ皮

膚疾 患 硬結 性 紅斑沃 パ ザ ソノ皮 膚 硬化 症 狼 瘡 、 結 節 性

紅斑 、及 ビ多 獲 性 關 節 炎及 其 他 ノ肺 結 核 症 等 ノ患 者 ノ

血液 ヲ臨 肱 的 診断 ヲ秘 シテ送 付 ヲ受 ケ、自分 等 ノ組 ヲ

2班 二分 ツテ、其1班 デ ・・自分 ノ所bMadsen・Jensen

氏、Lange氏 、Uhlenhuth氏 ノ所 二 夫 々503例 ヲ逡

ツテ検 出 ヲ依 頼 シタ所 が2例 丈 ケ陽 性 ヲ得 タ。

叉450例 ヲSpegerHani.L6wensteinLange.Madsen・

Jensen.Uhlenhuthノ 所 二迭 ツ タ 所 力'他・・皆1-2%

ノ陽 性 デ ア'レノ;L6wenstein氏 ノ・11.3タ 。デ ア'レ。

又 之 ヲBlutヲ 逡 ツ テ來,レ學 者 ノ各 診 断 ト照 合 シテ見

ル ト、 唯 、血 液 中菌 槍 出 ノ ミカ ラ其 疾 患 ヲ結 核 性 ト噺

定 ス ルコ トノ・考慮 ヲ要 ス ル ト考 ヘ ラ レタ。

叉 、結 核 罹 患 動物 ノ血 液 二就 テ ノ・海 狽 デ24.6%、 家

兎 デハ46.2%ノ 陽 性 ヲ見、 叉 結 核 死 ノ 屍盟 血 液 カ ラ

ノ・61.9%一 一62.5%ヲ 陽 性 二得 タ、 是 等 ノ事 實 カ ラ結

論 シテ著 者 ノ・病 理 解 剖 學 的 一 結 核 性 病 竈 ヲ持 タ ヌ疾

患 ノ結 核 性 デ ア)レb云 フ根擦 ヲ吾 人 ハ未 ダ知 ラ ヌ。

叉 一 盟 如何 ナ ル 菌血 症 ト錐 モ、敗 血 症 ガ敗 血 病 竃 ヲ有

ス ト同様 二何 慮 力 二原 因 竈 ヲ有 シ、之 ヲ病 理 解 剖 時 二

槍 出 出 來 得 ル筈 デ ア'レ、流 血 中 ニ テ菌 が繁 殖 ス'レ トノ・

考 ヘ ラ レナ イ。

故 ニ タ マタ マ流 血 中 二結 核 菌 ヲ見 タ、非 結 核 性 疾 患 卜

錐 モ、之 ・・偶 然 ト云 フ語 ニ ッ キ ル ノデ ア ッ テ決 ンテ病

因 的 決 噺 ノ・ツケ ラ レ ヌ ト思 フ ト。

(東 京 市 療 太 田 抄)

肺 結 核 症 ノ病 竈 及 窟 及 ビ再 活 勧

A.Albert:HerdreaktionundReaktivierongder

LungentuberkUlose.

近 來佛 人Sergentノ ・成 人結 核 症 ・・幼 時 ノ初感 染 後 長

期 間後 「ア レ'レギ ー」ガ弱 ソ テ 「ア ネル ギー」ニナ ル ト

再 活 動 ヲ起 ス ノ デ ア ソ テ、 即 チ再 活 動 二 ・・「ア ネ ル ギ

ー」カ●圭 原 因 デ ア,レbnt4テ ヰJV)' 、之 ・・Krehlカ9ス

デ ニ 「ア 切 レギー」ナ'レモ ノ・・感 染 経 過 ノ 結 果 起'レ モ

ノナ ル コ トヲ明 ラ カニ シテ キ'レコ トデ ソコ 乙 「ア レル

ギ ー 」ト再 活 動 トノ間 ニ ノ・因果 關 係 ・・存 シナ イ ト反 封

シテ 居 ル。

又之 二因果 關 係 ヲ附 ス;レコ トノ・Rankeノ 學 設 ニ モ反

封 ス ル コ トニ ナ,レ ト云 ツ テ居 ノレ、 而 シテ 著 者 ・・一 盟

「ア レ'レギ ー」トカ
、免 疫 トカ ノ語 ・・コ ノ語 ノ眞 ノ語 義

ヲ先 ヅ究 メ テ後 二用 フ可 キ モ ノ デ ア ツテ、之 ヲ混 同 セ

シメ テ用 フ可 キ デノ・ナ イ ト云 ツ テ居 ル。

然 ンテ之 二Newtonノ 重 力 ノ法 則 二封 シ テ 引力 ナ'レ

語 ヲ用 ヒタ時 二 引力 ナJt/語 二Newtonが 設 明 ス'レニ、

物 盟 ガ落 下 ス ル事 實 が ア タ カモ、地 球 ノ中 心 二 引 力 ガ

ア ル カ ノ様 二 見 エ ル故 二、コ ・二引 力 ナ ァレ語 ヲ用 ファレ

ノデ アツ テ、物 饅 落 下 ノ原 因 ・・如 何 ニ ア'レカノ・不 明 ナ

ノデ ア'レ、 ト云 ツ タ コ トヲ引用 シテ 「ア レノレギ ー 」免 疫

等 モ之 ト同様 デ ア ツ テ、是 等 ノ現 象 ・・即 チ再 活 動 ト力

病 竈 反磨 トカニ 封 シテ ノ 随 件 現 象 ト見倣 ス コ ト・・出
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來'レh'、 決 ン ア原 因 ト見倣 ス ・ト'・tl.1來'貿 、 然1レ 浩

後 年 是 等 力「目的 論 的 二 号ヘ ラ レテ、γタ 〃 モ引力 ハ落

下 ・原 因 デ ア リ、「ア レノレギー が納 核 病 磁 ニ オ ηレ現

象 ノ原 囚 テツ リ ト云 ヒ、 叉 過 敏"三 「γ レ'レギー 」が滲

出 性病 遜 ヲ免 疫 性{〆 レ・レギー 」 が塘 殖 性病 塑;月 ・

ス原 因 デ'リ レ ト云 ハ レテ來 タ ・デ ア'レ。

次 二病 竈 反 胞1二就 戸 ・ア ル ガ

之 ニモ、Ewarts八Griihmが 川1膿瘍 ノr・術 デ 氣菅 枝 汕

孔 ヲ生 ジタ 患 κ ガ剛 け 鼻1カ タ ノレ1=於 九 ソノ1膨 し

が特 育 ナ搬 赤ル瑚艮 ヲ 來 へ 」トヲ醗 明 シテ 定 型 的躯」磁

反 胞1デ アル ト云'=1卜 一モちこ胴コ意 見 ヲ示 シテ、之 ニ ハ
ロ

何 力植物 紳 維 系 二依 ル モ ・デ γ ッ テ、決 シテ之 二囚 果

關 係 り結 合 セ シ ム可 キデ ハ+イ ト云 ツテ居 ル。

C.C.Fookノ 沃 度 病 瑠 反 慰 二就 テ モ,沃 度 二俵 ヅテ

蕉病 竈 ・燐 酸 石灰 が 可溶 性 ・ 石 灰 唖 ニ ナ ノレが 故 二時

二病 竈 反 慮 ヲ呈 λルモ ノデ、之 ハ結 核 病 磁 二限 ツタ現

象 デノ・ナ イ ト云 ツテ居 ル。

而 シテ 著 者 ・・是 等 ノ問 題 ハ 定 義 ・混 魁 使 用 力 ラ起 ル

ガ故 二語義 ヲ明 ラ カ ニ 究 ノル コ トが 第 一 二 必 要 デ ア

ル ト力説 シテ居 ル。(東 京 市 療 太 田 抄)

肺 膿 二於 ケ ル 結 核 症 卜癌 原 捜 竈 ノ同 時 出現 二

就 テ

W.Behrendt.:UbergleichzeitigeVorkommenvon

Tuberkuloseu.Prim5reKrebsinderLunge.

活 動 性結 核 症 二癌 腫 ヵ'併號 スル ト 云 フコ ト ノ頻 度 ・・

各 報 告 二依 ッ テ種 々デ ア ノレ。

Belogh・ ・1129例 ノ癌 腫 ノ剖 検 二 於 テ17例 丈 ケ が活

動 性 結 核 症 デ ア ツ ・・ ト云 ヒ、 其他 、Kanada・Mc.

Jutosh・ ・1.2%ガ 結 核 ヲ合 併 シテ 居7ト 云 ヒ、Fin'

deユsen・ ・0.1%1・ 報 告 シ テ居 ル。

著 者 ハ56歳 ノ男 子 デ右 鎮骨 下 ノ空 洞 性 肺 結 核 症 ヲ有

ス ル患 者 が其 鎮骨 下 二上 線 検 査 上 、 腫 瘍 ラ ジ イ、病 影

ヲ認 メ タ ト云 フ、之 ヲ剖 検 二於 テ癌 原 號 竈 デ ア ル コ ト

ヲ確 力 メ タ、叉 此 ノ癌 腫 號 生 ノ原 因1・ シテ1停者 ハ空 洞

ノ慢 性 刺 戟 作 用 二依 ル モ ノ ト考 ヘ タ、一 盟 世 二肺 結 核

症 二肺臓 癌 ・含併 が 報 告 ノ少 イ ノ・・年 齢 的 ニ… 方 ・・

青 年 者 ニー 方 ハ 肚 年以 後 二 多 イ疾 患 ナ'レが故 デ ア ラ

ウ ト述 ベテ 居 ル。(東 京 市 療 太 田 抄)

肺 膿 内ヘ ノ「ヨー ド」油 氣 管 脛 由注 入 ノ技 術 二 就テ

FrancesMarangonie:Technickzurintratrachealen

EinftihrungvonJod61indieLungen.

著 者 ・・「ヨー ド」油 ヲ 封 照 刺 トシテ 氣 管 及 ビ 氣 管 枝 ノ

録 【第14巻一
・レ ン トゲ ・}撮 影 が刎 ・∫二 螢 展 〃 カ ヲ加 免シテ居

'レ。 而 シテ氏 ノ方 法d;3禰 ノ存 スル コbヲ アゲ テ居

ノレ0

1.環 状 甲 耽 軟 骨 内 注 入 法

2.囎 帯 外 注 入 法

:s.1'正 接 注 入 法

1ハ 環 状lll朕 軟iN・hrsヲ轡 田1針 ヲ月 テ破 リ、 ソ コ カ ラ

1田 一F1汕 ヲzl入7・,レ 方 法 デ ア ノレガ、之 ・・施 行 ガ簡M

ヂァ ル が蜂 窺 織 炎 ヲ狡 生 ン易 イ危 隙 が ア'レ。

2ハ 艮 イ把 ブ持 ツタ注 射 器 ヲ川 ノノレカ.叉 ハ漁1息子 ヲ

使 川 シテ盤 帯 上 力 ラ注 入 スル 方 法 ア ア〃。

・ノ方法 ハ 専 ラ行 ハ レ,レ方 法 デ ア ツ テ容 易 デ ア リ、且

ッ、 損 偽 ヲ來 ス11・ を少 イ.4三 ナ 難鮎 ハ局所fiMrヲ サ

セ ル 」1・デ ア ル。

苫 者 ノ見解 二依 レバ此 方 法 ・一 ヨー 均 油 が入 ソタ氣

僧;像 が絵 リ贋 イ範 園 二 行 キ 瓦 ラ ヌ ト云 ノ鉄鮎 が アル

ト思 ハ レ'レ、 然 シ之 モ 熟 練 二 俵 ツ テ柵 宿 二達 セ ラ レ

,レo

叉 局所 麻 酔 ノ桑 量 が 多 イ ト中毒 ス ル ト云 フ危 瞼 ガア

'レ、之 ・・殊 二 「コ カ イ ン」ノ場 合 、 少 シ量 ガ過 ギ レ・《危

瞼 ヲ件 フ、著 者 ・・5%ノ 「コ カ イ ン」溶 液 ヲ用 ヒ テ良 結

果 ヲ得 テ ヰ ル ト云 ヒ、 其 他 ・詳 細 ナ 注 意 ヲ 記 シテ居

ル0

3ハ 直 接 「ヨー ド」油 ヲ 咽 頭 カ ラ 注 入 ス'レ方 法 デ之 ノ・

除 程 熟 練 シ タ者 デ ナ イ ト不 可 能 デ ア リ、且 ツ思 フ箇所

二注 入 ス ル コ ト・・… 層個 難 デ ア ル。

(東 京 市 療 太 田抄

エ ム ス ラtL .ド ドル7二 於 ケ ル結 核 症 椀 査

F.Redeker.A.HeinMtiller:Tuberkuloseuntersu

chungineinemEmslanddorf.

Emsland救 濟 開 曇 事 業 ・・1929年 行 ・・ レテ
、 コb二

Preussen・ 醤 學 會分 科 及 ビ國 立結 核豫 防 會 ノ援 助 二

依 ツテ近 來Emsland・1辻 會衛 生状 態 覗 察 ガ行 ノ・レテ

ヰル、 其 ノ研 究 ・一枝 葉 ト シテG地 方 ソ コ・・Bersen

br言ick越vソ ズ1ヒ
3』.地 方 ノ北 西 隅 二 在 ス ル村 デ

アル コ ノ村 落 ノ結 核問 題 ヲ 取 扱 ツ テ 見 タ ノデ アル
。

此BersenbrUck・ ・元 來 狭 義 二 於 テ ノEmsland二,・

團 セ ヌ、其 西 北 部 ノ ミ ・b'Emsland/Moorgebiet-:・ ・一

協 シテ 居 アレノ ミデ ア ル'。此Emsland.、RobertKoch

が ソ コ ノ結 核 率 ノ高 イ コbヲ 指 摘 シテ ヰ ル
。Jokob

・・其 前1911年 二地 方 二於 ケ'レ結 核 ト地 方 衛 生 的畝 昭

b題 シテ コ ノEmglandヲ 例 ニ ア ゲテ ヰ ル 。
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此G村 ・・.570名 ノ人 ロ ヲ 有 シテ 共4分 ノ3・ ・不 潔 ナ

非衛 生的 生 活 ヲナ シテ居 ル。

著 者 ハ此 ノ死 亡 率 ヲ年 代 的 二災 メテ 見 ル ト1904年 〃

ラ1919年 迄 ハ相 當高 死亡 率 ヲ示 シテ居 タ が1919年 以

來著 明 二死 亡 卒 が減 少 シテ居,レ。

ソコデ此 原 因 ヲ尋 勺 レ爲 メ ニ3種 ノ時 代 二分 ケテ73

家族 二於 テ各 家族 力 ラ ノ結 核 死 亡 者 ヲ検 シ、3種1唐 代

即 チ組 父母 時 代 、父 母時 代 、子時 代 ノ何 レ ニ夫 レが ア

ッタ カ ヲ槍 シタ、所 が祀 父 母時 代及 父母 時 代 二多 〃 シ

テ子時 代 ニノ… ル カニ少 数 ニ ナ ツ テヰ ル。

叉死亡 ・年 齢 ヲ楡 シ之 ヲPreu…Jenノ 死 亡年 齢 ト比 較

・yテ見'レ>G村 デ 少 年 時 代 二 多 ク 青 年 時 代 二少 クナ

リ肚 年時 代 二再 ヒ●上 昇 ンテ居'レ、Preussenデ ・・背 年

時代 二最 モ 多 〃肚 年ll寺代 ・・減少 ンテノtl:・Jレ鮎 力'非常 二

異'レ ー」 トヲ螢 見 シタ。

又1ツ ベ'レ ク リ ・収 慮 ハ隅 性 ナ モ ・が少 年ll寺代 二少

η幼 時 力 ラ除1川 伽 シナゐ・:一ラ ヌ之 が都 會 ト異'レ。叉 移

動 「レ ン1・V'ン 」器 械 ヲ使 用 ンテ 「レ ソ トゲ ン1検 査 ヲ

行 フ ト57《1名中45(;名 二就 アハ廣 範 一"1臼 結 核 症 ハ少

{V:・'・少 〃,初 感 染 竈 痕、 肋 膜 炎痕 モ 成 人 二多 イ ノヲ

tLn。

ソ 」デ 筈 舌 ハ之 ヲ此 ノ地 方が… 艘 他 ノ都 會 トノ交 通

が非 常 二迦 レテ ヰ1レ爲 グ ト1挽明 シテノ、i:'iレ,ソーuデ成 年

者二多 イ ノ・・殊 二肚 年 κ二 然'レ ・ハ 都 倫 ト・交 通 が

近 來 多 〃ナ ッ α爲 デ ア'レ ト疹ヘ テ ヰ ノレ。

(東 京 市療 太 田拘
●

ZeitschriftfarTuberkuloseBd.74H.6.1936

肺 結核 ノ場 合 ノ個 人的 特 徴 ヲ現 ハ ス 時 間指 藪

Prof.Dr.SiegfriedGr5ff:EinZeitindexzurindivi-

duellenKennzeichnungeinesFallesvonLungentu・

berculose.

臨脈家及病 理 解 剖 學 者 ノ種 々ナ ル 努 力 二 俵 ツ テ 肺 結

核 ノ病 状 ヲ附 随 的 表 示 二 依 ツ テ 分 類 セ ラ レテ ヰ ル。

Turban,AlbrechtundFraenkel,Aschoff・Nicol,Lieb・

ermeister,Ranke等 ノ分 類 ・・形態 的 見地 ヨ リ、共 病 竈

ノ据 リ、病 型 ヲ或 ・・免 疫 生 物學 的特 色 、 或 ハ熱 、 赤 沈

ノ如 キ臨 脈 症 状 等 ヲ考 慮 シテ ヰ ノレ。是 等分 類 ノ目的 ノ・

個 々ノ病 例 ヲー 定 ノ型 二當 テ嵌 メ テ治 療 法 、 豫 後 、作

業能力 等 ヲ考 察 ス ル ・便 二供 セ ン爲 ナ リ。然 シ最 良 ・

分類 デ モ病 状 髪 化 シテ所 團 ノ墾 ツ タ時 、個 々掲 特 ノ維

過 力●整理 者 ヨ リ失 ハ ル ・事 ノ・免 レナ イ、署 師 ノ個 々 ・

病 例 ヘ ノ感 情 移 入(Einfihlung)・ ・病 歴 ヤ 記 憶 ヲタ ド

,レ事 ニナ リ不精 細 トナ'レ。

ソコデ著 者 ・・肺結 核 ノ個 々ノ例 ノ 特 性 ヲ 特 別 ナ ル内

容 ノ「時間 指 数 」(Zeitindex)二 依 ツ テ 保 持 ス ル 事 ヲ考

案 シタ。此 指 数 トノ・鍛 ト最短 イ符號 二依 ツ テ個 人 的 ナ

既往 ノ特 徴 ヲ表 ハ ス。但 シ之 ノ・肺 結 核 ・ ミニ關 シタ モ

ノデ アルo

此 指 藪 ノ表 現 法 ノ・分数 式 ノ如 〃 シテ 表 ・・シ臨 沐 的 ノ

壁病 ヨ リ現在 二至 ル 期 間 ヲ分 子 二記 シ分 母 ニノ・此 ノ

間 二於 ケル 個 々 ノ要 治 療 螢 症 ノ期 間 ヲ「;」 ニ テ連 績

シテ表 シ期 間 ノ長 サ バ年 ヲ整 数 デ、月 ヲ小 鍛 デ示 シタ

(10ケ 月 ハ0.9、11-12ケ 月 ノ・1.Obス)、 空洞 ノ存

在 ハ肺 結 核 ノ経 過 ノ 影響 二特 二重 ノくナ ル 閃j"1・ ナ ノレ

故 之 ヲ記 載 スノレ事 トシタ。其1己載 方 法 ハCヲ 分 丁1・ シ

些獲 現 ヨ リ現 花迄 ノ期 間 ヲ分 母 トセ リ、氣 胸療 法 、 外

科 的療 法 モ 同様 二記 載 ス 然 シテ終 リニ符 號 記 載 ノ年

月 ヲO内=tiLl7,.例 一 バ 膿1 .。;卵 論 く ・X.

1931)・ ・1931年9月 迄 ・維 過 ノ・登 病 ヨ リ7年3ケ 月

トナ リ此 ノ間3ケ 月 、1ケ 年6ケ 刀 ・3同 治 療 ヲ要 ス

'レ獲症 ア リ空 洞 ヲ 詮 明 セ'レ時 ヨ リ6ケ 月 ヲ 縄 タ ト云

・事 ヲ現 ハ ム。

要 スル ニ此 指 数 ノ・如 何 ナ'レ立脚 鮎 カ ラモ作 成 出來 、次

第 二獲展 サ セ テ行 ク事 が出 來 ル モ ノデ アノレ。既 往 ・・披

大 デ ー望 セ ラ レナ イ が 時 間指 数 ・・其 鮎 聲 家 ニ トッ テ

有 用 ナ モ ノデ ア ル。此 指 数 ハ結 核/外 ノ型 ニ モ叉 慢 性

再 號性 疾 患 ニモ之 ヲ慮 用 ス,レ事 が出 來 ル。

(刀 根 山 山 中 抄)

小 見 期 二 於 ケ ル血 行 性 粟 粒 結 核 ノ治癒 ノ問題

Dr.HeinrichLudeke:ZurFragederAbheilung

derhaematogenenmiliarenTuberkuloseimKindeg・

alter.

急 性 全 身 粟 粒 結 核1疾 疫 概 念 ・・病 理 解 剖 的 關 係 二於

テ、Weigertノ 論 説 以 來 根 本 二 於 テ ・・愛 化 ヲ見 ザJレ

所 ニ シテ著 者 ノ・次 ノ諸 貼 ヲ論 ジ、 即 チ

1.急 性 汎 號 性 粟 粒 結 核 がGeneralisationstbc.ノ 内

二於 テ境 界 判 然 タ ノレ特 殊 型 ナ ノレコ ト。

2.粟 粒 結 核 ノ診 断 二於 ケ ル「レソ トゲ ン」像 ノ債 値 。

3.血 行 性 粟 粒結 核(小 見 期 二於 ケJ:tt)ノ 治癒 例 ノ丈
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献。

4・ 臨肱上Versteckt二 維過 セ,レ泊癒性粟粒結陥ハ

剖 見上見逃 シ易ク粟粒播種 ノ質的診噺・・病理堺剖二

於テモ伺ホ困難ニシテ質的診噺及 ビAltersdiagnos(.

二紺 シテ紺織學的 ノ検査 ヲ必嬰 トス。

5・ 急性全身粟粒結核及 ビ良性翼粒播稻ノ病理。

Redeker,Simon及 ビDukenノ 圭 張ス,レ小見期二於

ケル治癒性粟粒播種性結核 ノ頻繁 ナルコトニ饗同ヌ

ル爲 ニハ解剖攣的二徹底的検索 ヲ必嬰 トシ泊癒'型

及 ピ治癒 ノ條件 ヲ組織學的二碗實 二橡 シ得ル標ナ螢

富ナル材料 ヲ必要 トス。依ツテ著者ハ2例 ノ剖槍例 ヲ

追加補遺ス。

結 論

血行性粟粒結核ノニ治癒例ノ解剖的所見ノ記載

1.生 後12ケ 月 ノ女見、3ケ 月以來上氣道ノ加答見

入院時疾疫現象極ク輕度、「ツ」反鷹陽性、「1〆」像 ヲ見

ルニ右側上葉下部二陰影ア;レ外全肺二粟粒揺種アリ、

共陰影密度・・次ノ2ケ 月二於テ堆加 シ引績キ襯察セ

ルニ完全二消失セリ、入院後7ケ 月ニシテ結核性股關

節炎 二罹患、次 イデ3ケ 月一シテ結核性膿膜炎ニテ死

亡.

2.15歳 ノ少年、1年 來一般状態不良、4ケ 月前二

脊髄結核 ヲ確診サレ結核性脳膜炎ニテ死亡。

解剖 二際 シテ狡見サレタノレ陳藩ナ'レ粟粒全身播種 ・

時期・・知,レヲ得ズ。

雨例二於ケル解剖的槍査 ノ結果肺、脾、肝臓 二治癒セ

ル或・・癒痕性 ・結節ノ汎蟹的二播種セルヲ見'レ。軍濁

病竈・・雨例 トモ厚イ癒痕性被膜ニコリテ包マレ、而モ

中心・・強度 二結締織性頑退 ヲ示セル上皮棲細胞結節

ヨリ成ル。而シテ癒痕性粟粒結節二・・最早ヤ抗酸性 ノ

桿菌ヲ詮明 シ得ズ。小見期二於 句レ血行性粟粒結核ノ

治癒可能性二關 シテ次 ・見解 ヲ得、即チ小見期ニモ全

身血行性粟粒結核が來)レが其 ハ慢性経過 ノ後二現 レ

ル治癒過程 が見ラレルが全治ノ・蓋然的 ノモノナ リ。

粟粒播種 ノ診断ノ・今 日迄例外ナク「レ」像 ノ助ケヲ得

テ爲サレタ。

重篇ナル疾疫像 ヲ鉄 クが如 キ比較的僅少ナ,レ播種・・

治癒的血行性粟粒播種 が僅少 ナ ル菌量 ノ緩漫ナル

SchubweifeEindringenニ ヨ リテ現 レ]vト云フコ1・ヲ

恐 ラク示スモノナラム。良性二経過スル粟粒播種 ノ大

部分・・早期播種群 二属ス。是等ノ例・・病理ヲ異ニシ播

種 ノ密度が小デアリ、臨殊的ノ症状力●僅少ナル爲メニ

録 【第14倉

急性 全 勇 粟 粒紹 核 二魁 セ メ 轄 移 ノ 棚 大 ト位 置 ノ拍 子

・一ヨ リテ之 如 キ 良 性 ノ 血 行 性 粟 粒 播 種 ノTrdgerノ

以 後 ノ運 命 ハ定 メ ラ レル モ ノ ナ リ。(刀 根 山 杉 田抄)

成 人 肺 結 核 ノ小 見 型 適 癒 型 ノ痛 理 解 訓

Dr.W.E.Pusik:PathologischeAnatOmiederden

KindheitSformenentSprechendenFormenderLun・

gentuberculosedesErwachsenen.

小 見 ノ肺 臓 ノ構 造 ハ年 齢 二 相 富 シナ イ 場 合 ガ ア,レ事

ヲ著 者 等 ノ仕事 が報 告 ンタ所 デ ア'レ.Strukowノ 槍 査

デ ハ肺 臓 ノ``Histoarchitεktonik"ノ 壁 育 ノ・4ツ ノ年

齢 期 二匿 別 セ ラ レ、其 内 初 メ ヨ リ3ソ ノ年 齢 期 ハ脚 臓

紐 織 要素 ノ種 々ナ'レ分 化 期 デ ア リ.第4期 ハ 分 化 部位

ノ壁 育 が完 成 セ ラ レル 時 期 デ ア,レ。2歳 迄 ノ小 見 膝 デ

ハ淋 巴 道 多 キ分 化 完 金ナ ル 間 組織 艘 富 ナ リ.此 廊 二出

來 ル 結 錆 モ 從 ツテ 境 界 不 鮮 明 、 ノくサ 大 、 壇 殖 性 ヲ鉄

ケ ル淋 巴 球性 病 愛 トシテ現 ハ ル。

前 者 同襟 結 核 性 病 竈 ノ構 造 モ5ケ 月 ヨ リ12歳 迄 ノ年

齢 期 ヲ4ツ ノ年 齢群 二分 チ得 。 最 切 ノ2群(0-1歳 、

1歳 一一3歳)ハ 大 ナ'レ淋 巴 性 結 節 ザ存 在 スlv事 ザ特 徹

デ第21r一 齢 詳 二於 テ ・・病 竃 ・・規 則正 シイ 圓 形 輪 廓 ヲ

有 シ、 第3年 齢 群(3歳 一7歳)ニ テ ハ 徐 々 二結 核 ノ

堆 殖 性 性 質 ヲ認 メ、病 竃 ・・大 ナ ル 直径 ヲ有 シ釦 胞 モ大

7約7歳 ノモ ・デ ・・特 異 ナ繊 維 葵 膜 ノ出現 ア リ、病 竃

周園 圓 形細 胞 浸 潤 帯 が十 分 二 廣 マ ソ テ キlv。 第4群

(約10歳)ニ テ ノ・直 裡 ノ小 ナ,レ病 竃 デ 小細 胞 要 素 ト定

型 的 培殖 性 性 質 ヲ有 シ 成 人病 竈構 造 ヘ ノ移 行 デ ア'レ.

著 者 ・・20歳 一45歳 ノ19例 二 就 イテ 小 見 檬 肺 構 造 及

ピ小 見型 結 核機 傳 ヲ認 メ検 査 シ タ。盟 質 的關 係 ニ テ ハ

種 々ナル型 ノ螢 育 不 全型 ガ優 勢 デ 、此 結 核 過 程 ノ小 見

型 ・・68%デ ア,レ。 例 ノ20%(25-27歳)ノ ・胸 腺 ノ残

存 力'アリ肺 臓 ノ組 織 局所 標 本 及 顯 微 鏡 標 本 ニ テ 楡 査

ス'レ ト共 構 造 ・・Infantil型 叉 ノ・Pueril型 デ肺 ノ各

部 二於 テー 標 デ時 々多少 ノ相 違 ヲ認 メ ル。著 者 等 ノ材

料 ノ結 核 感 染 ハ陳 奮 性 肺 肋 膜 再 感 染 ヨ リ起 リ、淋 巴液

・停 滞 及 ビ淋 巴管 炎 ヲ來 ス、叉 時 ニハ 肺 小 葉 間 隔 壁 ノ

淋 巴 道 ヨ リ博 播 ス。

成 人 ノ小見 型 ノ頸 微 鏡 的 解 剖 學 的 記 載 ノ 時 ハ結 核結

節 ノ性 質 ト大 葉 型 ノ蔓 延 道及 ビ空 洞 型 及2、3ノ 病 理

解 剖 學 的特 徴 ヲ注 意 ス ベ キデ ア ル。其 結 核 結 ノ性 質 ハ

淋 巴 標 肺 炎様 デ ア リ、蔓 延 道 ハ圭 二淋 巴型 力淋 巴 血行

型 デ アル。空 洞 ハ小 サ ク壁 ハ 厚 ハ膜 襟 デ結 締織 膜 ガナ

〃肺 胞 中 ノ落屑 現 象/強 イ 滲 出性 結 核 ヘ ノ 移 行 デ ア
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,

リ是等ノ空洞ヨリノ傳播モ亦淋巴性二來ル。病理解剖

電的特徴ハ副行性炎症 ヲ件フ、細葉性氣管枝肺炎 ノ病竈

ザ細葉性増殖性病竈へ ・移行デアツテ、著者 ノ多クノ

例二於テモ肉眼的一榛 二見ユル大葉性病竈(「 ゲラチ

ソ」檬及ビ脆落性肺炎)ノ 内二巨大細胞ヲ有ス,レ増殖

性結節ノ病竃ヲ見出シ得、肺組織ハ肺胞隔厚〃淋巴腔

櫨大セリ、久或'レ例二於テハ小葉性病竈 ヲ園ム壇幅セ

,レ隔壁二淋巴腔 ・械張、浸潤等 ヲ見、小葉性病竈ハ脱

落性肺炎及乾酪性肺炎ヲ呈ス、之モ淋巴性二蔓延 ヴテ

淋巴停滞ニヨリ特別 ノ肺炎病竈 ヲ呈セ'レモノニシテ

共二肺ノ組織的柵造 ノ特有ナルニ因匂 レ特有ナ'レ痢

的塑化ナリ。(刀 根山 山中抄)

Tubercle.September(1935)一 一March(1936)

小 見 開放 性 肺 結 楼 ノ裡 過 合 併症 蛇 二豫 後 二 就 テ

:E.;Cochrane:Course,Complicationandprognosis

ofopenPulmonaryTuberculosisinChildren,(Tu・

bercle.Okt.1935)

3歳 ヨ リ15歳 迄 ノ開放 性肺 結 核710人 二就 テ ノ調 査

デ ア,レ。 第1群 ・・慢 性 ノ経 過 ヲ取 ツ タ モ ノ、卯 チ死 亡

迄 二2年 一10年 二亙'レ モ ノ ・・158名 デ ア ル。 コ ノ 中

デモ有 熱、速 脹 ノ モ ノ ・・概 シテ豫 後 不 良 ナ リ。 第2群

・・急 性 ノ経 過 ヲ取 ル モ ノデ138名 デ ア)v。 コ レハ女 子

二多 ク9ケ 月 以 内 二死 ノ榑 機 ヲ取'レ が 多 イ。コノ 中 デ

モ亜急性 ノ モ ノハ比 較 的長 命 デ ア'レ。第3群 ハ131名
リ

ノ治癒 叉・・輕 侠 者 デ アJV、第4群 ・・一旦 良 好 二見 エ タ

モ ノガ叉 不良 ノ経 過 ヲ取 レ,レモ ノデ31名 デ アJV、 第

5群 ハ経 愚 不 明 ナ41名 デ アル。 臨 肱 事 項 トシテ ハ號

熱 ヨ リモ脈 数 ト膿 重 トが豫 後 二關 係 ガ ア ル。合 併 症 ト

シテ見 ラ レタモ ノ・・喀 血 力●第 一 デ92、 咽 頭 炎 力●66、

温 性肋膜 炎16、 自 獲性 氣 胸24等 が圭 ナ モ ノ デ アJV。

豫 後 二關 シテノ・女 子 ・・亭 均23.8ケ 月 デ 男 子 ・・29.6

ケ月 デ死亡 シテ キ'レ。豫 後 二封 ス'レ影響 因 子 トシテ喀

血!・ 雨 性共 二悪 影 響 ヲ來 ス、頸 部 淋 巴 腺 ヲ前史 二有 ス

,レモ ・ハ却 ツテ豫後 佳 シ。患 側 二就 テハ 吾 等 ノ観 察 ハ

雨性 共 二左 側 二多 シ。女 子 ノ月経 二就 イテ ・・今 迄 重 大

祀 サ レテヰ タ程 ノ影 響 ・・ナ イ が、一 旦月経 閉止 ヲ來 シ

タモ ノカ●再 獲現 ス レ ノ ・・概 シテ良 イ徴 候 デ ア'レ。

(有 馬 内 科 金 井 抄)

金 堕 類治 療 ニ ヨルChrysiasis=關 ス ル 知 見

W;C.Fowler.,M.D:A.NoteontheOccnrrence

ofChrysiasisFollowjngTreatmentbyGold・Salts;

(Tubercle,Okt.1935.)

結 核 ノ金 唖類 ニ ヨ'レ治 療 後 起JtZ皮 膚 ノ愛 色 ヲChrysi・

・asisト 言 フカ●コ レ・・屡1治 療 終 熔 後1年 後 二於 テ モ

・起 ツテ來;レ、 著 者 ・・ソ ノ4例 二就 テ知 見 ヲ述 ブ。

(有 馬 内 科 金 井 抄)

胸 部 レン トゲ ン像 ノ臨 躰的 重要 サ

ByKennonDunhum:TheClinicalValueofthe

ChestRadiogram.(Tubercle,Okt.1935.)

肺 結 核 ノ臨 肱 二於 テ」∠像 ノ 重 要 ナ コ ト・・言 フ 迄 モナ

イが、然 シコ レハ飽 ク迄 モ陰 影 デ ア ツテ肺 結 核 二特 殊

ノモ ノデ ノ・ナ イ、故 二他 ノ臨 肱 事項 ヲ輕親 シテ コ レヲ

過 重 覗 叉 ・・コ レ ノ ミ ヲ 專 用 ス'レ傾 が アル が コ レノ・誤

ツ テ ヰ'レ。肺 野 二於 ケ'レ陰 影 ヲ見 テ モ喀 淡 ヲ検 査 セ ヌ

時 ・・ソ レ ガ結 核 力肺 炎 力 氣 管枝 櫨 張 カ ヲ 決 ス ル コ ト

が不 能 デ アル コ トが贋 ζデ ア'レ。(有 馬 内 科 金 井 抄)

雨 側 扁 桃 腺 ノ浩 範 ナ結 核 ノ ー例 呂就 テ

BernardHadson:ACaseofMassiveTuberculosis

oftheTonsils.(Tubercle,Oktj1935.)

21歳 ノ慢 性 肺結 核 ヲ有 ス ル婦 人 二於 ケ'レ稀 有 ナ 廣 範

二侵 サ レタ扁桃 腺結 核 ノ 臨 躰 蚊 二 摘 出 セ ル病 竈 ノ病

理 解 剖 所 見 デ ア'レ。特 有 ナ ル ・・扁桃 腺 全 饅 力●Massive

二侵 サ レテ ヰ'レ鮎 デ アル、 摘 出後 ・・経 過 ・・良 好 デ ア

'レ。(有 馬 内科 金 井 抄)

石 肺 二起 ツ タ鱗 屑 性 肺 癌 ノ==例

S.RoodhouseGloyne:TwoCacesofSquamous

CarcinomaoftheLungOccurringinAsbestOsis.

(Tubercle,Okt.1935.)

35歳 蚊 二71歳 ノ婦人 二起 ツタ2例 ノ剖 見 二就 テ示 設

シテ ヰ ル。(有 馬 内 科 金 井 抄)

喀 血 後 ノ肺 ノ態 度

Dr.OscarOrszagh:TheConditionoftheLung

afterHaemoptysis(Tubercle,Okt.1935.)

喀 血 ヲ反 復 シタ患 者 ノ肺 ノ 「レ ン トゲ ン」像 ・・大 多 数

二空 洞 ヲ登 見 シ叉 喀 疾 中 二菌 ヲ見 タ、叉 喀 血 中 ・・大 多

数 二39℃ ・高 熱 ヲ見 タ、 全 数 二浸 瀟 性 愛 化 叉 ・・周 核

炎 症 ノ像 ヲ見 タ、喀 血 二繊 獲 シタ急 性 粟 粒結 核 ・・僅 力

;1例 デ アァレ。浸 漏 型 愛 化 モ結 局 ・・終 炮 シ テ喀 血 ノ爲

メ豫 後 が不 良 ト・・一 概 二言 ヘ ヌ.
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(有 馬 内科 金 井抄)

肺 結 核 二 於 ケ ル血 液像l

LE.Houghton:Thebrood、pictureinpulmonary

tuberculosis,(TUbercle.Nov.1935.)

約1000名 ノ肺 結 核 患 者 二就 テ,ソ ノ血 液 像 殊 二 白血

球 像 ・分 類 二就 テ、 叉 、赤血 球 沈 降 速 農 二就 テ モ襯 察

シテ ヰ♪レ・活 動 性 ノ診噺 ヲ血 液 像 ヨ リ見 ノレ ト入冊 ・・次

'如 ワ 言 ヒ ウ,レ、(1)淋 巴雌 「エ オ ジ ン」嗜 好 球 ノ減少

卜珂しト亥系田"包トrli1生系田乃包 ノ坤ケカ"、(2)ホrソ ス ドル ノ1旨倣

ノ低 下、(3)赤 血球 沈 降 速 度 ノ昂 進 等 。

(有 馬 内 科 金 井抄 ク

イ ン グラ ン ド並 ア イ ル ラ ン ド人 中肺 結 核 病 原

菌 ノ菌 型 二就 テ

W.MelroseCumming:Thctypeofthecausal

organismin1502recentEnglishand320recent

Irishcacesofpulmonarytuberculosis.(ITuberc!e

Nov.1935)

英 蘭 人 肺結 核15{)2人 愛 蘭人320人 中 二於 ケノレ結 核 菌

ノ菌 型 ・分 類 二就 テ報 ズ、英 蘭人 中 二於 テ・・人 型 菌 封

牛 型 菌 ・・1・i68:34デ ア ル。

愛 蘭 人結 核320中97・ ・牛 型 ト柵 サ レツ ・材 料 ヲ迭 ツ

テ ヰ ル が共 ノ實 ・・牛 型 ・・1例 モ ナ ク、凡 テ 人 型 菌 ノ ミ

デ アツ タ。愛 蘭 ハ殊 二家 畜 ト密 接 ナ關 係 ヲ有 スノレ生活

ガ多 イ が稲ド 意 外 デ ア ル。

家 畜 ヨ リ殊 二 牛 ヨ リ感 染 シテ 肺結 核 ニナ ル コ ト・・周

知 ノ事 實 デ アル が、牛 型 ノ肺 結 核 ガ實 際 更 二人 ヨ リ人

二感染 ヲ起 シテ行 ク 力 否 カ ト言 フ 事 ハ 速断 ・・容 サ レ

ナ ィ。(北 大有 馬 内科 金 井 抄)

腸 結 核 ノ臨 淋的 診断 二於 ケ ル"Tribaulet"法 ノ

債 値 二就 テ

J.TeNicol:Intestinaltuberculosis.comparativevalue

oftribOulettestandclinicalfindings;(Tubercle,

Nov.1935)

此 ノ診 断 法 ・・血 清 「アル ブ ミソ」 が糞 便 中 二存 在 スル

カ否 カ ニ ョ リテ 腸 結 核 潰 瘍 ノ 存 在 ヲ想 像 セ シメ ル モ

ノデ アJレ。 コvハ 最 初Bonnamour二dリ テ 提 唱 サ

レタ モ ノデ ア;レ。

方 法 ノ・糞 塊 約 胡 桃 大 ヲ20aaノ 蒸溜 水 二混 和 シ、 濾 過

シ濾 液 ヲ3cc二12aqノ 溜 水 ヲ 加 フ、 コv二20滴 ノ

Triboulet試 藥 ヲ加 へ封 照 ニ ノ・加 ヘ ズ ニ オ ク、24時 間

後 二検 入 雲 様 ノ灰 色 乃至 褐 色 ノ沈 澱 ヲ作 ル モ ノハ陽

性 デ アアレ。
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コ ノ訊 築 ハ(昇 乖3.5.酷 酸1,菰 溜 水100aa).臨 肱

例53例 中25例 ハ適 中v、17例 ノ・不 適 中、12例 ノ・疑

問 ノ城 二在'レ毛 ノデ ア ツタ。(郁 ウ内 科 金 井 抄)

結 棲 薗 ノ濾 廻 性 物 質 ノ測 定 二就 テ

Prof.E,M,Fraenkel:Measurementsoffilterpassing

particl`・sl,fth`・tu}〕ercl(・1}a('ilius,(Tubre.rcleDec.

1935)

著 者 ハ 向己 ノ實 駒 二 於 テ 結 核 泌過 性 病 原 髄 ノ存 在 ヲ

肯 定 ンテ ヰ'レ.實 験 方 法 ハ'1型 菌 ノ液 盟 培養 ヲ用 ヒ叉

牛型 菌 二感 染 セ ル海 狽 ノ肋 膜 、 肝,肺,淋 巴腺 等 ヨ リ

Chamberlandヲ 用 ヒテ病 原 胎 ヲ 濾 過 シ得 タ、 コ レヲ

健 康海 狭 二(頸 腺)二 注 射 シ テ局 所 的結 核 ヲ得4.更 ニ

コ ノ淋 巴腺 ヲ川 ヒ テ第2ノ 健 康 海撰 二 試 ル 時 ニハ全

身結 核 ヲ起 ンテ來 ル。

唯 注 意 々 ・キ ・・著 者 等 ノ 川 ヒ タColk♪dionfilter・ ・

ソ ・膜 目 力'最 小0.3Fデ ア リ、Chamberland・ ・L2

デ ァ ッa、 若 シMortonKohn・ 言 フ標 二結 核 菌顎

粒 ノ大 サ及 若 小 結 核 菌 力.0.ly乃 至0.3Fデ ア ルナ ラ

バ當 然 コ レ等 モ通 ジナ ケ レ ・《ナ ラ ヌ謬 デ ア'レ。

(有 馬 内科 金 井抄 ン

肺結 穫 二於 ケ ル 空 洞 形 成 二 就 テ

R.Y.Keers:Cavitationinnulmonarvtuberculosis.

(TubercteDec.1935)

空 洞 形 成 ト結 核豫 後 ト ノ 關係 二 關 セ,レ調 査 デ ア ル、

Tor・na・Dec「 サ ナ ト リウ ム」二 於 ケ,レ1924ヨ リ1930

二到'レ間 ・100例 二就 テ デア ル。

空 洞 ヲ有 ス'レ結 核 ノ 豫 後 ハ ソ ノ病 型 卜深 イ 關 係 が ア

ァレ。(有 馬 内 科 金 井 抄)

S型 及R型 ヲ 「ア ンチ ゲ ン1ト セ ル 結 核 補 饅 結 合

笈 埴

G.B.Reed:Komplement-fixationinpulmonary

tuberculosiswithS.andR.antigens.(Tubercule.

Dec.1935)

臨 肱 的 二良 好 ナJV144人 ノ 肺 結 核 ノS封R抗 饅 ノ比

率 ・・1.27、0.15デ ア]t/。186人 ノ不 良 ナ)v豫 後 ノ結

核 二於 ケ,レS封R・ ・1.65、0.25デ ア]レ。 抗 饅 ・・S型

二反磨 ス'レ度 合 が強 イ標 二思 バ レ ル ノ デ ア ル。

(有 馬 内科 金 井 抄)

肺 結 核 二於 ケ ル前 側 胸 廟 整形 術 二就 テ

JosephThevalthundil:Antero-lateralthoracoplastyト

inpulmonarytuberculosis,(Tubercle.Jan.1936)

コ ノ方 法 ・・最 初 ロー マ ノム ツ ソ リー 二lnstituteノ
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Forlanini等 ニ ヨ リテ行 ・・レタ モ ノデ ア,レ。

ソノ實施 方法 及 ソソ 理 論 二就 テ述 へ 更 二者 者 ノ行 ツ

タ41例 二就 テ観 察 セ リ。(有 馬 内 科 金 井抄)

結 楼菌 械 出 二 喉 頭鏡 ヲ利 用 ス ル方 法

W.Burton.Wood:Anoteonthelaryngealmirror

testforthedetectionoftuberclebadlli.(Tubercle.

Jan.1936)

X線 ニ ヨル胸 廓 ノ槍 査 法 二 騰 セ ラ しテ 喀 痕 検 査 が鰻

親 セ ラ レル コ レ 不 欝 ヲ述 べ、喀 褒 中・ノ菌 ・楡 出 コ ソ

永 久的 二重 要 ナ意 義 ヲ有 ス ル ト圭 張 セ リ。

喀 痩 ヲ全 然訴 ヘ ヌ患 者 二就 テ'・喉 頭 鏡 ヲ用 ヒ、ソ ノ鏡

面 二喀 出 セ シメ タ 滴 状 ・喀 出物 ヲ集 メテ 検査 スル コ

トヲ推 賞 ス。(有 馬 内 科 金 井 抄)

氣道二於 ケル 結 楼

SirStCiarthoms)n:Tulerculりsisoftheairpassage.

(Tubercle.Jan.1936)

全肺結 核 中 二於 ケル 氣 道 殊 一 喉 頭 ノ結 核 ノ統 計 的数

字 ヲ蓮 ぺ、ソ ノ治 療 方 法 二就 テ著 者 ノ経験 ヲ例 基 シテ

遠 ブ。(有 馬 内科 金 井抄)

人工 氣 胸=績 捜 ス ル合 併 症 卜肺 結 核 ノ豫 防 問題

Felix.Baum:Aquestionaireoncomplicationsfollo・

wingartificialpneumothoraxinpulmonarytubercu・

10sisandtheirpreventionby(・ollapsetherapyof

earlydiagnosedcases.(Tuberc】e.Feb.1936)

著者 ハ人 工氣 胸 ノ 合併 症 問 題 二 封 ンテ 世界 各 地(all

overtheWarld)ノ 著 名 ナ結 核病 學 者 二下 記 ノ如 キ問

題 ヲ獲 シ82名 ヨ リ ・返 答 ヲ得 タ.

(1)入 院 患 者氣 胸 二 於 ケ ル 致 命 的 ノ合 併 事 故 ノ大 略

63ノ 答 ノ中33(=53%)・ ・0%、ZF均 シテ0.17%。

(2)外 來 患 者 二於 ケ ル致 命 的 合併 症 、69人 ノ返 答 中

53(=77%)ノ ・0%、 不 均0.1%。

(3ノ 何 が ソ ノ原 因 デ ア ル カ?48ノ 返 答 ヲ得 タ、 多 数

順 ニ アめ レト、(1)空 氣栓 塞 、(2)自 獲氣胸 、(3)肋

膜 ノ「シヨック」、(4)心 臆 衰 弱(5)癒 著、(6)肺 損

傷、(7)膿 胸 、(8)過 失r

(4)何 レ ノ場 合 ニ モ ソ レ ヲ豫 防 ン得JV力?然 リ10

(12%)然1レ 場 合 モ ア リ、9(11%)、 否43(53%)免 レ

ザ'レ場 合 多 シ6(=7%2、 返 信 ナ キ モ ノ14ζ=17%)。

(5)胸 水 ノ滲 出 ヲ件 フ場 合(a)肋 膜 癒 著 ヲ有 ス ル場

合 、(b)癒 著無 キ場 合 。

(a)二i封 ス'レモ ノ ー1・8.3%、(b)二 封 ス ル モ ノ33.7%。

〈6)滲 出液 ノ瀦 溜 ヲ防 ギ ウJVカ?(a)横 隔 膜 祠1経切
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除 ニ ヨ リ テ カ 、(b)他 ・方 法 ニ ヨ リ テ カ。

(a)50(60.'rJ)ハ 防 ギ 得 ■、3(二4%)防 ギ 得 ル 、8(,,=10
ら

9の 防 ギ 得'レ ト言 ノコ ト疑 ハ シ イ、20(;2レ ノの 返 答 不

能 、1(=0.8%)ハ 場 合 ニ ヨ'レ 。

(b)12←51r!・b)ハ 否定 、1:疑 問 、1:Si∫ 能20逐 答 ナ

シo

(7)滲 出 液 ・・排 除 ス'レカ?二 封 シテ、 然1,49(60%).

24(29"..)・ ・時 ト場 合 ニ ー」1レ、 他 ハ返 答 ナ シ。

(8)無 胸 二綴 螢 ス ル膿胸 二就 テ ノ 治療 法 二 關 シテ ハ

種 々 ノ報 告 ア リ。

(9)(a)他 二合 併 症 ナ キ 膿 胸 ハ ソ ノ マ ・放 置 ハ ル

カ。

(b)ソ ノ自然 吸 牧 率 二就 テ。

a放 置 ス'レモ ノ37、 否30

b37'。(35・ ・返 信 ナ シ、6吸 牧 ・・シ難 イ)

(10)コ レ等 ノ合 併 症 ・・初 期 二 於 ケ'レ系 統 的 氣 胸療 法

デ防 ギ ウ'レカ42、51%)・ ・然 リ、21(26%)ノ ・否 。

(有 馬 内科 金 井 抄)

肺結 核 ノ豫 後 二劃 スル 赤 沈 ノ度 合 、血 液 指 藪 、脈

搏 卜血璽 等 ノ意 義

K.S.Sandivi:Thesignificanceofthesedimentation

ratebloodindex,pulseandbloodpressureinthepro-

gnosisofthepulmonarytuberculosis.(Tubercle.

Feb.1936)

上 記 ト諸 項 ト豫 後 トノ統 計 的観 察 ナ リ。

(有 馬 内 科 金 井抄)

肺 結 核 ノ片 側 人 工 薫胸 二於 ケ ル横 隔 膜 廠 痺 ノ

徴 候 二 就 テ

R.N.Tandon:Someindicationsforparalysisof

thediaphragminthepneumothoraxtreatmentof

unirateralepulmonarytuberculosis.

氣胸 時 二於 ケ ル横 隔 膜 ノ麻 癖 ・・當 然 ノ現 象 デ ア リ且

ツ 目的 デ ア'レ、ソ ノ動 キ ノ有 様 ト麻 癖 ノ徴 候 トニ就 イ

テ 述 プ。(有 馬 内科 金 井 抄,

實 験 的 海 猿 結 核 二於 ケ ル 「ヴ ィタ ミ ン」D

J.Zeyland:VitaminDintheexperimentaltuber-

culosisofguinea・pigs.(Tubercle.Feb.1936)

「ヴ
ィタ ミ ン」Dノ 結 核 二封 ス ル作 用 ヲ知 ラ ・ガ爲 メ ニ

著 者 ・・下 記 ノ如 キ實 験 ヲセ リ。

40匹 ノ海 猿 ヲ2群 二分 ケ テ第1群 二・・結 核 菌 ヲ0.05

mgヲ 皮 下 二注 射 シ翌 日 ヨ リ照射 「エ'レゴス テ ロー ル」

國際25軍 位 ヲ隔 日二投 與 シタ、 第2群 ・・同様 二感 染
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セ'しモ ノ ー 結 晶 「ヴ」D國 際IVL位750ヲ ー 楠 宛 隔H二

輿 ヘ タ。

是 等 ノ励 物 ノ生存 期 間 ヲ 胸 照 感 染 動 物 二 比 ス レ ニ

『ヴ
tタ ミソ」D投 輿群 ハ極 メテ 僅 力生存 が長 イ棟 二思

バ レル ガ明 瞭 ナ差 異 ハ ナ イ
、殊 二少 肚投 奥 ノモ ノ ハ封

照 ト何 等 墜 ツ タ コ ト ヲ示 サ ヌ。(有 馬 内科 金 井抄)

眼 結 根

RE・Bickerton:Tuberculosisoftheey(・.(Tubercle

Feb.1936)

碧 者 ノ縄験 セル752人 ノ公 立盲 人 景 校 ノ 生 徒 二就 イ

テ結 核 性 ノモ ノ ・圭1・t!テpracticalナ 事 柄 二就 イテ

述 べル。(有 馬 内 科 金 井 抄)

工 業 卜結 核

P.Heffernan:Industrialismandtuberculosis.(Tu・

bercle.March.1936)

1吐會 衛 生學 的 ナ立 場 力 ラ督 師 ハ、ソ ノ患 者 ノ職 業1・ ソ

レニ特 殊 ノ蘭 係=J有 ス'レ疾 患 二深 イ 理 解 ヲ 有 舛 ・《

ナ ラ ヌ コ トヲ張 調 ス,殊 二職 業 ト結 核 卜二就 テ諭 ジ諸

梱 ノ1:業 二間 係 シテ女厭 ソ称1多 世 二揚 ゲ テ ヰ ル,

(有 馬 内 科 金 井 抄)

工 業 卜結 穫

E.L.MiddletOn;Industrialismandtubercutosis

Derbyshireノ 結 核 技 師 デ ア ツ タ 著 者 ノ 髄験 二基 ク報

告 デ アlv,同 洲 ニ ハ4萬 人 ノ炭 坑 夫h'ヰlv同 地 方 二於

ケル8ケ 年 牛 二於 ケ ル肺結 核 ノ爲 ノ ニ 同州 立 「サ ナ ト

リウ ム」二來 タ坑 夫 ・・385人 デ γ〃、 中65人 ハ45歳

以 上 デ ア ツ タ、何 レ患硅 肺 ノ像 ハ見 ラ レナ カツ タ。

コ ノ比 窄 ・・1000人 二就 キ1.12%ノ 割 合 ニ テ不 均 ヨ リ

少 シ ク低 率 ヲ示 ス。

炭 坑 夫 が何 故 二肺 結 核 二権 リ恰 イ カ、コ レハ炭 灰 ノ徽

粒 子 が結 核 菌 毒 素 ヲ 吸 著 叉 ノ・無毒 化 ンテ シマ フ コ ト

ニ俵,レbprof.Lyle・ ・云 フ。(有 馬 内科 金 井 抄)

結 核 外 寡 門 雑 誌

原 狡 性 腔 結 核

Joseph,L.McGoldrick(Americ.Journ.ofObst.and

Gynec.Vol.31,No.4)

著 者 ・・原 壁 性 腕 結 核 ニ シテ 治療 ニ ヨ リ 全治 セtレ1例

ヲ報 告 シ居 レ リ。

患 者 ハ39歳 、 既 婚 ノ夫 人,

圭 訴 、5年 前 ヨ リ始 マ リタノレ交 接 時 ノ終 痛 、腔 性 白帯

下、 中 等度 ノ月経 過 多。

家 族 二結 核 ナ ク又結 核 患 者 二接 シタ'レコ トナ シ。

月 経 過 多 以 外 月経 、 妊 娠 、分 娩 共 二異 常 ヲ見 ズ、 腔 部

ヲ除 ク均 膿 他 部 全 テ正 常 ナ リ。

腔 粘 膜 ノ雨 側 壁及 後壁 二 膣 弩 隆 部 ヨ リ虞 女膜 痕 二汎

,レ幅1・5--2・0糎 願 粒状 ノ3ノ 潰 瘍 ア リ、 表 面 粘 液膿

性 物 質 ニテ 覆 ・・ル ・モ容 易 二除 去 シ得。邊縁 滑 ニ シテ

周 園 二炎 症 ア リ。 鯛 診 ス ル ニ容 易 二 出 血 シ歴 痛 ア リ。

膿 潰 部邊 縁 ヨ リ探 リタ ル切 片 標 本 ヲ見'レニ、粘 膜 二小

圓 形 細 胞 及 「プ ラス マ」細 胞 ノ浸 潤 ア リ、粘膜 下組 織 二

小 圓形 細 胞 及 内皮 細 胞 ヨ リ成 ル孤 立 小結 節存 在 シ、且

共 ノ数 個 二定 型 的 ラ ンクニぞ」∠三 氏 巨細 胞 ヲ 含有 セ リ。

腔 結 核 ノ診 断 ノ下 二 日 々重 曹 水 ヲ 以 テ 洗言條 セ シメタ

ル ニ約5ケ 月 ニ シテ 潰瘍 ハ全 治 セ リ ト。

(名 古 屋 署 科大 學 産 嬬 人 科 學 敏 室 松 尾 龍雄 抄)

喉 頭 結 核 ノCemch燈 療 法

A.Connor:LichttherapiebeiKehlkopf.TubercUlose

mitderCemach.Lampf(Foliaoto.laryngologicaIL

1935.Bd.41.H.6)

Cemach燈 ノ・從 來 ノ 間 接太 陽 光纏 照 射 法 或 ノ・Krom-

ayer燈 二比 ・y、 ソ ノ構 造 ノ鐵 ヨ リ使用 簡 軍 ナ ル事 、

患 者 ガ樂 デ ア'レ事 、喉 頭 ノ ドノ部 分 殊 二後 壁 ニモ ヨク

照 射 シ得'レ等 ノ利 鮎 アル ヲ述 ブ。

コ ノ燈 ノ敷 験 ・・勿論 照射 時 間
、距 離 、局 所 ノ如 何 二關

ス'レ モ、粘膜 ニ テ・・希 望 ノ第 一度 反 態 ヲ得 ル タ メ_・ ・

接 著 照射 ニ テ10秒 、 歴 迫 照射 ・・3秒 、歎 「ミ リメ ーテ

'レ」離 レテ20-30秒 ヲ要 ス.

照射 過 量 ナ ル時 ハ水 庖 形 成 、火 傷 起 リ頸 部 ・焼 灼 感 ア

リfi嚥 下 困難 ハ ス デ ニ1同 ノ照 射 ニテ 輕 快 ス,レ事 ア

リ。 照 射 量 ハ局 所 ノ状 態 、病 理 解 剖 的 性 質 、全 身 免度

生物 學 的 抵 抗 、肺 病 憂 等 二俵 リ各 人_ツ キ決 定 ヌ。 著

者 ノ80例 デ ハ免 疫 的 關係 二惑 マ レタ ル モ ノハ初 期 二

用 フ レバ著 数 ア リ、更 二進 行 セル喉 頭結 核 デ塘 殖 性 ノ

モ ノニ ハ良 久 堆 殖 性 潰 瘍 ニ ハ確 實 二奏敷 ス
。 滲 出 性

ノモ ノニ ハ注 意 シテ用 ヒ、軟 骨 膜 炎 ハ無 敷 或 ハ禁 忌 ナ

リ。(東 大 耳鼻 科 切 替 抄)

弧光 燈 ニ ヨル 喉 頭結 核 療 法
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1.Romanowska,T.Wasowski:DasLichtderBo9・

enlampeinderBehandlungderKehlkopftUberculose

(Monatschr.Ohrenhei且k.1936.70.Jahrgang・1・H)

Wilno市 立病 院 ニ テ著 者 等 ハLandecker燈 ニ テ喉 頭

ノ局 所照 射 ヲ行 ヘ リ、照 射 時 間 ・・3-5分 ヨi)15-30

分 二及 ブ、60例 ニ オ イテ、 「カPt)V」 性 璽 化 、 表 在性

潰 瘍或 ハ限 局 性 浸 潤 、及 ビ軟 骨膜 炎 アル モ ノ ・3二 分

ヶル ト約牛 数 ハ輕 快 ヲ見、軟 骨 膜 炎 デ敷 ナ カ リ シバ肺

病 愛 ノ不良 ナ ゥ シニ締 ス ベ キナ ラy。

以上 ノ症 例 ヲ肺 病 璽 ニ ヨ リテ初 期 ノ モ ノ、更 二進 行 セ

]vモ ノ、 絶望 期 二3別 ス ル ニ、 全 麹状 態 、肺 病 愛 ノ進

行度 ト喉 頭照 射 結 果 ノ良 否 トノ・大 盟2F行 ヲ見'レモ、重

要ナ,レ・・全 窮蛇 ビ ニ肺 病 愛 ノ悪 化 ニモ拘 ラズ、喉 頭 ノ

輕快 ヲ來 セル症 例 ア,レ事 ナ リ。

肺 結核 力●bronchogeneFormヵhamatogeneForm

カニヨ リテ喉 頭照 射 ノ結 果 二差 ナ シ、嚥 下 困 難 ニノ・敷

果 ナカ リキ、 病 愛 悪 化 ノ 時 ノ・一般 二Biemacki氏 反

感高 債 ヲ示 ・y、Fomelu.Schilling三 ・・照 射 後 塑 化

ナ シ。(東 大 耳 鼻科 切 替 抄)

ロ腔 結 核

佐藤重 一:(大 日本 耳鼻 咽 喉 科 會 會 報41巻12號)

口腔 結 核 ハ甚 ダ少 ク、 ソ ノ理 由 ヲ述 ぺ、 中 ニテ 舌最 モ

多 シ。

1.舌 結核 自家 症 例3、 病 型 ヲバ硬 結bシ テ 生 ジ後

二潰瘤 トナ ル事 ア ル腫 瘤 状 ノモ ノ及 ビ、 潰 瘍 性 、頗 裂

性 散在 性 多登 性 ノモ ノ ・4二 別 ソ。 男 性 、、肚 年 二多 シ

豫 後 ハ必 ズ シモ不 良 ナ ラ ズ。

2.舌 以 外 ノロ腔 粘 膜結 核 、 薗 曝 ニ モ潰 瘍 性 、或 ハ増

殖 性結 核 來 リ、 薗牙 ハ叉 ロ腔結 核 ノ原 因 トナ ル。

3.唾 液 腺結 核 稀 、 耳 下腺 最 多 、次 デ 顎 下 腺 ア リ。

相當 硬 度 ヲ有 ス ル浸 潤 トシテ現 ノ・レ、時 二乾 酪 愛 性 ヲ

起 シ、嚢 腫 痩 孔 ヲ形 成 ス ル モ診 漸 容 易 ナ ラ ズ。

4.結 核 患 者 ノ ロ内 炎 亜 布 答性 口 内炎 稀 ナ ラ ズ。

5.診 噺 、 豫 後、 治療 、 癌 トハ 多 螢 性 潰 瘍、 炎 性 登

赤、 頸部 淋 巴腺 ノ模 檬 ニテ、 徴 毒 トノ・ユ 氏 反 磨 、局 所

所 見 ニテ匠 別 シ、 豫 後 ハ 咽 喉 頭 二 病 塑 アル モ ノノ・不

良、治 療 ニノ・薬 液 塗 布 、 外 科 的虞 置、 光 線療 法 ヲ全 身

状態 二磨 ジテ用 ヒ、全 身 療 法 二意 ヲ用 フ ル^言 ヲマ タ

ズ。(東 大 耳 鼻 科 切 替 抄)

鼻結 核

佐藤 重 一:(大 日本 耳鼻 咽 喉 科 會會 報41巻12號)

ロ腔 粘 膜 ニ オケ,レ ト同様 甚 ダ稀 ニ テ肺結 核 患 者 ノ0.1
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一 〇.2%ノ 割 合 二螢 生 ス トノ報 告 多 シ。

鼻結 核5例 、 鼻 狼 癒3例 合 セテ8例 ヲ報 ズ。

考察 トシテ 男 子 ヨ リ女 干 二多 シ ト云 ハ ル ・モ 鼻 結 核

・・者 者 ノ場 合 全 部 男 ニテb年 齢 ハ17ヨ リ51歳 二及 ピ

鼻 結 核 ハ肺 結 核 ノ 相 岱 進 行 セ ル モ ノニ 合 併 スル事 多

シ。

臼肥 症 状 ハ初 期 殊 二 狼 癒 ニテ ハ 現 ハ レズ 進 行 セ バ乾

燥 感 緊 張 感 、痂 皮形 成 、 終 痛 、 出血 、 鼻 閉 、 流涙 、下

眼瞼 浮 腫 等 ヲ來 ス。

腫 瘍 型 、 潰 瘍 型 ノ2ツ ニ 分 ツ が破 壊 作 川 顯 著 ニ テ上

顎 喪 、 筋骨 蜂 禦 ニ マ デ及 ブ モ ノ ア リ。

診断 ハ原 駁 性 ノ トキ 最 モ 困難 ニテ、 漁 疹 、 乾性 前 鼻

炎、 特 號性 穿 孔 、 徽 毒、 腫 瘍 ト匠別 ス ペ シ。

豫 後 ハ鼻 結 核 二悪 ク狼瘡 ノ・可 良 、治療 ノ・外科 的虜 置最

モ良 〃其他 藥 剤塗 布 、 光 線 療 法 ヲ行 フ。

(東 大 耳鼻 科 切 替抄)

疵 養 型 紅 斑 性 狙 瘡

Glaubersohn:OberdieverrukδseFormdesLupus

erythematodes(DermaLWschr.Bd.102.Nr.6.S.

172.1936)

疵 賛 型 紅 斑 性 狼 瘡 ノ・比較 的稀 デ ア ル。此 虎 二報 告 ス ル

患 者 ハ48歳 ノ農 夫 デ ア リ、 問 診 二依 レバ最 初 ノ妻 ノ・

結 核 デ死 亡 シ、小 見 期 二患 者 ノ・麻 疹 痘瘡 「ロ イマ チ ス」

等 二侵 サ レ、 長 ジテ感 冒、 「コ レラ」二侵 サ ル。

現症 ハ三 年 前 雨 頬 二小 壁 疹 ヲ生 ジ次 第 二振 大 シ、終 二

鼻 背 ヲ侵 ス。 軟 膏 療 法 、蒼 鉛 注 射 ノ・共 二数 果 が無 イ。

局所 所 見 トシテ、 貨 弊 大 ヨ リ 小 見 手掌 大 ノ 病 竈 ガ鼻

背、 雨頬 、 雨 耳翼 、 下 顎 關 節 、 胸 骨 部 等 二在 リ、胸 骨

部 、雨 耳 翼、下顎 關 節 等 ノ・定 型 的 ノ紅 斑 性 痕 瘡 デ ア ル。

之 二反 シ、 雨頸 二於 テ ノ・卵 圓 形 、 或 ・・圓形 ノ病 竈 デ、

大 サ ・・3×5cm汚 穣 灰 白色 ヲ呈 シ、中 心部 ノ・高度 ノ疵

贅 状 肥 厚 ヲナ シ、皮 溝 著 明 デ ア,レ。 病 竈 ノ周 園 ノ・小 鱗

屑 ヲ有 ス ル狭 イ赤 色 ノ邊 縁 ア リ、此 雨病 竈 ヲ ツナ グ鼻

背 ノ病 竈 ノ・萎 縮 ス。

血 液 検 査 ノ結 果 ぐ 血 球 数 蚊 二種 類 二墾 化 無 久 ヱ 氏 反

磨 陰 性 、ピル ケ ー氏 反 慮 陰 性 デ ア ル。 組 織 的 検 査 二俵

レバ角 質 培 殖 、 乳 頭 饅 肥 大 が ア'レ。

斯 ク ノ如 キ形 ノ紅 斑 性 狼 瘡 ・・非 常 二稀 デ ア リ、診 断 ニ

モ困 難 デ ア,レ。何 故 二疵 贅 状 ニ ナ,レカ ト云 フ原 因 二就

テ ノ・色 々議 論 ガア リー定 シナ イ。(例 ヘ バ、 局所 的 二

肥 厚 ス'レ性 質 ア リ トナ シ、 或 ハ先 天 的素 因、或 ノ・光 線

ノ作 用、 毒 素 ノ作 用 等 々)。(千 葉 屠 大 皮 膚 科 齋 藤 抄)
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非 定型 的 全 身性 紅 斑 性 狐 瘡 卜AuroDetoκinヲ

以 テ ス ル紅 斑 性 狐 瘡 及 ビ其 他 ノ皮 虐疾 患 ノ治 駿

A.Piltokat:EinungewδhnlicherFallvonLupus

erythematodesgen・rajisatus,zugleich(・inBeitrag

zurTherapiedesLupuserythem`亀tod《 ∋sundunderer

DermatosenmitAuro.D⊂ ・toxin{DermatWschrBd.

102.Nr.7.S.193.1936)

紅斑 性 狼 瘡 ノ診噺 ハ腿1非 常 二 困 雌 ナ'レ場 合 が アル,

此 隠 二報 告 スル症 例 バー 部1ナ ハ 定 型 的 ノ紅 斑 性 狐 瘡

ヲ有 ・y、大 部 分 ノ 皮 疹 ハ 診 噺 不 明 デ ア ヅタ がAur・ ・

Detoxinナlv同 一 ノ製 鯛 二依 ツテ共 二治 癒 シ、逆 二紅

斑 性 狼 癒 ナ リ ト推 定 シタ興 味 アル症 例 デ ア'レ。

患K一ハ12歳 ノ男 子ニ シテ衰 弱 ス。4年 前 腱:日 光浴

ヲ ナ シタ ル後 右 眼 上 方 蛇 二 背 部 二 癌 痒 性 ノ皮 疹 ヲ生

ジ次 第 二顔 面 全 盟 二扱 が リ、叉 胸 部 及 ビ雨 上 鵬 二慮 々

同 一 ノ皮疹 ヲ生 ジ、 當 時 患 者 ・・軽 度 ノ全 均症 状 ヲ訴

フ。

現 在 ノ皮 疹 ハ顔 面 、 頭 部有 髪 部、 胸 部、 背部 、 雨上

臨、 雨 手 背 等 ニア リ、顔 面 蚊 二頭 部 二於 ケ'レ皮疹 ハ定

型 的 ノ紅 斑 性 痕 瘡 デ ア ル。 胸 部 、背 部 バー 面 二皮 疹 ヲ

生 ジ雨 上鵬 ・・少 数 デ ア ル。個 々ノ皮 疹 ハ貨 弊大 デ中 心

ハ灰 白 色 二萎 縮 シ、 灰 褐 色 ノ線 ニ カ コ マ レ、此 叉 周園

二落屑 ヲ有 ス,レ稽 ζ廣 イ 部 分 が ア リ、 最 後 二廣 サ約

2mmノ 堤 状 ノ紅 褐 色 ノ邊 縁 がアlv。

内 科 的 二・・結 核 ノ疑 ナ ク、 ヱ 氏 反慮 、ピ'レケ ー氏 反 懸

共 二陰 性、赤 血球 沈 降 速度 ハ進 行 ス。 血 液 ヨt,・ 培 養

成 績 ハ常 二陰 性 デ ア ツ タ。血 液 像 二於 テ ハ高 度 ノニ 次

的 貧 血 ヲ呈 シ、且 ツ高度 ノ赤 血 球 不 同 症(anisocytose)

多 色 染 色 性(P・lychromasie)ア リ、 時 々正 常 赤血 球 母

細 胞(Normoblasten)蚊 二核 ノ無 イ巨大 赤 血 球(Megal・

ocyten)カ'表JV。 斯 加 レ結 果 カ ラ シテ 内科 醤 ・・慢 性 傳

染 病 ヲ考 へ、病 理 學 者 モ頸 部 淋 巴 腺 ノ組 織 的楡 査 二依

リ同 様 二慢性 傳染 病 ヲ考 ヘ タ。

然,レ ニ顔 面,頭 部有 髪部 位 ノ皮 疹 ・・定 型 的 ノ紅 斑 性 狼

瘡 デ ア,レ。 背 部 ノ皮 疹 二 就 テ ハ 我 輩 ・・Erythema

perstansannulareetgyratum二 囲 スJレ慢 性 中毒 性 紅

斑 ヲ考^タ 。組織 的 二 ・・顔 面 ノ皮 疹 ノ・紅斑 性 狼 瘡 ノ定

型 的 像 ヲ呈 ス ル ガ、背部 ノ組 織 ノ・全 然 之 ト別 個 ニ シテ

診 噺不 明 ナ リ。

斯 〃 テ此 モ ノ ニ勤 テ 金 製 刺 ナ'噺 藥 のAu…Det・-

xinヲ 試 ミタ ル虞 、從 來 ノ金 製 剤 二比 較 シテ轍 等 卓越

セ ル数 果 ヲ示 シタ。定型 的紅 斑 性 狼 瘡 ノ症 状 ヲ呈 セ ル
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顔 面 、頭 部 鄭 ノ病 駈 ノ・軽 度 ノ搬 痕 ヲ残 シテ完 全 二泊 億

ヴ、 背 部 、,胸 部其 他 診 噺 不 明 ノ病 竈 モ 完 全 二消 失 シ

8.剛1き 二叉 血 液所 見 昌於 テ モ皮 疹 ノ溜 腿 卜共 二健 常

像 二師 ツ タ.

此 納果 カ ラ考 ヘ テ逆 二 織 ケ ノ 病 竈 ハ 紅 斑 性 狼 瘡 デ ア

ッタ デ ア ラ ウ ト考 ヘ タ次 第 デ ァル。

爾Auro・Dc・tOxinヲ 以 テ 紅 斑 性 狼 瘡7例,天 庖 瘡3

例 、 壇疸 性 丘 疹 状 結 核 疹1例.鼠 渓 淋 巴 肉芽 腫1例 ノ

泊 療 ヲ試 ミタ ル ニ皆 虹 結 梁 ヲ得 タ。

(千 葉 馨 大 皮 嘗 科 齊 藤 抄)1

榎 瘡 ノ太 陽 光線 並 二 高 山 療 法

A.1{oElier;Sonnen.undH6hc・nluftbehandlungdes

Lupus(Derm.ZtschrBd.71.H(・ft.6.S.237)

Finsen氏 ハ狼 癒 ノ太 陽 光 線 並 二 高 山療 法 ノ創 始 者 デ

ア'レカ●、叉Bemha7d氏 ハSamaden二 於 テ狼 癒 患 者

ノ局 所 ヲ太 陽 光 線 ヲ以 テ 照 射 シテ 好 結 果 ヲ得 テ居 ル。

余 ハ狼 瘡 患 者 ノ局 所 ノ ミナ ラ ズ、全 身'日 光 光纏 ノ照

射 ヲ行 ヒ極 メ テ顯 著 ナ ル治 癒 ヲ來 タ シタ。

元 來 日光 光 線 ノ照 射 ハ 局所 ノ 血 管 ノ 振 張 ト血 液 ノ充

浦 ヲ來 タ シ、 又血 流 ノ遅 延 ヲモ來 タ シ、局所 虹 二其 周

園 ノ皮 膚 ノ温度 ヲ高 メ ル。 此 作 用 ・・細 菌 ヲ殺 シ、有 毒

物 ヲ無 毒 ニ ス ル作 用 が ア,レ。傳 染 性 疾 患 二封 ヴテ皮 膚

・・叉 保 護 作 用 ヲナ ヌ。MUller氏 ノ實 験 二俵 レバ皮 膚

ノ刺 戟 ハ内 臓 搬 器 ト皮 膚 ト ノ間 ノ 白血 球 分 布 状 態 ノ

燧 調 ヲ來 タ シ、皮 膚 二 白血 球 ノ培 加 ス ル事 が見 ラ レテ

居 ル、爾 多 ク ノ學 者 二依 レパ皮 膚 ノ・免 疫 饅 ノ生 成 サ レ

'レ場 所 デ ア'レ ト云 ・・v、E・Hoffmann氏 ハ「ホル 毛 ソ」

ノ分 泌 サv,v場 所 デ ア'レ ト云 ヒ、Bloch氏 ハ 「アvpv

ギ ー」ノ螢 生 ス'レ場 所 デ ア)レ ト云 フ。Hoffmann氏 ノ

「エ ゾ フ
ィラ キ シー」(Esophylaxie)ナlv見 解 二 從tS・ ・

皮 膚 ノ・外 來 刺 戟 二i射 シテ 保 護 作 用 ヲ 有 スJV・tカ リデ

ナ 〃、叉 傳 染 性 疾 患 ノ場 合 二之 ヲ治 癒 セ シメ ル物 質 ヲ

分 泌 ス ル。

斯 ク シテ余 ハ狼 瘡ラ 局所 ノ ミナ ラ ズ、全 身 ノ 日光 浴 ヲ

用 フ'レ次第 デ ア ル。Finsen氏 ・・氏 ノ療 養 所 二 於 テ全

均 浴 ヲ用 フ)レ事 二依 ツ テ以 前 ヨ リ20-30%治 療 成 績

ヲ向 上 セ シメ タ ト云 ツ テ居 ル。

從 來 ノ余 ノ経 験 二從 ヘ バ 次 ノ3黙 ガ 圭 要 黙 ヲ ナ シテ

居 ル。(1)全 身 ノ 日光 浴 。(2)局 所 ノ照 射。(3)適 度

ノ榮 養 。

(1)全 均 日光 浴 ハ常 二 大 氣療 法 ト結 合 シテ考 ヘ ナ ケ

レバ ナ ラナ イ。
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照射 ノ方式 ハ初 メ四 肢 ヨ リ始 メ、第1日 ノ・雨 足 ヲ5分

間 ヅ ツ10分 間 ノ間 隔 ヲ置 イテ3回 照 射 スJV。 第2日

ノ・同襟 ノ間隔 ヲ以 テ雨 足10分 間 、3回 照 射 ノ外 、雨F

腿 ヲ5分 間 ヅツ3同 照 射 ス'レ。 第3日 ・・雨足15分 間

3同 、 雨 下腿10分 間3回 、 雨 大腿5分 間3回 照射 ス

ル。 斯 〃 シテ次 第 二上 方 二及 ビ、終 二顕 部 ヲ除 キ全 身

ヲ照 射 ス ル。 背面 モ 同様 ニ シテ照 射 ス'レ.斯 〃 シテ皮

膚 が適 當 二色素 ヲ有 ス'レ様 ニ ナ レバ最 畏 夏 期2-3時

間、冬 期3-4時 間 マ デ漸 次 時 間 ヲ延 長 スJV肺 結 核 ヲ

合 併 シテ居 ル モ ノハ時 間 ヲ少 ク^ル が、軽 度 ノ髄 温 上

昇 ・・日光 浴 二封 シテ ハ 禁 忌 トナ ラナ イ。

(2)局 所 ノ日光 照 射 ノ・永 イ 期 間 ・ 内 二 徐 々二習慣 ヅ

ケ ル必 要 ガ アル。2-3間 ノ照射 ヲ 以 テ始 メ、 之 ヲ繰

返 ・y、次 第 二時 間 ヲ延長 シテ15-20分 位3回 照 射 シ、

終 二・・全 身浴 ノ約 ワ3位 ヲ最 長 ノ 照射 時 間 トシテ川

フ。 粘膜 痕瘡 ノ・直接 照射 シ、 或 ハ櫨 張 器 ヲ用 ヒ、或 ・・

反射 装 置 ヲ晦用 ス ル。

(3)榮 養 ノ・圭 二野茱 食 ヲ 以 テ取 リ、 酒 、 煙 草 ヲ禁 ズ

,レo

以上 余 ノ方 法 二依 ル成績 ヲ見 ル ト、日光 療 法 ハ潰 瘍 ヲ

乾燥 セ シメ、 充 血 ・・去 リ、狼 瘡結 節 ・・消 失 ス ル。 搬 痕

・・軟 カク下 部 組織 ト癒 著 シナ イ。粘膜 痕瘡 ・・痕 跡 ナ ク

治 癒 スル。 局塵 ノ ミナ ラ ズ筋 肉 ・・登 育 シ、皮 膚 健 康 ト

ナ リ、血 液 像 ハ健 常 トナ ツタ。(附 、 症 例 倣 ・・記載 ナ

キモ3例 ノ爲 眞 ヲ掲 ゲ、治療 前 後 ヲ比較 シ完 全治 癒 ノ

状 ヲ示 セ リ)。(千 葉 醤大 、 皮 膚 科 齋 藤 抄)

尋 常性 狼 瘡 上 二生 ジ タ亘 大 細 胞 肉 腫

StephanEpstein:Riesenzellen・sarkomaufLupus

vulgaris.(Derm.ZtSchr.Bd.73.Heft2.S.66)

尋常 性狼 瘡 上 二 肉腫 ノ生 ズ ル事 ・・極 メ テ稀 デ ア ル。

患 者 ノ・68歳 。30年 前 ヨ リ鼻 尖 部 二尋 常性 狼 瘡 ヲ生 ジ

翌年 鼻尖 蛇 二左 頬 部 ノ 潰瘍 性 狼 瘡 ナ ノレ診断 ノ下 一

我 々ノ「〃 リニ ー ク」二於 テ治 療 シ タ。治 療 ・・フイ ソゼ

ン燈 水 銀 石英 燈 、 拉 二「レ ソ トゲ ソ」ノ 照 射 ヲ 行 ヒ、

約8ケ 年 ノ後 ニー 旦 治癒 ス。翌 年 再 號 シテ 其 後9ケ 年

間再 ピ治 療 ヲ行 フ。然 ル ニ3年 前 鼻 尖 ニー ツ ノ腫 瘍 ヲ

生 ジ次第 二壇 大 ス。

鼻尖 二 ・・貨 弊 大 ノ狼 瘡 ノ病 竈 が ア1)、 此 病 竈 ノ上 二3

ケ ノ櫻 實大 ノ結 節 ア リ、 一 部 分 潰 瘍 トナ リ、色 ・・紫色

ヲ帯 べ,レ赤褐 色 デ ア,レ。結 節 ノ・境 界 明 瞭 デ下 部 トノ・移

動 シナ イ。此 外左 頬 蛇 二右 下 顎 ニ ハ奮 狼瘡 ノ病 竈 ガア

リ、 口蓋 ニハ狼 瘡 結 節 が ア ル。
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内 科 的 一;ハNj側 殊 ニノ、.側一;硬塑 セ'レ結 核 病 竈Nj力 膜

炎 後 ノ癒 著 が ア'レ。 「ツベ'レ〃 リリ 反 鳳 ハ 陽 性 デ ア

'レo

紺 織 學 的 二'・健 康 部 ト ノ境 二表 皮 ノ 異常 ナ ル培 殖 ア

リ、之 二纈 イテ腫 瘍 ノ増殖 が ア ル。 腫 瘍 ノ表 面 ハ潰 瘍

トナ リ、 腫 蕩 ハ 巨 た細1泡 ヲ 多数 ニイ∫ス'レ紡 錘 細 胞 ヨ

リ・ナ'レ,,巨大細 胞 ・・ラ ング ハ ン ス ノli.k細 胞 二似 テ屑

'レ。 核 分 裂 ハ慮 々 二之 ヲ見 ル。

治療 ハ「ヂ アテ ル ミー ヲ以 テ切 除 ン、基 底 部 ヲ凝 固 セ

シメ タ匙 、 治 癒 後 ノ搬 痕 ハ極 メテ良 好 デ、且 ツ再 搬 モ

見 ナ イ。

即 チ本 症 例 ハ狼 瘡 上 二獲 生 シタ肉腫 デ ア リ、特 二巨 大

細 胞 ノ多 数 二存 在 ス ル 事 が 組 織 的 二 狼瘡 肉腫 ノ特 徴

デ ア ル。 本 症 例 二於 テ ・・以 前 「レン トゲ ン」照 射 ヲ多

ク行 ツテ ア'レ/デ 、或 ハ 肉腫 顎 生 ノ原 因 トナ ッ タ ノデ

・・ナ カ ロ ウ カ ト思 ・・ル。(千 葉 轡 大 、皮 膚』科 齋 藤 抄)

皮虐 疵 贅 結 核 卜疵i欺紅 色苔 癬 トガ 同 時 二表 レ

タル 例

H.Hruszek:ObergleichzeitigesVorkommenvon

TuberculosisverrucosacutjsundLichenruber

verrucosus.(Derm.Ztschr.Bd.73.Heft2.S.71)

患 者 ノ・59歳 ノ屠 殺業 ノ男 子。 今 ヨ リ7年 前居 殺 中 二

右 中指 二傷 ヲ受 ケ タ事 がア ツ タ。之 ・・癩 痕 ヲ以 テ治癒

シタ が直 チ ニ此 搬 痕 ヨ リ疵 贅 ヲ生 ジタ。翌 年 ニ ノ・同 様

ノ疵 賛 が雨 ∫・、雨 指 二生 ジテ今 日 二到 ル。 此 外 副 所 見

トシテ右 側 下腿 ニモ皮 疹 が アル。

髄 格 ・・中等度 、榮 養 状 態 良 好 デ 内景 蛇 二粘 膜 二異 常 ヲ

認 メ ナ イ。

雨 手 蛇 二指 ノ皮 疹 ・・一部 ノ・孤 立 シ、一一部 ・・集 合 シテ疵

状 ノ墾 化 ヲ ナ シテ居'レ。病 毒 ノ侵 入 シタ ト思 ハ レ'レ右

中指 ・・全 盟 二亙 ツテ皮 疹 ヲ生 ジテ居 リ、左 手 二於 テ ハ

疵 状 ノ皮 疹 ハ散 在性 デ ア リ、 母 指 居部 蛇 一一示指 、 中

指 、 小 指 等 ノ基 部 二存 在 ス。

是 等 ノ疵 状 皮 疹 ・・臨 肱 的 蛇 一 組織 學 的 二明 二f一指 皮

膚 疵 状結 核 デ ア'レ。

右 側 下 腿 ニ ア ル病 竈 ノ・手掌 大 デ不 正形 ヲナ シ、色 ・・褐

色 デ ア ノレ。 此 中 二牛 圓 形 ノ丘 疹 、或 ・・疵 状 ノ皮疹 が ア

リ、 大 キ ・・扁 桃 尺 ヨ リ碗 豆 大 デ 病 竈/中 心 部 ・・集 合

シ周 邊 ノ・孤 立性 二存 在 ス 。是 等 ノ皮 疹 ・・臨 躰 的 蚊 二組

織 學 的 二下 肢 疵 状 紅 色 苔 癬 デ ア ル。

ワ氏 反 晦陰 性 。 「ツ ベル 〃 リ ソ]反 晦 ・・ピル ケ ー陽 性

之 タ ソ=力 回一 陽 性 デ ア'レ。
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女 獣 的 二皮膚 疵 状 紡 核 ト疵 状 紅 色 苔撫 トが 贋 く1司時

二獲 生 ス ル事 ガ述 ベ ラ レテ居 ル が、之 ハ噸 一 ツ ノ原 因

二依 ル モ ノ アナ ク、 少 ク トt3ツ ノV;1・"が 考 ヘ ラ レ

ル。共 一一ハ結 核 菌 ノ慢 性 刺 戟蛇 二紅 色 苔癬 ノ病 毒(～)

ノ慢性ノ刺戟デアリ、其2ノ ・局所的因子卯チ四肢デア

ル ト云フ事デアリ、共3ハ 先犬的素因デア'レ・

(千葉醤大、皮膚科 鷹巖抄)

一 般 學 術 雑 誌

結 根 二起 因 ス ル漿 液 性 肝 炎 ハ 存 在 ス ル ヤ

W.Berger,0.Riml&F.Hausbrandt:Gibteseine

Hepatitisserosamittuberku16serAtiologie?(Zeit・

schr.f,Klin.Med.Bd.129,H.516,S.637-658,

1936)

レス レ、エ ッ ζ ∋〈ゲ ン等 ニ ョ リテ 唱導 セ ラル ・漿 液 性

肝 炎 ハ肝 臓 病 理 ニー 新 生 面 ヲ 招 キタ ル モ ノ ト云 フペ

or。多 ク ノ臓 器 二於 テ漿 液 性 炎症 ノ原 因borテ 第1二

學 ゲ ラル ・モ ノハ結 核 ナ リ.從 ッテ漿 液 性 肝 炎 モ亦 結

核 ニ ゴ リテ惹 起 セ ラ ル ・コ トナ キ ヤ。著 者 等 ・・先 ヅ コ

ノ問 題 ノ解 決 二 封 シテ 興 味 アiV3例 ノ臨 殊 例 ヲ描 ゲ

タ リ。

1.結 核 性 關 節 「ロ イマ チ ス ムス 」 二現 ハvタJV所 謂

加 答 兄 性 黄 疸 。

30歳 ノ男 子。 關 節 疾 患 ノ遺 簿 的 關係 ア リ。 患 者 ノ・10

歳 ノ時 第1同 ノ 關 節 疾 患bcrテ ー 過 性 ノ左 側 股 關 節

炎 ヲ訴 へ10日 間 就 肱 ス。21歳 ノ時 外 科 的結 核病 棟 二

勤 務 中腰椎 關 節炎 二擢'レ。當 時 叉 左 側肺 尖 ノ愛 化 ヲ號

見 セ ラ レ「ツベ ル ク リ ソ」療 法 ヲ行 フ。24歳 ノ時 腕 關

節 及 ビ指 關 節 ノ疾 痛 ヲ訴 フ。28歳 ノ 時認 ムベ キ 食 餌

上 ノ過 失 ナ ク シテ加 答 見 性 黄 疸 二罹 リ、約8週 間皮 膚

ノ黄 染 ア リ。同 時 二第4同 目 ノ關 節疾 患 トシテ 多数 ノ

指 關 節 ノ痒痛 腫 脹 ヲ來 シ、第3週 ニノ・雨 側 腕 關 節 モ 侵

サ レタ リ。 關 節 ノ愛 化 ・・黄疸 消罷 後 モ概 繍 シ、雨 側 ノ

肩 關 節、膝 關 節 ニモ波 及 シテ途 二翌 年 二及 ビ(29歳)、

更 二左 側 股 關 節及 ビ腰 椎 ヲモ侵 カ シ、コ レ ト共 二無熱

性 氣 管一氣 管枝 炎 現 ノ・レ喀 疾 中 二結 核 菌 ヲ詮 明 シ、 レ

ソ トゲ ソ検 査 ニテ右 肺 尖 下 二櫻 實 大 ノ空 洞 ヲ登 見 ス。

結 核 菌血 ヲ見 ズ。 静 養 二努 メ良 好 ナ,レ経 過 ヲ トレ リ。

著 者 等 ノ・開放 性 結 核 二 先 行 セ ル 黄 疸 及 ビ 多 獲 性 關 節

炎 ヲ バ結 核 二關 係 ア リ トナ シ、 黄疸 ノ基 礎 ヲバ、結 核

ニ ヨル漿 液 性 肝 炎 二求 メ タ リ。

2.空 洞 性 肺結 核 症 二fiMeレ 黄 疸 性 肥 大 性 肝 硬 墾

症 。

40歳 ノ男f・。 紹 核 ノ逡 傳 的素 因 ア リ。20歳b22蔵/

時 段熟 、 倦 怠.咳 歎 、 心臓 障 硲 ア リ。39歳 ノ頭 初 ヨ

リ叉 同憬 ノ訴 ヘ ア リ、6月 閉 鎮 性 肌 結 核,心 筋 炎 ノ診

蜥 ノモb二4週 間某 病 院 二入 院 輕 快 セ ル モ.爾 來 以 前

ノ健 康 二復 セズ.40歳 ノ2月 盗 汗、 厩 痩、 咳 歎,喀

茨 、 夜 盲症 ヲ訴 へ、8月 二至 リ塘 悪 、 コvレ 共 二黄 疸

出現 シ3月 末 再 ピ某 病 院 二入 院 ス。宿 時 ノ診 噺 ハ夜 盲

症 、 黄 疸 、 開放 性 結 核 ニ シテ、38℃ 以 上 ノ螢 熟 ヲ見

'レ。 右 肺 尖 野 二 空 洞 ア リ。 肝 ハ肋 骨 弓下4横 指 二腸

レ、脾 濁 音 ノ・肋 骨 弓 二達 ス。 側腹 下 部 二静 脈 ノ振 張 ヲ

詮 明 ス。5月 末 輕 快 退 院 セ シ が.1週 間 ノ後 夜 盲症 ノ

タ メL'ラ .二2大 學 眼 科 二入 院 、 更 二内科 二移 サ,レ。

當 時 蜜熱(38.5。C)、 肺 所 見 ノ外 皮 膚 ハ 強 ク黄 染 ・y、高

度 ノ肝 性 ロ臭 ア リ。 上 腹 部 ノ・膨 隆 シ、静 脈 ハ 怒 張 ス。

肝 ハ 肋 骨 弓下 手 幅 大 二鯛 レ歴 痛 ア リ。 脾 モ少 シ ク鱒

'レ。 糞 便 ・・脱 色 シ尿 ニ ハ多 量 ノ 「ビ リル ピ ン」、痕 跡 ノ

「ウロ ビ リ ノー ゲ ン
」、弱 陽性 ノ ミロ ン氏 反 磨 ヲ詮 明 ス

ル モ沈 渣 二 「ロ イチ ン」、 「チ ロ ジ ン」 ノ結 晶 ヲ見 ズ。

「が ラ ク ト員 ゼ」
、 「レ プ ロー ゼ」反 庶 ハ 共 二陰 性 ナ リ。

血 液ヱ 氏 反謄レ・陰性 ナ レ共.血 液 中 ヨ リ結 核菌 ヲ詮 明

ス。著 者等 ノ・種 々ナ ル考 案 ノ結 果 コ ノ例 ヲバ結 核 ニ ヨ

'レ漿 液 性肝 炎 ヨ リ肥 大 性 肝 硬 愛 症 二 移 行 セ ル モ ノ ト

ナ セ リ。

3.「 ロ イマ チ ス ムス」性 信 帽 癬 膜 障碍 患 者 一 於 ケ ル

「ツ ベ ル ク リ ソ」塗 擦 ニ ヨ,レ加 答 見性 黄疸 ノ誘 登
、

50歳 ノ男 子 。 結 核 ノ素 因 ア リ。15歳 ノ時 肺 尖 結 核 、

20歳 以 來 強 壮bナ レ リ ト錐 モ、 潜 行 性 二 信 帽 魂 膜

障碍 登 生 ス。 近 來 血 管 性 障 碍(眩 輩 、 扁 頭 痛 、 狭 心

症)、 關 節 ノ「ロ イマ チ ス ムス」性 疾痛 ヲ訴 フ、 レ ン ト

乞 と所 見 ニテ ・・肺 二陳 奮 ナ ル初 期 墾 化群 、雨 側 肺 門 部

ノ硬 化 ヲ詮 明 ス。心 臓 ニハ信 帽 被 閉 鎮 不 全 二相 當 ス 財

雑 音 ヲ聴 ク。 著 者 等 ハ 患 者/結 核 性 ノ遺 傳 的 關係3
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リ、ソ ノ關 節 及 ピ心 臓 ノ愛 化 ヲ バ結 核 性 ナ,レベ シ ト瓜

惟 ・y、試 ミニ1%「 ア テ バ ン」ノ塗 擦 ヲ行 ヒタ ル ニ7週

間 二亙 ル重 キ黄疸 ヲ惹 起 シタ リ。惟 フ ー本 例 ノ關 節 ノ

障 碍 ハ結 核 ニ ヨル 漿 液 性 炎症 一 シテ、 コ レ ト 共 二肝

臓 ニモ潜在 性 漿液 性 炎症 存 在 セ シが 「アテ バ ン」ノ作

用 ニ ヨ リテ黄疸 ヲ誘 壁 セ シ メ ラ レ タル モ ノナ,レベ シ。

以 上 ノ観 察 ヨ リ著 者 等 ハ結 核 ニ ヨ ル 漿 液 性 肝 炎 ノ存

在 ヲ肯 定 ゼ ソ トシ、且 コ レ ト開 聯 シテ肝 臓 二來 ル ベ キ

結核 ノ種 々ナ'レ病 型 二就 キ テ詳 述 セ リ。

(長 崎 馨 大 、 内科 角 尾抄)

人 工氣 胸 二於 ケ ル 肋 膜 滲 出 液 ノ出現

DavidB,Rosenthal:TheIncidenceofpleural

EffusioninartificlnlPneumothorax(Brit.med.

Joum.,Jan.18th1936.No.3915)

人 工氣1胸 ノ際 二於 ケJレ肋膜 滲 出液 ノ螢 生 ・・、Burrel1

ニ ョ,レト、309例 中128例 二於 イテ(42%)ソ ノ中、36

例 二於 イテ膿 胸 ヲ骸 生 ・y、Riviereニ ゴ,レ ト、50%

二於 イ テ、Saugman;ヨ,レ ト67.296二 於 イ テ、

Weinstein二=Jvb7.0%二 於 イテ、Rist及 ビNavean

ニ ョ,レト52%二 於 イテ、Braunsニ ヨ'レ ト唯5%二 於

イテ、MorristonDaviesニ ヨ'レ ト少 ク1・モ50%二

於 イテ、Jamesニ ヨル ト通 常40%二 於 イテ之 ヲ見 テ

ヰル。

著者 ノ54例 ノ人工 氣 胸 ノ例 デ ハ次 ノ通 リデ ア ッ タ。

羅/論:謡論 藷 コ諺)

叢 薪灘欝:1協
Purulent7(13%)

滲 出液 出現 ノ圭 ナ ル原 因 トシテ ハ、

(1)肋 膜 ヲ度 々刺 穿 ス ル刺 戟 ニ ヨ1)、

(2)肋 膜 腔 内 二種 々 ノ外物 、 例 ヘ バ、 空氣 、 酸 素 、

窒 素、 炭 酸 瓦 斯 等 ノ注 入 ニ ョ リ、

(3)肋 膜 腔 内 ノ高 塵 ニ ヨ リ、

(4)癒 著 ノ剥 離 ニ ョ リ、

等 が考 ヘ ラ レル が、 更 二、滲 出液 が少 量 ナ ル場合 ノ・軍

ナ ル外傷 二原 因 シ、多 量 ノ場 合 ハ外 傷 二感 染 が件 フ コ

トが考 ヘ ラ レル。

治療 二就 テ ハ、 先 ヅ豫 防 法 デ ノ・、

(1)注 意 深 ク適 磨 例 ヲ選 ブ コ ト、

録 803

(2)腸 齪 ヲ迦 ケ,レ・唖 、

(3)劇 晩 ガ充分 行 ハ レx11き ハ中 止 スル コ ト、

等 デ ア ヅテ、 ・畦、 滲 出液 が タ マ ツ タ場 合 ニ ハ・

(1)Cac12ノ 注 射、

(2)液 が少rttデ ア'レナ ラ バ、 魚 胸 ヲ績 ケ、場 合 二俵

ツテ ハ、 少 凧 ヲ吸 引 スル、

(3)液 が大hl:デ ア'レナ ラ ペ 液 ヲ吸 引 シ テ空 瓠 ヲ入

レ ネバ ナ ラ ヌ。 虚 腕 が不 充 分 デア ル ナ ラバ、外 科 的1

浜段 二待 ツ。

(4)液 が、 膿 状 トナ ツ タ ラb外 科 的 泊 療 二依'レ。

(小 野寺 内 科 貝 田抄)

片 側 性肺 「7eブ ロー ジ ス」二基 ク嚥 下 困 難 症

Alex.T.Doig:DysphagiaduetounitateralPulm-

onaryFibrosis.(But.Med.Journ.March.7tn1936.

No.3922)

著 者 バー側 、 殊 二左 側 ノ肺 「フヰプロ ー ジス 」二俵 ツ テ

起 ツタ嚥 下 困難 ノ例 二就 イテ記 述 シ、是 等 ハ食 道 ノ愛

位 及 ビ涙 榑 ニ ゴ ツテ起 ル モ ノデ ア ッ テ、症 状 が高 度 ノ

場 合 ニハ、胸 廓 成形 術 ハ少 〃 トモ理 論 的 ニ ハ合 理 的 デ

ア ラ ウ ト述 ベ テ キ ル。

ス タ ツホ ー ドシヤ ー 呂 於 ケ ル 牛型 結 核 菌 二 由

來 ス ル 人結 核 二就 イ テ

A.StanleyGrifithandJ.Menton:HumanTuber-

culosisofBovineOrigininStaffordshire.(Brit.

Med.Joum.March14th.1936.No.3923)

著 者等 ハ、6例 ノ頸 部 淋 巴腺 結 核 、29例 ノ骨 及 ビ關

節 結 核 、12例 ノ脳 膜 炎、2例 ノ 腎臓 結 核230例 ノ肺

結 核 二就 イテ、 各 ソノ膿 汁 、 臓 脊髄 液 、尿 、喀 褒 二就

イテ細 菌 學 的 ノ槍 査 ヲ施 行 シ、 次 ノ結 果 ヲ得 タ.

頸 部 淋 巴腺 結 核 ノ6例 、 脳 膜 炎 ノ5例 、骨 及 ビ關 節 結

核 ノ10例 ハ牛 型 結 核 菌 二基 ク モ ・デ ア リ、 肺 結 核 デ

ノ・僅 二2例 が牛 型 菌 デ ア ツ タ。

(小 野 寺 内科 貝 田抄)

肺 結 核 ノ治 療 二於 ケ ル 胸 廓 成 形 術 二 就 イ テ

F.H.Young:ThoracoplastyintheTreatmentof

PulmonaryTuberculosis.(Brit.Med.Journ.Apri1.

4th.1936.No.3926)

英 國 二於 イテ、 近 來 、数 年 ノ間 二肺 結 核 治 療 二於 ケノレ

胸 廓成 形 術 ノ例 数 ハ、非 常 ナ ァレ壇 加 ヲ示 ジ タ。 從 ツ テ

叉 、手術 二適 磨 シナ イ患 者 二、 胸 廓 成形 術 ガ施 行 サ レ

Jレ危 瞼 が堆 シ タ コ1… 否 メヌコ1・デ アJレ。本 手 術 ・・他

ノ何 レ ノ手 段 モ 夷敢 シナ イ 凡 テ ノ肺 結 核 二 於 イ テ考
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《 ラ レネ バ ナ ラ4b'、 燃 シゼ欠 ノ條 件 ヲ浦 足/・/レ 力否

力 二、先 ヅ十 分 考 慮 が彿 ハ レネ バ ナ フメ。

(1)胸 廓 戊 形 術 二sリ 病 竃1巧 愈 リill;Jレモ ノデ1'1レ ノJ

否 力、

(2)告 シ他 側 ノ"巾二1肉磁 が γ'レノ・ラバ、i非活亜加生 ノモ

ノデ プル 力否 力、

(3ノ 見掛 ケ 上 健 康 ・1川iN二 、新 鮮 ナ'レ病 愛螢 生 ノ危 伊

ナ キ ヤ否 ヤ、

(4)患 煮 ハf・術 二堪 ヱ待'レ ヤ 否 ヤ、

(5)愚 蕎 ノ状 態 ハf術 二最 適 ノ時 期 デ 〆ル ヤ否 ヤ、

(6)更 二f'術 着 側 ノ條件 二申 シ分 ナ キ ヤ否 ヤ、

(7)手 術 ノ結 果 機 能 障 碍 ヲ起 シテ モ、患 者 二異 給 ナ ヤ

ヤ 否 ヤ。(小 野 与内 科 貝 田抄)

漕 伏 性 成 人 結 核

R.C.WingbieldandA.MargaretC.Macpherson:

LatentadolescentpulmonaryTubcrculosis(Brit.

Med.Joum,Aprilllth,1936.No.3927)

吾 々 ノ結 核 療 養 所 ヲ訪 レル 若 成 年 ノ 比 較 的 大 部 分 ・

モ ノ が、既 二高 度 ノ結 核 二 侵 サ レテ ヰ'レ ト云 フ事 實 ハ

忽 セニ ナ ラ ヌ。 カ ・ノレ患 者 ノ大 多 数 ノモ ノ・・、肺 ノ病

墾 二比 較 シテ、症状 ザ輕 度 デ ア'レノ ヲ普 通 トス'レ。 即

チ、多 〃 ノ患 者 ・・病 氣 が十 分 楓'レ迄 治 療 ヲ受 ケ ニ來 ナ

イ ノデ アル。 コ ノ原 因 ・・、 肺 結 核 が、ソ ノ進 行 ノ永 イ

間 二於 イテ、屡 ζ症 状 ヲ示 サ ナ イ コ トニ基 〃。 余 等 ハ

14歳 力ラ21歳 迄 ノ都 會及 ビ牛都 會 ノ勢 働 階 級 ノ青 少

年2。381例 二就 イテ、 「レ ンbゲ ン」検 査 ヲ行 ツ タ。

ソノ結 果 、0.65%二 於 イテ、 明 二結 核 性 ノ愛 化 ヲ認

メ、 尚結 核 ノ疑 ハ シキ モ ノヲ合 ・・セ ル ト1.08%二 達

シタ。

課 ツ テ、 他 ノ諸 國 二於 ヶ ル検査 ノ結 果 ヲ見 ル ト、合 衆

國 二於 イテ ・・、H.Hetherington及 ビF,McPhedran

ノ・學 生 ノ3.9%二 、W.B.Scoper及 ビJ.Wilsonノ ・

1.8%二 、RH.Steihm・ ・1.5%二 於 イ テ 潜 伏性 結

核 ヲ見、NewYorkデ ・・求職 勢働 者 ノ1%二 之 ヲ 見

タ。 掲逸 デ・・2%二 、 スKイ ンデ ハ4-5%二 、 支 那

デノ・17.9%ノ 多 キ ニ達 シテ ヰ ル。

以 上 ノ事 實 ノ・、 十 分 考 慮 ヲ 彿 ・・レ ル可 キ 問 題 デ ア ラ

ゥ。(小 野 寺 内 科 貝 田 抄)

陰 性 「ツ ベ ル ク リン」皮 下 及 窟 試 駿 ノ債 値 二就 イテ

RobertCarswell:ValueofthenegativeSubcutan・

eousTuberculinTest.(Brit.Med.Journ.May16th,

193.No.3932)

録 【第14巻

N.Lindborμ がSwedischJournalHygie"二 於 イテ

1ツ ペ1レ0・Jン 波 下 反鯉 陰 性 ノ乃市或 ハ 肺 内 部 ノ活 動

性 結 核 ヲ疑 ・・シメ ノレ患 者66例 ノ中、11例 ノ・後 程 括 動

性 ノ結 核 ヲ起 シタ が.ソ ノ中 、5例 ハ1年 以 内=一螢 病

ン,而 毛1例 ハ:Sケ 月 以 内 昌肋 膜 炎 ヲ起 ・7,1例 ・・陰

性 反 慰 後3列 レ ンテ.脚 膜 炎 ヲ起 シテ死 亡 シタhノ

興 味 ア'レ統 計 ヲ搬 戎 ンタ。

Lindborgハ 冶 及 ノテ.是 等 ノ5例 ノ 實例aりlttW

モ、 陰 性 ノ反 臨 が 常 二 臨 肱 的所 見 卜一 致 ス ル トノ・限

ンノ=、両 叉.近 キ將 來 二於 イテ結 核 性疾 患 が勃 螢 ス'レ

可能 性 ヲ除 外 ス'レ鐸 ニハ行 カ ヌ ト遁 ペ テヰ'レ。 ㎞ ゆ

borg・ コ ノ論 祝 ・・ソ ノ後.Parkerソ ノ他 ノ人蓮 ノ支

持iヲ得 ナヰ ル ・ 卜、1護貞 ノ、Kochが1901`r二 後 表 ン

久 例 ・L・ ソベ,レ〃 リ ン・ハ通 雷 ヨ 使 用 スv・ ・{97--

98%・ 適 中 字 ヲ得sL-bノ 原 著 二 就 キテ 批 朔 ス'Y所

ア リ、 更 二、 夫 等 二關 シ テKettelkamp,LawtTason

BrownandF.Heise,McFadyeau等 ノ見解9多 照b

シテ紹 介 シテ ヰ ル。(小 野寺 内 科 貝 田抄 ♪

肺 臓 徽 毒 二就 イテ

武 井 右 馬 之 輔:浦 洲 署 學 雑 誌第24巻 第1號(昭 和11

年1刀11日)

著 者 が経 験 シタ'レ1例 二就 テ報 告 シ、併 セ テ從 來本 邦

・…テ報 告 セ ラ レタ'レ51例b外 國 例45例 トニ就 テ統 計

的 観 察 ヲ行 ソ テ ヰ'レ。(大 連 佐 々抄)

満 淵 二 於 ケ ル 気 候 卜疾 病 二 開 ス ル 統 計 學 的 研 究

川 人 定 男:満 洲 留學 雑 誌 第24巻 第3號(昭 和11年3

月11日)

本 論 久 ハ著 者 ガ表題 二就 テ 爲 シタ し 廣 汎 ナ'レ研 究 報

告 ニ シテ興 味 深 キ モ ノデ ア'レ。

内結 核 二關 シテ ハ次 ノ如 〃述 べ テ ヰ ・レ、 即 チ、 「結 核

ハ氣 温 ト逆 相 關 、温 度 ト・・順 相 關 ア リテ、 何 レモ有 意

義 ナ リ。 即 チ準 均 氣 温低 キ都 市 程 結 核 多 ク、渥 度 低 キ

程結 核少 ナ キ事 ハ略 ζ確 實 ナ リ。較 差 トハ順 相 關 ア ル

が如 キ モ氣温 ヲー 定 ニ ス レ バ無 意 トナ ル」。 爾 、【呼吸

器病 ノ・各氣 候 要 素 ト ノ相 關 低 ク何 レモ無 意 ナ リ。但 シ

肺 炎 ・・氣 温 ト逆 相 關 、滉 度 ト順 相 關 ヲナ ス鐵 結 核 ト同

様 ナ リ」ト云 ッ テ キ ル。(大 連 佐 々抄)

抗 酸性 菌 ノ謬 脈 内 注 入 呂 因 ル 海 猿 諸 膿 器 ノ早

期 組 織 及 感 蛇 二 菌 ノ分 布 二就 テ

林 明,久 持 義 明,山 元 盛 弘;満 洲 屠學 雑 誌 第24巻

第4號(昭 和11年4月11日)

著 者 等 が本 實 験 二用 ヒ タ ル菌 ハ人 型結 核 菌 、牛 型 結 核
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菌、 島 型結 核 菌 、BCG.鼠 癩 菌 及 「チ モ テ」菌'6種 ニ

シテ、 詳細 ナ,レ實 験 ノ結 果 次 ノ如 〃結 論 ス。

(1)菌 ノ楡 出 ハ各 菌 種 ヲ通 ジ21一時 間 以 内 肺、 肝 及脾

臓 二多 シ、而 シテ肝及 脾 畷 ニ ハ時 間 ト共 二其 歎 増 加 ス

レ ドモ肺 臓 ニ ア リテ ハ然 ラ ズ。7日 以 後 ニ ハ菌種 ニ ゴ

リ其 成 績 匠 々 殉 レモ 人 型 結 核 菌及'卜 型結 核菌 ハ恥 加

シ,其 他 ノモ ノハ減 少 叉 ハ検 出陰 性 トナ ル。(2)各 菌

種 共 二初期 肺 臓 毛細 管 内 二潜 留 シ、之 二多 核 自血 球 が

蝟集 シ、 且 、之 ヲ貧 喰 ス。 次 デ箪核 細胞 出現 シ漸 次 共

敷 ヲ培 シ、喰 菌 ス。7日 以後 ノ所 見'・菌種 二 因 リテ異

リ人型 結 核 菌 蚊 一 牛 型 結 核 菌 ・・結 核竈 ヲ形 成 スル ニ

反 ・y、其 他 ノモ ノノ・結 節 吸 牧 セ ラ'レ。(3)肝 臓 ニ テ ノ・

菌ハ先 ヅ星芒 細 胞 二撮 取 セ ラル。其他 多 核 白血球 内 ニ

モ存 ス。 人型 結 核 菌 及 牛 型 結 核 菌 二 因'レ結 節 ハ進 行

性 ナ'レニ反 シ其 他 ノモ … 早 晩 吸 牧 セ ラJt"t。(4)脾 臓

ニテ・・初 メ菌 ノ・網 状 織 内被 細 胞 二 喰 菌 セ ラ ル脾 賓 ノ・

充盈 ス。7日 以 後 脾 髄 組織 ・・培 殖 シ、 人 型結 核 菌 及牛

型結 核 菌 ニ テ ノ・結 核 竈 が形 成 セ ラル。(5.腎 徽 、菌 ノ

検 出少 ク、血 管 ノ充 盈 セjレヲ見7,レ ノ ミ。(6)骨 髄,

菌 ハ網状 織 内被 細胞 二撮 取 セ ラ レ、骨 髄 巨態 細 胞 ・・初

メ減少 シ後 墳加 ス。(大 連 佐 々抄)

結核 菌及 ビ 非 病 原 性 抗 酸 性 菌 ノ 「味 ノ 素 」加

Krchner氏 培 地 内護 育 二 及 ボ ス 金 屡 鯉 類 ノ影響

滞洲醤學 雑誌 第24・ 巻 第5號(昭 和11年5月11日)

本研 究 ニ ヨ,レ著 者 ノ纏 括 及 考按 ノ・次 ノ如 シ。

10種 ノ金隠 化 合物 二 就 キ テ キ'レヒナ ー氏 液 盟 培養 基

上 二於 ケ ル結 核 菌 蚊 二 非 病 原 性 抗 酸 性 菌 ノ蛮 育 阻止

力 ヲ検 シタ リ。

是 等金囑 獲 化物 ヲ キル ヒナ ー氏 液 饅 培 地 二 加 フル時 、

BaCl2,ZnCl,,,Alq3,MnC12,F(・('1:監,CoClニ ハ沈 澱

ヲ生 フご。Cu(rl,,MgC1・:,NiC』 ノ3種 二於 ア ハ沈澱 ヲ

生 セ ズ。

金 鳩 唖 顛 ハ 欺種 頬 ノ 異 ナ ル ニ從 ヒ 各 菌株 ノ蒙'レ影響

モ亦 同 一・ナ ラ ・ご。概 シ ア訟醐 鞭 類 二野 スル抵 抗 力 ノ強

サ ・・IKI51」 菌、 「チ モテー 菌、 鳥 型1マL蛙 結 核 菌、

牛 型 菌、 人型 紹 核 菌 ノ順 位 ニ ア リ。

一一・一一般 二結 核 苗 ・劉 シ搬 育阻 止 力t;:"1)('モ・ハ 非病 原 性

抗 酸 性 菌 二樹 シテ モ亦 弧 シ。唯 嘘 化 「カ1煽 ウ ム」ハ蛙

結 核 菌 二桝 シ、他 ノ菌 種 二比 シ強 〃作 川 ス'レモ ハ 如

シo

是等 金 腐 顧 類 二封 ス'レ結 核 菌 並 二 非 病 原 性 抗 酸 性 菌

ノ號 育 閾 便 ヲ 見 ル ニ、多 〃 ノ研 究 家 二依 テ ナ サ レタ ル

モ各 自 ソ ノ側 ヲ異 ニ ス。之 ハ實 験 二使 用 シ 殉 レ培 養 基

蛇 二培養 法 及 ビ菌株 ノ異 ナ ル ニ依 ル可 シ。從 ツ テ余 ・

場 合 二於 テ モ 駁 育閾 債 ヲ 確 定 スル コ トハ不 可 能 ナ レ

ド纏 括 的 二観 察 シ蛮 育閾 債 ヲ示 セ バ前 表 ノ如 シ(表 ハ

略 ス)。 但 シ臨化 「マ グ ネ シ ゥA,、 過 「〃ロ ー一'レ」鐵 二

於 テ ・・原 培 養lll三二 於 テ モ 城 育 ヲ見 〃 ル故 實 際 債 ハ ソ

レ以 上 ナ ル可 シ。

金 屈 盤 類 加 キ ノレヒ ナ ー氏 液 髄 培養 基 二 於 テ 表面 培 養

ノ・深 部 培 養 二比 シ金 醐 聴 類_ヨ ノレ顎 育 阻止 作 用 ヲ受

ワアレコ ト弱 シ。

各 種 金團 瞭 類 加 キ ル ヒナ ー氏 培 養 基 二培 養 シ、登 育 完

全 阻 止 ヲ 蒙 リタ ル モ ノ 及 ビ 登 育 抑 制 セ ラ レa'レ 菌 苔

二於 テ モ、 是 等 ヲ新 培 養 基(Petragnani氏 培 地)二 移

植 スル場 合 ニ ハ2、3ノ モ ノ ヲ除 ク 他 骸 育 増 殖 ス'レ能

力 ア ル ヲ認 ムル ナ リ。 けく連 佐 々抄)
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